
 

 

『愚管抄』― 問題点と試訳（３） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和４年 9月 
 



i 
 

はじめに 

 本報告「『愚管抄』―問題点と試訳（３）」は、『愚管抄』巻第七全体を対

象として、先行研究の現代語訳や注を批判的に検討し、新たな注と試訳を

提示したものである。 

同一メンバーによる科研の共同研究の成果として、『愚管抄』巻第二にあ

る追記から巻第三の途中までを報告した「『愚管抄』―問題点と試訳（１）」

（平成 29年 6月）、およびその続きとして巻第三の終わりまでを対象とし

た「「『愚管抄』―問題点と試訳（２）」（平成 30年 6月、令和元年 5月改訂）

の続編にあたる報告である。 

 

凡 例 

１．『愚管抄』の「本文」を１文ずつ表形式に区分し、「校異」「問題点・試

訳」を付した。さらに「本文」を相互参照しやすくするために、行頭に

通し番号を付した。 

２．「本文」は、「島原本」（島原市公民館所蔵松平文庫）を底本とする岡見

正雄・赤松俊秀校注『日本古典文学大系 愚管抄』（岩波書店、昭和 42

（1967）年、以下「大系本」と記す）によるが、独自に変更してある。 

「本文」に関する凡例は以下の通りである。 

①旧字は新字に変更した。 

②句読点は底本から見直す意味で独自に変更した。 

③〔 〕と下線については、凡例４－②、５－③を参照のこと。 

④踊り字に関しては、一の字点（「ヽ」および「ヾ」）はそのまま表記し、

くの字点（「 く 」および「 〲 」）は表記せず、文字を繰り返し表記し

た。例：「ヨク く 」→「ヨクヨク」 

⑤漢文表記で訓点があった場合、訓点は表記しないこととした。 

⑥必要に応じて中黒（・）を付した。例：「伝教弘法→伝教・弘法」 

⑦会話文や心内文を表すかぎ括弧は、原則として大系本に準じたが、そ

れ以外にも、ことわざやまとまりを持った文などもかぎ括弧で括った。 

３．「頁・行」は、大系本の頁・行を記した。ただし記載は段落分けしてあ

る部分のみとし、最初に頁数を、ハイフンの後に行数を記した。 

段落分けの場所は基本的に大系本に従った。さらに細かく段落分けし

た場合は、新しい段落分けの頁・行をイタリックで記し、変更した理由

を「問題点・試訳」欄に記した。 

４．「校異」の凡例は以下の通りである。 

①校異に用いたのは以下の刊本であり、行頭の略称によって示した。 

・国…黒坂勝美編輯『新訂増補国史大系 第十九巻』（吉川弘文館、昭和

5（1930）年） 

 ・全…中島悦次著『愚管抄全註解』（有精堂、昭和 44（1969）年、平仮名

は片仮名に改めた） 

 ・文…丸山二郎校註『愚管抄』（岩波書店（文庫）、昭和 24（1949）年） 

 ・阿…岡見正雄・赤松俊秀校注『日本古典文学大系 愚管抄 附載（阿

波本）』（岩波書店、昭和 42（1967）年） 

②相違点は以下のように示した。 
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・本文の相違箇所は〔 〕で括る。 

・校異欄は、相違箇所（〔 〕）、相違している刊本の略称、相違の内容の

順に記した。 

・複数の刊本で同じ相違が見られる場合は、略称を続けて表記した。 

・複数の刊本で仮名と漢字の相違のみが認められるときは仮名に一括し

た。 

③校異は、意味に相違がない場合は記さないこととした。具体的には、

仮名と漢字の相違、送り仮名の有無、オとヲ／ワとハ／イとヰ／太神

宮と大神宮などである。 

５．「問題点・試訳」の凡例は以下の通りである。 

①本欄は読解上問題となる箇所を取り上げ、先行研究の注釈や訳を参考

にしつつもそれらを批判的に検討し、試訳を提示したものである。 

②誤記と思われるものも問題点の中に記した。 

③問題となる箇所が本文の一部分である場合は、本文及び試訳の該当箇

所に下線を施した。 

④先に問題点についての検討を記し、その後に試訳を【 】内に記した。

読解の便宜のために試訳のみを記した箇所もある。 

⑤既公表分や大系本など、他の箇所の参照を指示する方法は以下の通り

である。 

・まず、既公表分における大系本の対応箇所と通し番号を記しておく。 

○「『愚管抄』 －問題点と試訳（1）」 

（巻第二の追記部分から巻第三の途中まで。） 

・大系本 126頁 15行～160頁 13行 

・通し番号 No.1～No.356 ／No.27以降が巻第三 

○「『愚管抄』 －問題点と試訳（2）」 

（巻第三の途中から巻第三の終わりまで。） 

・大系本 160頁 14行～175頁 3行 

・通し番号 No.357～No.464 

  ・既公表分の参照指示：『愚管抄』の巻第二と巻第三をそれぞれⅡ・

Ⅲと表記し、「『愚管抄』 －問題点と試訳（1）」「『愚管抄』 －

問題点と試訳（2）」の通し番号をその後に表記する。 

例：「ⅡNo.1-16.」、「ⅢNo.177,286,291」 

  ・大系本の参照指示：大系本のページのみを記す。 

例：「177頁」 

  ・今回発表分の参照指示：通し番号のみを記す。 

例：「No.122, 154」 

  ・既公表分、大系本、今回発表分にまたがって指示する場合、区切り

は／で分けた。 

例：「cf. ⅢNo.27／227頁／No. 111, 197」 

⑥本欄の作成に際し、参考にした注釈・現代語訳・論文は以下の通りで

ある。注釈・現代語訳については検討に際し略称を用いた。 

・大系本頭注、略称：大系本頭注 

・中島悦次『愚管抄全註解』（有精堂、1969年）、略称：全註解釈注、全

註解通解、あるいは単に全と略称 

・大隅和雄訳『愚管抄 全現代語訳』（講談社、2012年）、略称：大隅訳 

・石田一良 校訂・訳・注「愚管抄巻七」（丸山真男編『日本の思想 6 歴

史思想集』筑摩書房、1972年）、略称：石田訳 
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・森新之介「慈円『愚管抄』巻第七今訳浅註稿」（早稲田大学高等研究所

紀要、巻 10、2018年）、略称：森訳 

・佐藤正英「中世における道理――『愚管抄』を中心に――」（金子武蔵

編『日本における理法の問題』理想社、1970年） 

⑦石田訳、森訳、大隅訳では、丸括弧内の文字サイズは本文より小さ

くしてあるが、本報告では文字サイズを本文と同じサイズにした。 

⑧試訳において、以下の目的のために丸括弧で言葉を補った。 

  ・通読して意味が通りやすくするため。 

  ・一般的な人物名の明示。 例：「大職冠（藤原鎌足）」 

  ・専門用語の説明・補足。 

  

『愚管抄』の主な写本や刊本については、「『愚管抄』―問題点と試訳（１）」

（神奈川大学学術機関リポジトリ http://hdl.handle.net/10487/14376）を参

照のこと。 

 

◎本報告は、大系本本文の校異と先行研究（訳・注）の問題点の指摘、

および試訳について柏木、吉田、上原の 3 名が分担して作業を行い、

それを集約したものである。単なる集約ではなく、それぞれの作業に

おいて気づいた疑問点について、一語一句、メンバーで詳細に議論し

た成果となっている。しかし、議論できなかった箇所や、結論が出な

かった箇所もあり、異なった可能性を併記した箇所もある。また、年

号表記、先行研究の引用・検討の方法、辞書の提示など、不統一のま

まであり、３名による独立した論考といった面が残されている。今後

も議論を重ね、疑問点をできるだけ解消すると共に、統一すべき点を

統一させた改訂版を公開したいと考えている。 

 

作成分担者 

・柏木寧子：No. 1-69, No. 276-358  

・吉田真樹：No. 70-275  

・上原雅文：No. 359-474 

 

＊本研究は JSPS科研費 JP17K02189の助成を受けたものである。 

 ・研究課題名：神仏共存神話の原理に関する倫理学的研究 

―日本思想の基軸の解明― 

 ・課 題 番 号：17K02189 

・種別・年度：基盤研究（C）（一般）・2017（平成 29）年度～2021（令和

3）年度 

・研 究 組 織：研究代表者 

上原雅文（神奈川大学・外国語学部・教授） 

        （2020年度より国際日本学部所属） 

研究分担者 

柏木寧子（山口大学・人文学部・教授） 

吉田真樹（静岡県立大学・国際関係学部・教授） 

栗原 剛（山口大学・人文学部・准教授） 

連携研究者（研究協力者） 

佐藤正英（東京大学・名誉教授） 

http://hdl.handle.net/10487/14376
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『愚管抄』――問題点と試訳 巻第七  

通し

番号 頁・行 本文（島原本） 校異 問題点・試訳 

1  319-5 今カナニテ書事、タカキ様ナレド、世ノウツリユク

次第トヲ心ウベキヤウヲカキツケ侍意趣ハ、惣ジテ

僧モ俗モ今ノ世ヲミルニ、智解ノムゲニウセテ学問

ト云コトヲセヌナリ。 

 ◎以下、本書を片仮名で書く理由として、学問の現状について述べる。 

・「カナ」は片仮名と訳す。本書を片仮名で書く意図については、cf. ⅡNo. 1-16。 

・「タカキ」（「たかし」）について、「みずからすぐれていると思ったり、振る舞ったりするさま

である。高慢である」（『日本国語大辞典』）の意と解した。本来、漢文で書くべきところを片仮

名で書くのは、読み手を見下して自ら偉ぶっているようだが、といったニュアンスか。 

cf. 「やう（様）」：「①漢語の語義。物事の形状。形姿。事のさま。㋑外から見て目に見えるよ

うな、物の姿や形。㋺事態や態度・行為のさま。㋩特に、心の内のようす。衷心。覚悟のほど。

②手本として定っていて、従うべき、あるいは選択すべき型。形式。㋑ひな型。また、物にお

ける規範的な造り。構造・構成・技法などの型、方式。様式。㋺行為・行動に属する事柄にお

ける、定った決り・手順・方式など。③外から見える状態の、その内側のさま。事情。わけ。

子細。④ある事柄を実現するための具体的な方法。手だて。（後略）」（『角川古語大辞典』）。 

・「世ノウツリユク次第トヲ心ウベキヤウ」をどう訳すべきか。「トヲ」が不審。何かと「世ノ

ウツリユク次第」とが並置され、ともに心得べき対象として「ヲ」で受けられているとは考え

にくい（並置されるもう一つが見当たらない）。かりに「ヲ」を「オ」と見なし、「御」の意に

解するとすれば、意味は通る。ちなみに「御心得」「御心ウ」の用例は巻第七に３例ある（No. 176, 

285, 290）。ただし、巻第七全体を通じ、仮名遣いが厳密でない例はままある一方で、「御心得」

の語に関して「御」を仮名表記する例（オ心得、オ心ウ、ヲ心得、ヲ心ウ、等）は見られない。 

疑問は残るが、「トヲ」の「ト」は「として」、「ヲ」は「御心ウ」の一部と解して訳した。 

なお、先行研究中、全註解通解・大隅訳・石田訳は「トヲ」の「ヲ」を除いて訳している（下

に先行研究を引用する際、該当箇所を破線で示した）。 

cf. 「ト」（格助詞）：「（前略）⑤状態・性質・資格などを表す。…のように。…というようす

で。…として。（後略）」（『角川古語大辞典』）。 

・「心ウ」は「理解する」と訳した（ex. No. 3, 4, 5, 17, 23など）。ただし、「心ヲウ」につ

いては、「理解する」とも（ex. No. 30）「心を会得する」とも（ex. No. 2）と訳した。 

cf. 「心得（動詞）」：「《物事の核心や意味を領解、会得する意》①理解する。真意を悟る。（後

略）」（『岩波古語辞典』）。 

・ところどころに見られる補助動詞「侍（はべり）」は丁寧語として訳出した。常体と敬体が混

在する形となるが、あえて統一は図らない。 

cf. 全註解通解「漢文で書くのが常態の世に今、仮名で記すことはいかにも高くあがったよう

だが、世の推移する順序とそれを理解する方法とを仮名で書きつける趣意は、総じて僧侶も俗

人も、今の世を見るに、智解ということがめったに失せて、学問ということをしないのである」。 

cf. 大隅訳「今、わたくしは世の中が移り変わっていく順序とその理解の仕方を述べようと思

い、それをかな文字で書こうとすることはありふれているが、それは、わたくしがつぎのよう

なことを考えるからである。今の世を見ると、僧侶・俗人の区別なく一般に学問をしなくなり、
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知恵によって物事を理解する力がいちじるしく低下しているのに気づく」。 

cf. 石田訳「今私が、世の移り行く順序と、これを理解する仕方とを、仮名で書き付ける趣意

は偉らそうに言うようだが、次の通りである。〔すなわち〕総じていえば、僧侶も俗人も、今の

世の中をみると、理解力がひどく低下して、学問ということをしない」。 

cf. 森訳「今（こうして）仮名で書くこと（その内容）は高邁なようだけれど、世が移りゆく

過程の心得られ方を（仮名で）書き付ける意趣は、惣じて僧侶も俗人も、今の世を見るに智解

がどうしようもなく失せて学問ということをしない（からな）のだ」。 

【今片仮名で書くことは高慢めいたふるまいだけれども、世の移りゆく次第として御理解なさ

るべきことがらを書き付けます趣旨は、総じて僧（官僧）も俗（官人）も今の時代の者を見る

と、智解（智恵による理解）が極端に失せて学問ということをしないのである。】 

 

2   学問ハ、僧ノ顕密ヲマナブモ俗ノ紀伝・明経ヲナラ

フモ、コレヲ学スルニシタガイテ智解ニテソノ心ヲ

ウレバコソ、ヲモシロクナリテセラルヽコトナレ。 

 ・「心ヲウ」について、試訳では「心を会得する」と訳した。 

cf. 全註解通解「（その）心を会得する」。 

cf. 大隅訳「（学ぼうとするものの）意味もよくわかるようになってくる」。 

cf. 石田訳「意味を会得する」。 

cf. 森訳「本質を得る」。 

【学問は、僧（官僧）が顕教・密教を学ぶのも俗（官人）が紀伝道・明経道を習うのも、それ

（学問）を学ぶに従って智解（智恵による理解）でその心を会得するからこそ、おもしろくな

って自然にされることである。】 

 

3   スベテ末代ニハ、「犬ノ星ヲマ〔モ〕ル」ナンド云ヤ

ウナルコトニテ、ヱ心ヘヌナリ。 

〔モ〕国全

文：ボ 

cf. 「犬の星を守る」：「ことわざ。犬が星から目を放さずに見ていても、星が示している意味

を知り得ないように、卑しい者が及ばぬ望みをかけることをいう」（『角川古語大辞典』）。 

【いったいに末代には、（諺に）「犬が星を見守る」などというような事態であって、（僧も俗も

学ぶ対象を）理解できないのである。】 

 

4  319－10 ソレハ又、学シトカクスル文ハ、梵本ヨリヲコリテ
漢字ニテアレバ、コノ日本国ノ人ハコレヲヤハラゲ

テ和詞ニナシテ心ウルモ猶ウルサクテ、知解ノイル

ナル。 

 ◎以下、学問の対象である仏典・外典（漢籍・国書）について順次述べたうえで、改めて学問

の現状に触れる（ここで段落を改める）。 

・この一文では仏典について述べる。 

・「学シトカクスル」について、大系本頭注は「文義不明。「学シテゾカカスル」か」とし、石

田は原文表記を一部漢字に改め「学しと学する」とする。ここでは「学シ」＋「トカクスル」

と解する。 

cf. 「とかくす」：「あれこれする。いろいろなすべきことをする」（『日本国語大辞典』）。 

・「日本国ノ人」で具体的に思い描かれているのは、梵語の真言など学ぶことのない、普通の（密

教の素養のない）僧か。 

・「ウルサクテ」は、漢訳仏典をなまじっか平仮名に置き換えると内容が浅薄になり、本来その

仏典がもっていた意味の重さが捉えられないという、厄介な事態になることを言うか。cf. 漢

字の訓読みについて、No. 26に言及がある。 

cf. 「うるさし（悩・煩・五月蠅）」：「①煩わしいさま。めんどうで、できればかかわりたくな
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いと感じるさま。②手数がかかって処理が困難なさま。③そばの人間の世話焼きや干渉が過度

で煩わしいさま。④傍らから見て、目障りと思われるほど立派すぎるさま。きわめて優れてい

るさま。⑤特に物音・人声に関して用い、煩わしくなるほどやかましいさま。耳に立ちすぎて

いとわしいさま。⑥不快でいとわしいさま。（後略）」（『角川古語大辞典』）。 

・「ナル」（連体形）の後、全註解は読点として次に続けるが、大系本どおり句点とした。 

cf. 全註解通解「それは又学習し、とやかくする文というものは、梵語をはじめとして漢字で

あるから、この日本国の人はこれをやさしくして日本語にして会得することも、やはりわずら

わしいとして、智解の入用な明経に十三経といって孝経・礼記をはじめ孔子の春秋といって左

氏伝・公羊伝・穀梁伝などいうものも、又紀伝の三史・八代史乃至文選・白氏文集・貞観政要、

これらを見て、会得しようとする人のためには、かような事は滑稽事として相手にしない」。 

cf. 大隅訳「それはともかく、学問の対象となる書物や文章について考えてみると、まず仏教

の場合にとりあげられるものは、もとは梵語で書かれたものを漢訳したものであるから、この

日本国の人がそれをやさしい日本語になおして理解しようとすれば、たいへんわずらわしい知

識と理解力が必要である」。 

cf. 石田訳「それにつけて、またおよそ学問の対象となるすべての書物は内典（仏書）では梵

本（インドの梵字で書かれた書物）に起源をもち、すべて漢字で書かれているから、この日本

国の人は、これをわかり易いようにして日本語に翻訳して理解しようとしても、それでもなお

面倒で、理解力が要るものである」。 

cf. 森訳「それはまた学んであれこれする文は、（まず内典について言えば）梵本から始まって

漢字になったので、この日本国の人はこれを和らげて和詞にして心得（ようとす）るにも、や

はり煩わしくて智解が必要になる」。 

【それ（智恵による理解の喪失、学問の衰退という現状）についてさらにいえば、学び探究す

る書は、梵語の書物を原拠として漢字で書かれているから、この日本国の人（梵語の真言など

学ぶことのない普通の僧）はこれ（漢字）をかみくだいて大和言葉になおして理解するのもや

はりやり過ぎでかえってよくなく、（漢訳の仏典を読むべきであり、そのためには）智解（智恵

による理解）が要求されるのである。】 

 

5   明経ニ十三経トテ、孝経・礼記ヨリ、孔子ノ春秋ト

テ左伝・公羊・〔穀〕ナド云モ、又、紀伝ノ三史、八

代史乃至文選・文集・貞観政要、コレラヲミテ心ヱ

ン人ノタメニハ、カヤウノ事ハヲカシゴトニテヤミ

ヌ。 

〔穀〕国全

文：穀梁 

・この一文では、外典のうちとくに中国書について述べる。 

・「カヤウノ事」は具体的には、片仮名で書くことを指すと解する。 

cf. 大隅訳「やさしい日本語に訳してその意味を考えようというような学問の仕方」、石田訳「日

本の言葉で書く」こと、森訳「和語で書いたり学んだりする」こと。 

・「ヲカシゴト（事）」の用例は、ほかに No. 31。本書、もしくは本書を述作する行為について、

謙遜の意をこめていう語と解した。 

cf. 「をかし」：「①笑いを誘うようなさま。おもしろい。滑稽である。②感興をそそられるさ

ま。情趣深い。風景、絵画、音楽、人物の容姿・態度・技能などに対して、微笑を誘うような

もの、興趣を呼び起されるようなものとして、これをほめたたえるのに用いる。③笑うべきさ

まの意から、他人が見れば笑い出すであろうの意に転じて、奇妙な、変ったものをさしていい、

また、自分のことに関して謙遜していうのに用いる」(『角川古語大辞典』)。 
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cf. 「をかし事」：「こっけいなこと。ばかばかしいこと。笑うべきこと。たわむれごと。＊愚

管抄〔１２２０〕七「又紀伝の三史、八代史乃至文選・文集・貞観政要これらをみて、心ゑん

人のためには、かやうの事はをかしごとにてやみぬ」」（『日本国語大辞典』）。 

【明経道において十三経といって、『孝経』『礼記』をはじめ、孔子の『春秋』すなわち『春秋

左氏伝』『春秋公羊伝』『春秋穀梁伝』などという書も、また、紀伝道において三史（『史記』『漢

書』『後漢書』）、八代史（『晋書』『宋書』『斉書』『梁書』『陳書』『周書』『隋書』『唐書』）から

『文選』『白氏文集』『貞観政要』（までの書も）、これらを読んで理解するような人にとっては、

このようなこと（歴史や世の移りゆく次第を片仮名で書くという、本書の述作行為）は笑うべ

きこととして片付けられてしまう。】 

 

6   本朝ニトリテハ、入鹿ガ時、豊浦大臣ノ家ニテ文書

ミナヤケニシカドモ、舎人親王ノトキ、清人ト日本

〔記〕ヲ〔ナヲ〕ツクラレキ。 

〔記〕国全

文：紀〔ナヲ〕

全：バ 

・以下日本で成立したもろもろの書物について述べる。 

【わが国についてみると、（蘇我）入鹿の時、豊浦大臣（入鹿の父蝦夷）の邸宅で文書がすべて

焼失してしまったけれども、舎人親王の時、（親王が）紀清人と『日本書紀』をそれでもなお編

纂された。】 

 

7   又大朝臣安麿ナド云説モアリケル。  【また（『日本書紀』の編纂者は）太朝臣安麻呂などとする説もあったということである。】 

 

8   ソレヨリウチツヾキ続日本〔記〕五十巻ヲバ、初二

十巻ハ中納言石川〔 野
〔右〕

〕足、次十四巻ハ右大臣継

縄、ノコリ十六巻ハ民部大輔菅野真道、コレ〔ラ〕

本体トハウケ給テツクリケリ。 

〔記〕国全

文：紀〔野〕

国全文：名

〔右〕国全

文：なし〔ラ〕

全：ヲ 

【それ以降引き続き『続日本紀』五十巻を、はじめの二十巻は中納言石川名足、次の十四巻は

右大臣（藤原）継縄、残り十六巻は民部大輔菅野真道、これらの人々が（編纂）主幹を拝命し

て編纂したということである。】 

 

9   日本後〔記〕ハ左大臣緒嗣、続日本後〔記〕ハ忠仁

公、文徳実録ハ昭宣公、三代実録ハ左大臣時平、カ

ヤウニキコユ。 

〔記〕国全

文：紀〔記〕

国全文：紀 

【『日本後紀』は左大臣（藤原）緒嗣、『続日本後紀』は忠仁公（藤原良房）、『文徳実録』は昭

宣公（藤原基経）、『日本三代実録』は左大臣（藤原）時平、以上（が編纂主幹であった）と伝

えられる。】 

 

10   又律令ハ淡海公ツクラル。  【また『（大宝）律令』は淡海公（藤原不比等）が編纂される。】 

 

11   弘仁格式ハ閑院〔大臣〕冬嗣、貞観格ハ大納言氏宗、

延喜格式ハ時平ツクリサシテアリケルヲバ、貞信公

ツクリハテラレケリ。 

〔大臣〕国全

文：左大臣 

【『弘仁格式』は閑院大臣（藤原）冬嗣、『貞観格』は大納言（藤原）氏宗、『延喜格式』は（藤

原）時平が編纂しかけて未完であったのを、貞信公（藤原忠平）が編纂を完了されたというこ

とである。】 

 

12   コノ外ニモ官曹事類トカヤ云文モアムナレドモ、持

タル人モナキトカヤ。 

 【このほかにも『官曹事類』とかいう文書もあるようだが、所蔵する人もないということであ

る。】 

 

13   蓮華王院ノ宝蔵ニハヲカレタルトキコユレド、取出

シテミムト云事ダニモナシ。 

 【蓮華王院の宝蔵には置かれていると伝えられるが、取り出して読もうということさえもな

い。】 
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14   スベテサスガニ、内典・外典ノ文籍ハ、一切経ナド

モキラキラトアムメレド、「ヒハノクルミヲカヽヘ、

トナリノタカラヲカゾフル」ト申コトニテ、学スル

人モナシ。 

 ・改めて学問の現状について述べる。 

cf. 「ひは胡桃を抱ふ」：「小さい鶸
ひわ

が大事に胡桃を抱えていてもついばむことができないの意

で、なんの役にも立たないことのたとえ。「猫に小判」の類」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 「となりの宝を数ふ」：「ことわざ。どんなに立派なものでも、正しく用いなければ何の役

にも立たない、の意。のちには、「箱入の娘のとしはいくつぞと隣の宝かぞへてや見む（徳和歌

後万載集・九）」のように、手のとどかないものやかかわりのないものに関心を示す意にも用い

る」（『角川古語大辞典』）。 

【いったいに、なるほど内典（仏典）・外典（仏典以外の典籍）の書籍は、一切経なども極めて

きらきらと（立派に）あるように見えるが、（諺に）「鶸が胡桃を抱える」「隣家の財宝を数える」

と申す事態であり、学ぶ人もいない。】 

 

15   サスガニコトニソノ家ニムマレタルモノハ〔タ〕シ

ナムト思ヒタレド、ソノ義理ヲサトルコトハナシ。 

〔タ〕全：ナ ・「義理」について、「道理」の類義語と解する案もあるが、試訳ではより軽く、「ことばや文章

の意味」の意に解した。cf. ⅡNo. 5. 

cf. 「義理」：「①理に叶った筋道。道理。②ことばや文章の意味。③人の踏み行うべき正しい

道。道義。（後略）」（『岩波古語辞典』）。 

cf. 大系本頭注「正しい筋道」。 

cf. 全註解釈注「正しい道理。正しい筋道」。 

cf. 大隅訳「物ごとの筋道」。 

cf. 石田訳「意味」。 

cf. 森訳「義理」。 

【そうは言ってもとくにその（学問を家学として伝える）家に生まれた者は（書籍の学びを）

たしなむと思ったけれども、その正しい意味をさとることはない。】 

 

16   イヨイヨコレヨリ後、当時アル人ノ子孫ヲミルニ、

イサヽカモヲヤノアトニイルベシトミユル人モナ

シ。 

 【さらに現在より後、（すなわち）目下活躍する人の子孫を見ると、少しでも親のあとを継ぎ得

るだろうと思える人もいない。】 

 

17  320-12 コレヲ思フニ、「中中カヤウノ戯言ニテカキヲキタラ

ンハ、イミジガホナラン学生タチモ、心ノ中ニハコ

ヽロヘヤスクテ、ヒトリヱミシテ、才学ニモシテン

物ヲ」トヲモヒヨリテ、「中中本文ナドシキリニヒキ

テ才学気色モヨシナシ。マコトニ〔モ〕ツヤツヤト

シラヌ上ニ、ワレニテ人ヲシルニ、物ノ道理ヲワキ

マヘシラン事ハ、カヤウニテヤスコシモソノアト世

ニノコルベキ」ト思テ、コレハ書ツケ侍ナリ。 

〔モ〕全：な

し 

◎以上の学問の現状を踏まえ、片仮名で本書を執筆する意図を述べる（ここで段落を改める）。 

・先行研究は「ヨシナシ」までを一文として区切るが、試みに「コレヲ思フニ、「Ａ」トヲモヒ

ヨリテ、「Ｂ」ト思テ、コレハ書ツケ侍ナリ」という構造の一文として解してみる。Ａ、Ｂはい

ずれも片仮名で執筆する意図を述べる心内文である。 

「ヲモヒヨリテ」の内容について、全註解通解・大隅訳・石田訳は「才学ニモシテン物ヲ」

のみと解し、森訳および試訳は「中中カヤウノ戯言ニテカキヲキタランハ」以下「才学ニモシ

テン物ヲ」までと解する（下に先行研究を引用する際、該当箇所を破線で示した）。 

「思テ」の内容について、全註解通解は「スコシモソノアト世ニノコルベキ」のみ、大隅訳・

森訳は「物ノ道理ヲワキマヘシラン事ハ、カヤウニテヤスコシモソノアト世ニノコルベキ」と

解し、試訳は「中中本文ナドシキリニヒキテ」以下「スコシモソノアト世ニノコルベキ」まで
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と解する（下に先行研究を引用する際、該当箇所を破線で示した）。 

・「本文」は、大系本頭注「古書所見の、典拠となる文章」に従う。 

・「ヨシナシ」は、理由がない（無意味である）、甲斐がない（無駄である）、の意に解した。 

cf. 「よしなし」：「①根拠のないさま。そのことがなされる、しかとしたわけのないさま。②

手がかりのないさま。手段・方法がないさま。すべがない。③縁がないさま。無関係であるさ

ま。④そのことに意義の認められないさま。無意味だ。⑤正しい筋目の立っていないと感じら

れるさま。好ましからぬ事物を言い表す。いかがわしい。⑥世話をしてもよい結果が得られな

いさま。甲斐がない。⑦物の見栄えのしないさま。風情がない。教養などが感じられないさま」

（『角川古語大辞典』）。 

・「マコトニ〔モ〕ツヤツヤトシラヌ」は、誰が何を全く知らないと述べるのか、先行研究の理

解はまちまちだが、試訳では筆者が「本文」などを全く知らないの意と解した。 

・「アト」は「跡」（痕跡、先例）の意と解した。 

cf. 全註解通解「しかし、こうも考える。かえってかようなたわむれ言（仮名）で書いて置く

であろう時は偉そうな顔をしているであろう学者たちも心の中では解り易くて独り笑いして、

学識にもしようと思い寄って、却って原文などを頻りに引用して、学識ぶるだろうが、それは

つまらない。自分をもって人を知るのに、誠に一向に知らない上に物の道理をわきまえ知ろう

とすることは、かような戯れ言であろうか。少しでもその実績を後の世に残るようにと思って、

これは書きつけるのだ」。 

cf. 大隅訳「こんなことを考えると、今こうして書いているようなかなの戯文でものを書いて

おけば、一見もっともらしい顔をしているような学生たちも、本心では理解しやすさにひかれ

てひとりほくそ笑みながら、学識のたねにしようと思って読むかもしれないという気がしてく

る。しかし、彼らが古典の文章や語句をしきりに引用して学識をひけらかそうとするには、こ

のようなかな文字で書いたものはとても役に立つものではない。本当にわたくしは世間のこと

を少しも知らないのであるが、自分を基準にして他人のことを推し測ってみると、ここで考え

ているようなものの道理を明らかにするには、このような書き方でしるしておく方が少しでも

後の世に遺るであろうかと思って筆をとっているのである」。 

cf. 石田訳「このことを思うと、かえってこのようなふざけた言葉で書き残しておいたならば、

偉らそうな顔をする学生たちも、わかり易いので、心の中では独りほくそ笑んで、才学のある

ところを見せようと思いついて、随分原典の文章などを頻繁に引用して、才学ありげなふりを

するだろうが、つまらぬことだ。彼らは本当に少しも物の道理を知らないので、自分から他人

を推量してみると、「物の道理をわきまえ知るということが、このようにしておけば、少しでも

後世にそのあとが残るであろうか」と思って、私はこの書物を書きつけるのである」。 

cf. 森訳「これを思うに、「かえってこのような戯言（つまり卑俗な文体）で書き置いたような

ことは、厳めしい顔をして（人前ではこのような書を貶して）いるような学生たちも心の中で

は心得易くて、独り（陰で）微笑んで才学（の足し）にも（きっと）するだろうものを」と思

い付い（たのであっ）て、かえって本文（原典の文）などを頻りに引いて（文章を飾り立て、

私に）才学（があるような）素振り（をして）も的外れだ（から、そのようなことはしない）。

／（私は）本当にさっぱり（他人を）分かっていない上に、（しかも）自分なりに他人を分かっ
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てみ（ようとし）たところでは、「物の道理を弁え知るようなことは、このよう（に卑俗な文体）

で（あれば）こそ少しはその跡（が）世に残るだろう」と思って、これは書き付けるのだ」。 

【これ（学問の現状）を思うに、「かえってこのような戯れ言（片仮名書きの文）として書き置

いたようなことは、非常に重々しい顔をしたような学僧・学生たちも、内心では理解しやすく

て、ひとり笑みして、きっと学識にもするだろうよ」と思いついて、「なまじっか（古書所見の）

典拠の文などをしきりに引用して学識ぶるのも甲斐のないことだ。本当のところ（典拠の文な

どは私自身）全く知らない（読めない）のに加えて、その自分から他者（本書を読むであろう

学僧・学生たち）を推し測るに、物の道理をわきまえ知るようなことは、このようにすれば（片

仮名で書けば）多少ともその例が世に残り得るか」と思って、これ（本書）は書きつけるので

す。】 

 

18   コレダニモ、コトバコソ仮名ナルウヘニムゲニヲカ

シク耳チカク侍レドモ、猶心ハウヘニフカクコモリ

タルコト侍ランカシ。 

 ・「コレダニモ」の「ダニ」は、そこに挙げたもの以外に、もっとあることを暗示する気持ちを

表す副助詞。ここでは、漢文で高遠な言葉遣いの書であればもちろんだが、片仮名書きで卑近

な言葉遣いの本書でさえも、というニュアンスか。 

cf. 「だに」：「①期待される最小限のものごと・状態を指示する。（中略）せめて…だけでも。

②程度の甚だしい一事（軽重いずれの方向にも）を挙げて他を類推させる。（中略）本来は「す

ら」の用法であったが、中古以後「すら」を圧倒する。…さえ。…までも」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「だに」:「①希望・命令・推量・仮定などの表現において、最小限度の期待や条件を表す。

せめて…だけでも。②否定・反語の表現において、ある事態を示しうる最小限度の事柄を限定

し、その否定によって、その事態の成立が全面的に否定される意を暗示する。…さえ。…だけ

でも。③程度の軽い場合を挙げて、それ以上の場合を当然のこととして類推させる。…さえ。

…でも。④中世以後、「さへ」と混同して、添加の意を表すことがある。…まで（も）」（『角川

古語大辞典』）。 

・「ヲカシ」については cf. No. 5。 

・「心」は訳出せずそのままとした。逆接を導く強調的提示の係助詞「コソ」を用いつつ、軽く

見える「コトバ」と、そこにこめられた深い「心」とを対比する。 

・「耳チカ」き（卑近な）言葉遣いについて、次の No. 19でも「耳トヲキ」ことは削除したと

述べられる。 

・「心ハ……コモリタル」については、cf. No. 28「心ノ……コモリテ」。 

【このような本書でも、言葉こそ片仮名書きであるのに加えてはなはだ変で卑近ですけれども、

それでも心は（言葉の）上に深くこもっていることがありましょうよ。】 

 

19   ソレヲモコノヲカシクアサキカタニテスカシイダシ

テ、「正意道理ヲワキマヘヨカシ」ト思テ、タヾ一ス

ヂヲ、ワザト耳トヲキ事ヲバ心詞ニケヅリステヽ、

世中ノ道理ノ次第ニツクリカヘラレテ世ヲマモ

〔ル〕、人ヲモル事ヲ、申侍ナルベシ。 

〔ル〕国全

文：リ 

・引き続き、本書が伝えようとすること、伝えるためにとった方法について述べる。 

・前半部、「ソレヲモコノヲカシクアサキカタニテスカシイダシテ、「正意道理ヲワキマヘヨカ

シ」ト思テ」をどう訳すか。「ソレ」は「スカシイダ」される対象と見なしてよいか。だとすれ

ば、No. 18にいう「心」か、あるいは、No. 17にいう「イミジガホナラン学生タチ」か。試訳

では後者と解した（下に先行研究を引用する際、「ソレヲモ」の該当箇所を破線で示した）。 

・「正意」については、cf. No. 200, 243。 
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cf. 全註解通解「それをも、このおかしく浅い方面（戯言）から誘い出して、正しい意味や筋

道をわきまえようぞと思って」。 

cf. 大隅訳「それにつけても、こんな面白おかしい浅薄なやり方で人の心を誘い出したうえで、

正しい道理を理解してほしいと思い」。 

cf. 石田訳「その意味をも、このおかしく卑しい言いあらわし方で、うまくさそい出して、正

意・道理をわきまえてほしいものだと思って」。 

cf. 森訳「それ（本質）をもこの滑稽で浅い手立て（つまり卑近な文体）で誘い出して、「（読

者は）正意道理を弁えよ」と思って」。 

・後半部、「タヾ一スヂヲ、ワザト耳トヲキ事ヲバ心詞ニケヅリステヽ、世中ノ道理ノ次第ニツ

クリカヘラレテ世ヲマモ〔ル〕、人ヲモル事ヲ、申侍ナルベシ」をどう訳すか。「ケヅリステヽ」

とは何を削り捨てるのか、「心詞ニ」削り捨てるとはどういうことか。 

「耳トヲキコト」について、森訳がそれこそ筆者が本書で述べようとする内容と解するのに

対し、他の先行研究は削り捨てられる対象として解する。また、「心詞ニ」の解し方はまちまち

である（下に先行研究を引用する際、「心詞ニ」の該当箇所を破線で示した）。 

試訳では、「タヾ一スヂ」のことを読者に確実に伝えるために、「ワザト耳トヲキ事（ことさ

ら理解困難なこと）」に関しては本書では触れないつもりである、高遠を避け卑近に徹するとい

う表現上の方針と連動して、内容的にも過度に難解なことは避ける、というほどの意に解した。

ただし、No. 18で卑近・滑稽な「コトバ」にも「心」は深くこもる、と言われるように、「コ

トバ」がどれほど卑俗化しようと、伝えようとする「心」の深さは変わらない（むしろ、深い

「心」を伝えるために、「コトバ」は相手・状況に応じていかようにも変える）、という筆者の

基本的立場があると考えられる。 

・「タヾ一スヂ」については、cf. No. 30。 

cf. 「心言葉・心詞」：「①心とことば。内面の考えや気持と、それを表現することば。心情を

適切に表わすことば。②和歌の評語として、歌の内容と用語。素材観照の心とそれを表現する

ことば」（『日本国語大辞典』）。 

・「世」「人」の対については、cf. No. 111以下。 

cf. 大系本頭注（頭注が付されていない語句は（ ）中に原文のまま記す）「（タヾ一スヂヲワ

ザト）理解困難な事実を削り、その意味とそれを表現することばだけと（して）（世中ノ道理ノ

次第ニツクリカヘラレテ世ヲマモ〔ル〕、人ヲ）守る（事ヲ申侍ナルベシ）」。 

cf. 全註解通解「ただ一筋をことさらに分りにくい事をば意味を言語に削り捨てて、世の中の

道理が順々に作りかえられて、世を見守り人を守ることを申すのであるのだ」。 

cf. 大隅訳「わざわざわかりにくい事柄は削除して、その意味だけを伝えようとつとめ、世の

中の道理が順次作りかえられながら世の中をささえ、人間を守っているということを申し述べ

たいというのがこの書の意図なのである」。 

cf. 石田訳「意味
こ こ ろ

や言葉から耳なれないことをわざわざ取り去って、世の中の道理が順次作り

かえられて、その道理が世を護り人を守ること只一筋を、ここに申すつもりである」。 

cf. 森訳「ただ一筋（のこと）を、（つまり）敢えて耳遠いことを、本質（を）表現に（合わせ

ていくらか）削り捨てて、世の中の道理が次第に作り変えられて、世を護り、人を護ることを
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言うとしよう」。 

【その人たち（非常に重々しい顔をしたような学僧・学生たち。ひいては、智解が極端に失せ

て学問ということをしない官僧・官人たち）をもこの変てこで浅薄な方法で誘い出して、「正し

い意味・道理をわきまえてくれよ」と思って、ただひとすじ（一つの筋道）を、ことさら理解

し難いことについてはその内容も言葉とともに削り捨てて、世の中の道理が次第に作りかえら

れて世(世の中全体)を守る（こと）、人（個々の人）を守ることを、申そうというのです。】 

 

20   モシ万ガ一〔ニ〕コレニ心ヅキテ、「コレコソ無下ナ

レ、本文〔少々〕ミバヤ」ナド思フ人モイデコバ、

イトヾ本意ニ侍ラン。 

〔ニ〕国文：

モ、全：二〔少

々〕全：少シ

モ 

・「心ヅキテ」＜「心ツク」「心ヲツク」について、cf. ⅡNo. 21-22／No. 23。 

cf. 「心ヅク」：「①気づく。気がつく。②正気がもどる。息を吹き返す。気がつく。③執心す

る。懸想する」（『角川古語大辞典』）。 

【もし万が一これ（変てこで浅薄な書き方で読者を誘い出し、道理について述べようという筆

者の思惑）に気づいて、「これ（変てこで浅薄な書き方）はひどい、（古書所見の）典拠の文を

少々読みたい」などと思う人でも出てくるとすれば、いよいよ本望でしょう。】 

 

21   サアラン人ハ、〔コノ〕申タテタル内外典ノ書籍アレ

バ、カナラズソレヲ御覽ズベシ。 

〔コノ〕国全

文：コノ由 

【そのような人は、ここに取り立てて申している内典・外典の書籍があるので、必ずそれをご

覧になるのがよろしい。】 

 

22   ソレモ寛平遺誡、二代御記、九条殿ノ遺誡、又名誉

ノ職者ノ人ノ家々ノ日記、内典ニハ顕密ノ先徳タチ

ノ抄物ナドゾ、スコシ物ノ要ニハカナフベキ。 

 【それも（外典では）『寛平遺誡』『二代御記』『九条殿（藤原師輔）遺誡』、また誉れ高い学識

ある人の家々の日記、内典（仏教の典籍）では顕教・密教の先徳たちの抄物（文書の抜粋）な

どが、少々ものの役には立つであろう。】 

 

23   ソレラヲワガ物ニミタテヽ、モシソレニアマル心ツ

キタラン人ゾ、本書ノ心ヲモ心ヘトクベキ。 

 ・「ワガ物ニミタテヽ」は、自分のものにしてしっかりと見る(読む)意に解した。 

cf. 「立つ（補助動詞としての用法）」：「（他の動詞の連用形について、その動作を周囲にきわ

だたせることを表わす）①きわだって…する。②しっかりと…しあげる」（『岩波古語辞典』）。 

・「ソレニアマル心ツキタラン」の「ソレ」は冒頭の「ソレ」すなわち前文に挙げた抄物を指す

と解した。 

cf. 大系本「アマル心ツキ」頭注「あふれている意味に気づく」。 

cf. 「こころ付く」：「①ある考えが起る。ある気持が生じる。②ある考え方や性格が備る。③

分別が身につく。才覚が生じる。（中略）④ある対象に関心や愛情が生じる。好意がわく。執心

する。懸想する。⑤ある事柄に思い当る。気がつく。気づく。「こころづく」とも。⑥その気配

が生じる。産気づく場合などに用いる。⑦正気がもどる。息を吹き返す。気がつく」（『角川古

語大辞典』）。 

cf. 全註解通解「それらを我が物として入りこんで、もしそれ以上の意味を理解ついた人は、

はじめて原書の意味をも会得することが出来るだろう」。 

cf. 大隅訳「それらを完全に自分のものとして読み解き、さらにそれ以上にそれらの古典の持

つ意味を読み取った人があれば、その人こそ古典の心を理解する人である」。 

cf. 石田訳「それらをわが物として選び取って、もしそれに余る心のついた人であってはじめ

て、上述の原典の意味
こ こ ろ

をも理解することが出来るだろう」。 
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cf. 森訳「それらを（あたかも他人の著作でなく）我が物に見立てて（読み）、もしそれ（遺誡

や日記、抄物など）に 慊
あきたらな

い心が芽生えたような人は、本書（内外の経典など）の本質をも心

得解く（ことが出来る）だろう」。 

【それら（の抄物）を自分のものにしてしっかりと読み、あるいはそれ（抄物）以上に深く考

えられるようになった（抄物では足りないと気づいた）ような人は、典拠の書の意味をも理解

し解明することができるのである。】 

 

24   左右ナクフカタチシテ本書ヨリ道理ヲシル人ハ定侍

ラジ。 

 ・「左右ナクフカタチシテ」について、抄物を用いずいきなり（典拠の書を）読むことの意に解

した。 

cf. 「左右無し」：「①優劣などの決着がついていないさま。②あれこれと比較するものがない

ほど優れているさま。並ぶものがないさま。比類なくすばらしいさま。③あれこれと言い立て

る必要がないさま。言うまでもないさま。④あれこれと考えることがないさま。問題のないさ

ま。簡単なさま」(『角川古語大辞典』)。 

cf. 大系本「フカタチ」頭注「語義不明。深く截るの意か」。 

cf. 「深立（ふかだち）」：「一層深くなること。深く立ち入ること」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 全註解通解「無造作に深入りしては原書から道理を知る人は必ずあるまい」。 

cf. 大隅訳「無造作に奥深いところへふみ込んで、古典の中からものの道理を理解する人は決

していないに違いない」。 

cf. 石田訳「こういう順序を経ないで、無造作に直ちに原典に深入りして、それからじかに道

理を知る人は決してないであろう」。 

cf. 森訳「（このような階梯を経ずに）無闇に奥深いところに立ち入って本書（内外の経典など）

から道理を知る人はきっといないだろう」。 

【あれこれ考えずいきなり（抄物を最初の手がかりとすることなく）深く立ち入って典拠の書

から道理を知る人はきっといないでしょう。】 

 

25  321-12 ムゲニ軽々ナル事バ〔共ノ〕ヲヽクテ、「ハタト」「ム

ズト」「キト」「シヤクト」「〔キ〕ヨト」ナド云事ノ

ミヲホクカキテ侍ル事ハ、「和語ノ本体ニテハコレガ

侍ベキ」トヲボユルナリ。 

〔共ノ〕全：

なし〔キ〕

全：ギ 

◎以下、本書における言葉遣いについて述べる（ここで段落を改める）。 

・「ハタト」以下の言葉について、ここでは訳さずそのまま記す。cf. ⅡNo. 11「「ハタト」「ム

ズト」「シヤクト」「ドウト」」。古語辞典に載る四語の語義を以下に引用する。 

cf. 「はたと」：「①擬態語。動作が急激に鋭く起るさま。ぱっと。きっと。擬声語に基づき、

「切る」「打つ」などの動詞を修飾し、激しく打ち当る際の音の印象を同時に表すこともある。

「はつたと」は強調形。②目をむいてにらみつけるさま。目を据えて厳しくにらみつけるさま。

きっと。③困惑するような状態に、突如として陥るさま。ふっと。ぐっと。「つまる」「忘る」

など、否定的な意の動詞を修飾することが多い。④動作・状態が、的確で完全であるさま。き

ちっと。すっかり」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 「むずと」：「疑
ママ

態語。①気合いを入れ、力を込めて、組み合ったり踏んだり握ったりなど

するさま。②遠慮することなく大胆に事を行うさま。③紛れもなくその状態であるさま」（『角

川古語大辞典』）。 
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cf. 「きと」：「①急に起り、かつ瞬間的に終始する状態の変化や動作のさま。時空間的な広が

りの影像はほとんどなく、鋭く核心をつくような変化・動作に用いられる。中世前期に多用さ

れ、のちに「きつと」となった。㋑移動や変化を表す動詞を修飾し、その動作が突然に早く行

われるさまをいう。ふっと。ぱっと。さっと。㋺視界に認めたり認められたりすることの瞬間

的であるさま。ちらと。㋩「見る」「聞く」などを修飾して、急に、まともに対象に関心を集中

するさまをいう。㊁「思ふ」の類の動詞を修飾し、不意に思い当るさまをいう。㋭きわめて短

時間の中に動作を主体的に行い、終らせるさま。急いで。②急に強く締めつけるさま。きゅっ

と。③事態が状況にぴったりと適合するさま。ちょうど。まさしく。例：「後には梶井宮とてき

と座主になられたりしは十五六にて有けるは」〔愚管抄・五〕④命令や推量の表現を導く。その

実現を確信する意を表す。きっと」(『角川古語大辞典』)。 

cf. 「どうと（どうど）」：「①擬声語・擬態語。大きなものや重いものが勢いよく落ちたり倒れ

たりして生じる地響きの音をいう。擬声語の要素を残しながら、大きなものや重いものが一気

に倒れるさまをいう擬態語に転じた用法もある。どしんと。どっと。㋑大きな物や重い物が、

勢いよく落下するさま。激しさ、重さ、また、その音にいう。㋺人や馬など重量のあるものが、

突然倒れたり座り込んだりするさま。また、その音にいう。㋩にわかに重病になって寝込むさ

ま。②擬声語。物を打ったり板を踏んだり、また、波が打ち寄せたりして生じる大きな音を表

す。「とうと／ど」に比べて激しい感じを表す。どんと。③擬態語。量がおびただしく多くある

さま。どかっと。どさっと。「どつと」「どんと」とも」（『角川古語大辞典』）。 

・ここには挙げられないが、比較的用例の多い「ヒシト」もこれらに類する語と解することが

できるか。cf. No. 45. 

・「和語」は具体的には、（和歌に用いられるような）やまとことばでなく、むしろ卑俗な口語

を指すか。 

・「和語ノ本体」については、cf. ⅡNo. 12「ヤマトコトバノ本体」、No. 27「日本国ノコトバ

ノ本体」。 

・「侍ルベキ」（「ベキ」は連体形）はあとに断定の「ナリ」を補って解すべきか。cf. No. 345

に「「ナリ」脱」の例がある。  

【ひどく軽々しい言葉が多くて、「はたと」「むずと」「きと」「しゃくと」「きょ（ぎょ）と」な

どということばかり多く書いていますことは、「日本語の本体（本来の姿）としてはこれがあり

ましょう」と思われるのである。】 

 

26   訓ノヨミナレド、心ヲサシツメテ字〔尺〕ニアラハ

シタル事ハ、猶心ノヒロガヌナリ。 

〔尺〕全：訳 ・「心ヲサシツメテ」について、本巻における「サシツム」の用例は、cf. No. 347。 

cf. 「さしつむ（差詰）」：「①「さし」は接頭語。㋑厳しく迫る。のっぴきならぬようにする。

例「この御返事を大神宮の仰と思ひ候はんずるなりと、さしつめをほせられたりけるたび」 〔愚

管抄・四〕㋺せっぱつまった状態になる。窮する。思いつめる。②「さし」は、矢を弦につが

える意。次々に矢をつがえる。③「さし」は閉ざす意。門の戸や錠などを閉じかためる。④一

義的に限定する。例「これはさしつめてこの将軍（＝頼経）がことを申すやうなるは」〔愚管抄・

七〕」（『角川古語大辞典』）。 

cf.大系本頭注「意味を追い詰める」。 
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cf. 全註解通解「意味をつきつめて」。 

cf. 大隅訳「その字の意味を追求して」。 

cf. 石田訳「意味
こ こ ろ

を押しつめて」。 

cf. 森訳「意味を切り詰めて」。 

【訓の読みというものだが、（漢字の）意味を限定して字釈として表したことは、やはり意味の

広がりを欠くのである。】 

 

27   真名ノ文字ニハスグレヌコトバノ、ムゲニタヾ事ナ

ルヤウナルコトバコソ、日本国ノコトバノ本体ナル

ベケレ。 

 ・「真名ノ文字ニハスグレヌコトバ」について、全註解通解・石田訳・森訳と同様、漢字に比べ

見劣りする言葉と解した。 

cf. 大系本頭注「漢字にすると他にまさって見えないことば」。 

cf. 全註解通解「漢語の文字とくらべてはすぐれないことば」。 

cf. 大隅訳「漢字であらわすと見ばえがしなくて、何の値打ちもなくなるようなことば」。 

cf. 石田訳「中国の文字（漢字）とくらべては優れない言葉」。 

cf. 森訳「（それよりも、対応する漢字がなく）真名の文字には勝らない詞」。 

【真名の文字(漢字)に比べると見劣りする言葉で、はなはだ日常的な言葉であるような言葉こ

そ、日本国の言葉の本体（本来の姿）であるだろう。】 

 

28   ソノユヘハ、物ヲイヒツヾクルニ、心ノヲホクコモ

リテ時ノ景気ヲアラハスコトハ、カヤウノコトバノ

サハサハトシ〔ラ〕スル事ニテ侍ル也。 

〔ラ〕全：テ ・「心ノ……コモリテ」については、cf. No. 18「心ハ……コモリタル」。 

・「サハサハト」の用例は巻第七に複数ある（No. 188, 319, 335）。 

cf. 「さはさは（と）」：〔副詞〕擬態語。「さはやか」「さはやぐ」と同根。混じりけや屈折がな

く、純粋整一であるさま。①残りが全くないさま。きれいさっぱりと。②病気や気分が完全に

回復したさま。さっぱりと。すっきりと。③障害や躊躇がなくて事が順調に進むさま。すらす

らと。さらさらと。④事柄が明瞭であるさま。はっきりと。⑤否定表現と呼応して用いる。ま

ったく。全然」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 全註解通解「というのは、物を云いつづけるのに意味が多くこもってその時のけはいをあ

らわすことは、かようなことばがすらすらとしてあらわすことであるのだ」。 

cf. 大隅訳「というのは、物ごとを説明していくうちに、心にいいたいことが積もり積もって

きて、その時や場所の情況をあらわす段になると、そうしたことばを使うことによっていいた

いことをさらさらと伝えることができるからである」。 

cf. 石田訳「その理由は、物を言い続ける際に、このような言葉が、意味
こ こ ろ

が多くこもってその

時々のようすを、一番すらすらと知らせるからである」。 

cf. 森訳「その理由は、物事を言い並べる（時）に意味が多く籠って（その）時の状況を表す

ことは（どのような詞によって可能になるかと言うと）、このような詞が（その時の状況を）は

っきりと知らせる（からこそ可能になる）ことなのだ」。 

【そのわけは、ものを言い続ける際に、心が多くこもってその時の様子をあらわすことは、こ

のような言葉がさわさわと（明瞭に）知らせることなのです。】 
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29   児女子ガ口遊トテコレラヲオカシキコトニ申ハ、詩

歌ノマコトノ道ヲ本意ニモチイル時ノコトナリ。 

 【子どもや女性の口ずさみ（である）としてこれら（の言葉）をおかしなことと申すのは、漢

詩や和歌の本来あるべきあり方を根本とする場合のことである。】 

 

30   愚痴無智ノ人ニモ物ノ道理ヲ心ノソコニシラセント

テ、仮名ニカキツクル〔オ〕、法ノコトニハタヾ心ヲ

ヱンカタノ真実ノ要ヲ一トルバカリナリ。 

 

→愚痴無智ノ人ニモ物ノ道理ヲ心ノソコニシラセン

トテ、 

天明本による本文 

仮名ニカキツクルヲ、法ノコトニハ、 

文明本による本文 

仮名ニカキツクル寸法ノコトニハ、 

タヾ心ヲヱンカタノ真実ノ要ヲ一トルバカリナリ。 

〔オ〕国全

文：寸 

・「カキツクルオ、法」について、大系本頭注に「文明本「カキツクル寸法」。天明本「カキツ

クルヲ法」」とあるのに従って本文を併記し、それぞれについて試訳を付した。 

 ただし、巻第七に「法」の用例が乏しいのに対し（No. 64「一切ノ法」）、「寸法」の用例は複

数あり（No. 85, 415, 466）、この箇所も「寸法」の可能性が高いか。 

・天明本にしたがって「カキツクルヲ、法」と読む場合、「法」は大系本頭注の通り、道理の類

義語と解するべきか。ただし、「法」という語のそうした意味での用例は、『愚管抄』中に見出

すことができない。 

cf. 「法（ほう）」：「〔一〕①事物の一定の秩序を支配するもの。物事の普遍的なありかた。の

り。法則。②ある特定の社会集団のなかで守られるべきとりきめ。おきて。きまり。さだめ。

規則。③特に、中世における生活規範。（中略）⑥しかた。やりかた。対処法。方法。だんどり。

方式。⑦手本。模範。⑧通常の程度。妥当な度合。普通。通例。（中略）〔二〕（ホフ）（｛梵｝dharma 

の訳。達磨、曇摩などと音訳する）仏語。①本質を保持し規範となって認識を生み出す基本的

な要素。②)色・心・事・理などの一切の万有に通ずる真理。真実の理法。（後略）」（『日本国語

大辞典』）。 

cf. 「法（のり）」：「〔一〕従い守るべきよりどころ。のっとるべき物事。①上位の者からの教

え。導き。特に、神や仏の教え。戒律。②上位の者からの命令。おきて。法令。規則。③下位

の者がつき従うべき模範。手本。④人一般に共通する道理。すじ道。心情。⑤やりかた。方法。

方式。型。〔二〕はかるときのよりどころ。測定のもととなるもの。（後略）」（『日本国語大辞典』）。 

・文明本にしたがって「カキツクル寸法ノコトニハ」と読む場合、「寸法」は基準となる方法と

解した。 

cf. 「寸法」：「①基準とする、または基準になっている長さ。また、長さの度合。②判断や行

動の基準となるもの。基準となるやり方。③ある物事について、心にいだいていた予想や計画。

手順。手はず。もくろみ。計画。④前もって心にいだいていた感じや考えが適合する状況、有

様。⑤物わかり。判断のしかた」（『日本国語大辞典』）。 

・「タヾ……一トルバカリナリ」については、cf. No. 19「タヾ一スヂヺ、……ケヅリステヽ」。 

・「心ヲヱンカタ」について、「筆者自身が理解するような事柄・方面」と解し、「真実」と同格

的に並べられているものと見て訳出した。 

cf. 全註解通解（文明本本文による）「愚癡無智の人にも物の道理を心の奥に知らせようとして

仮名で書きつけるやり方においては、ただ意味を会得しようとする向きの真実の要用を一つと

して取るばかりである」。 

cf. 石田訳（文明本本文による）「私が今、おろかで知恵のない人にも、ものの道理を心の底ま

で知らせようとして、仮名で書きつける段取にしたのは、全く、意味
こ こ ろ

を理解するために本当に

必要な方法を専ら執ることにしたものである」。 

cf. 大隅訳（ 天明本本文によるか）「愚かで無知な人にもものの道理を心の底まで教えようと
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してかなで書くのであるが、理法のことについては、それを理解するために、ここでは真実の

要点一つをとりあげるだけである」。 

cf. 森訳（ 天明本本文による）「「愚痴無智の人にも物の道理を心の底まで知らせよう」と（思

って）仮名で書き付ける（ことにしたのも）、法のことにはただ本質を得る手立ての真実の要を

一つ取り上げるだけ（でよいから）だ」。 

【愚痴無智の人にも物の道理を心の奥底まで知らせようと思って、 

天明本による本文 片仮名で書きつけるのだが、法（≒道理）関係については、 

文明本による本文 片仮名で書きつける（際の）基準となる方法としては、 

ただ（筆者が）理解するようなことである真実の、要点を一つだけ取り上げる（他は捨てて書

かない）のである。】 

 

31   コノヲカシ事ヲバタヾ一スヂニカク心得テミルベキ

ナリ。 

 ・「ヲカシ事（ゴト）」の用例は、ほかに No. 5。 

【このおかしな書き物（本書）をただひとすじに（ひたすら）このように心得て読むのがよい

のである。】 

 

32  322-7 ソノ中ニ代々ノウツリユク道理ヲバ、コヽロニウカ

ブバカリハ申ツ。 

 ◎以下、この書の主題を一言で述べ、このあとの叙述内容を予告する（ここで段落を改める）。 

・「申ツ」について、森訳では「言おう」と訳し、助動詞「ツ」は完了でなく確述の意に解すべ

きと補註に記す。森は『愚管抄』の成立順序に関する次の推測を参照している。「まず巻七が最

初に構想され、それを実証すべく、過去を反省的に振り返る巻三から巻六までの「歴史叙述」

があとから書き加えられ、最後に巻一と巻二の「皇帝年代記」が添えられたとおぼしい」（深沢

徹「［古典を読む］慈円『愚管抄』」苅部直ほか編『秩序と規範――「国家」のなりたち』（岩波

講座 日本の思想 第６巻、岩波書店、2013年、p. 286）。 

・試訳では、No. 32「申ツ」の「ツ」は完了、No. 33「カキツケ侍ヌ」の「ヌ」は確述の意に

解した。 

【その中に時代時代に移りゆく道理を、心に浮かぶかぎり申し述べた。】 

 

33   ソレヲ又ヲシフサネテ、ソノ心ノ詮ヲ申アラハサン

トヲモフニハ、神武ヨリ承久マデノコト、詮ヲトリ

ツヽ、心ニウカブニシタガイテカキツケ侍ヌ。 

 ・「心ノ詮」について、大系本頭注は「究極の意味」とするが、「心の肝腎なところ」と訳した。 

cf. 「詮」：「①あれこれ考えたり行なったりして行きついたところ。つまるところ。結局。所

詮。究極。②なすべき方法。手段。せん方。③ある行為に値するだけのしるし。かい。④一大

眼目となる大事なところ。よりどころとなるもの。肝要なもの。中心。また、最高のもの。一

番。⑤えらび。選択。詮議。審議」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「詮」：「①物事の道理・真理。道理の帰着するところ。所詮。（後略）」（『岩波古語辞典』） 

・「カキツケ侍ヌ」の「ヌ」については、上記 No. 32参照。 

【それ（この書において申し述べたこと）をまた総括して、その心の肝腎なところを申し表そ

うと思うには、神武天皇の時代から承久年間までのことを、肝腎な点を取り上げながら、心に

浮かぶままに（以下に）確かに書きつけます。】 
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34  322-9 ヲヽキニコ（レ）ヲワカツニ、漢家ニ三ノ道アリ。  ◎以下、中国における政道の推移を挙げ、日本国へのその適用し難さについて述べる（ここで

段落を改める）。  

・先行研究と同じく、「コ（レ）」の指示対象はないと解する。 

【大別すると、中国には三つの政道がある。】 

 

35   皇道・帝道・王道也。  ・「皇道」「帝道」の解し方は、先行研究において一致しない。試訳は大系本頭注・大隅訳と同

様に解する。 

cf. 大系本「皇道」頭注「三皇五帝が行なった国家統治の仕方」、「帝道」頭注「帝者が行なう

国家統治の仕方。｢無レ為者帝｣（管子）」。 

cf. 全註解釈注「皇道：三皇の政道」「帝道：五帝の政道」。 

cf. 大隅訳「皇道（三皇・五帝の政治の仕方）・帝道（帝者の政道）」。 

cf. 石田訳「天皇・地皇・人皇が行った皇道、少昊・顓頊・高辛・唐堯・虞舜の行なった帝道」。 

cf. 森訳「皇道・帝道」。森は「皇道・帝道・王道」に注して、「赤松（大系本頭注を指す。引

用者注）と大隅のように特定の出典を求めず、中島（全註解釈注を指す。同前）に従ってただ

三皇の道、五帝の道、三王の道を指すとみるべきである。また、慈円は巻第一で「三皇、天皇

子、地皇子、人皇子。又三皇、伏羲、神農、黄帝」（四一頁）と記して三皇を特定していないた

め、石田訳も誤り」と記す。 

【皇道（三皇五帝の政道）・帝道（帝者の政道）・王道（夏・殷・周三王朝の王の政道）である。】 

 

36   コノ三ノ道ニ、コノ日本国ノ帝王ヲ推知シテ擬アテ

ヽ申サマホシケレド、ソレハ日本国ニハ、日本〔記〕

已下ノ風儀ニモヲトリ、ツヤツヤトナキ事ニテ、中

中アシカリヌベシ。 

〔記〕国全

文：紀 

・「ソレハ日本国ニハ、日本〔記〕已下ノ風儀ニモヲトリ、ツヤツヤトナキ事ニテ」について、

大隅訳は「ニ」を訳出していないが、試訳においては訳出した。「ヲトリ」とは言うが、中国・

日本国を単純に序列化するのではなく、時代・場所の相違に応じ、相応によいありようがある

ことを言う文と解した。 

cf. 大隅訳「三つの道といえば、日本国にとっては『日本書紀』以下にあらわれているならわ

しも劣っており、対比できるものなど少しもないのであるから」。 

cf. 石田訳「そうすることは日本国では『日本書紀』以下の歴史書の編集法にも劣り、全くな

いことであるから」。石田は「風儀にもおとり」に注して「風儀はならわし、作法、手ぶり。底

本は「をとり」、或いは「風儀にもとより」の誤写か。そうなれば「風儀に元来ないことだから」

の意となる」と記す。 

cf. 森訳「それ（三道の別）は日本国においては『日本記
ママ

』以下の（諸史に記録されている）

風儀にもおとり、さっぱりとないことで」。森は「それ（三道の別）は～おとり」に注して、「こ

れは万世一系の日本とそうでない漢家という対比で理解すべきであろう。言うこころは、漢家

に皇道と帝道、王道という三つの道があるのは、君が種姓によらず皇から帝へ、そして王へと

変化したことによるものであり、それは『日本書紀』以来そのような易姓革命がなく、古から

今に至るまで一貫して天皇が君である本朝の習わしに劣っているから、とても擬えられない」

と記す。また関連箇所として「日本国ノナラヒハ、国王種姓ノ人ナラヌスヂヲ国王ニハスマジ

ト、神ノ代ヨリサダメタル国ナリ」（本試訳 No. 118）、「漢家ノ事ハタヾ詮ニハソノ器量ノ一事

キハマレルヲトリテ、ソレガウチカチテ国王トハナルコトヽサダメタリ。コノ日本国ハ初ヨリ
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王胤ハホカヘウツルコトナシ」（本試訳 No. 322-323）を参照する。 

【この三つの道に、この日本国の帝王（天皇）を推知しあてはめて申したいが、それ（中国の

三政道）は日本国として見れば、『日本書紀』以下の風儀（ならわし）に比べても劣り、全くな

いことであるから、（中国の三政道にあてはめて日本国の帝王を申すことは）かえってよくない

に違いない。】 

 

37   ソノ分際ハマタシリ〔タ〕カラン人ハ、ミナコノ仮

名ノ戯言ニモ「ソノホドヨ」ナドハ思アハセラレム

ズル事ゾカシ。 

〔タ〕全：難 ・「ソノ分際」について、試訳では、中国の三政道とは異なる日本国の風儀のそれ相応のよさ、

または、中国の三政道と日本国の風儀とのけじめ、と解する。 

cf. 「分際」：「①その人、その物それぞれに応じた程度。分斉。②身のほど。身分の程度。分

限。分斉。③分量。数量」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 大系本「分際ハマタシリタカラン人」頭注「けじめをまた知りたい人」。 

cf. 大隅訳「程度」。 

cf. 石田訳「分際（国王の徳の程度が皇道か帝道か王道か）」。 

cf. 森訳「分際（つまり和漢の相違）」。 

cf. 「むず」：「推量の助動詞。「むとす」の原義のほか、「む」とほとんど同じ意味にやや強調

の気持をこめて用いられる。①話し手自身の意志や希望を表わす。…しようとしている。…す

るつもりだ。…したい。②目前にないこと、まだ実現していないことについて、推量し予想す

る意を表わす。…だろう。きっと…であるだろう。③（連体形での用法）判定を避け、仮定、

可能性を表わす。…であるような。…といわれる。…らしい。④適当・当然の意を表わす。…

するのがよい。…するべきだ」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「むず」：「① 《まだそうなっていないことについての推量・予想の意を表す》 …だろう。

②《意志・意向・決意を表す》 …（し）よう。…（する）つもりだ。③《そうするのが当然だ、

適当だという判断を表す》 …すべきだ。…（するのが）いい。④（主に連体形の用法で） 《仮

に想定する意や柔らかく遠回しに言う意（仮想・婉曲）を表す》 …としたら（その）。…のよ

うな」（『小学館 全文全訳古語辞典』）。 

cf. 「むず」：「ほぼ「む」と同じ用法で用いられるが、「む」にくらべると強い緊迫感を伴うこ

とがあるといわれる。（後略）」（『例解古語辞典』）。 

【その（『日本書紀』以下の風儀の）それ相応のよさ（または、中国の三政道とのけじめ）をま

た知りたいと思うような人は、みなこの片仮名の戯言にも「そのような具合なのだなあ」など

ときっとおのずと合点されることだろうよ。】 

 

38  322-14 漢土ニ衛鞅ト云執政ノ臣ノ出〔コ〕シ〔ガ〕（コ）ト

コソ、万ノ事ノ器量ヲシル道ニハヨキ物語ニテ侍レ。 

〔コ〕全：な

し〔ガ〕全：

なし 

◎以下、中国における政道の「分際」（相応のよさ）を例証する挿話を述べる（ここで段落を改

める）。 

・「器量」について、大系本頭注は「役にたつ才能」、全註釈注は「人材」とする。また、「万ノ

事ノ器量ヲシル道」について、大隅訳は「あらゆることについて人の器量を知る方法」、石田訳

は「すべての方面の器量（才能）を知る上」、森訳は「万事の器量を知る道」とする。試訳では

「器量」を物事に巧みなありよう、具体的には、その時々の道理をよく見るありようと解した。 

cf. 「器量」：「①物事をやりとげるだけの才能、能力。力量。②ある物事に巧みなこと。また、
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その人。上手。名人。（後略）」（『日本国語大辞典』）。 

 【中国に衛鞅（商鞅）という執政の臣が出現した経緯こそ、すべてにつけて巧みなありよう（そ

れぞれの人がそれぞれによく道理を見るありよう）を知る手立てとしてはよい物語でありま

す。】 

 

39   秦代ニ孝公ヨキ臣ヲモトメ給ヒシカバ、景監ト云モ

ノ衛鞅ヲモトメテマイラセタリ。 

 【秦の国のとき孝公（第十三代の王）が優れた臣下を求められたので、景監という者が衛鞅を

求め参上させた。】 

 

40   見参ニイリテ天下ヲ治メラルベキヤウヲ申。  【（衛鞅は孝公に）拝謁して天下を統治すべき方法を進言する。】 

 

41   孝公キコシメシテ御心ニカナハズトミユ。  【孝公はお聞きになって（衛鞅の進言が）御心にかなわないように見える。】 

 

42   又参テ申ス。  【（衛鞅は）再び（孝公のもとに）参上して進言する。】 

 

43   ウチネブリテキコシメシイレズ。  【（孝公は）眠ってお聞きにならない。】 

 

44   第三度「マゲテ今一度見参ニイラム」ト申テ、令参

テ申ケルタビ、居ヨリ居ヨリセサセ給テ、イミジク

モチイラレケリ。 

 ・「申テ」「令参テ」の主体の解し方は、先行研究において一致しない。 

cf. 大系本「イラム」頭注「底本「イラシム」とあり、「シ」みせけち」。 

cf. 大隅訳「こうして三度目に景監が「無理かもしれないが何とかもう一度お目どおりをさせ

よう」といって参上させ」。 

cf. 石田訳「第三度目に「お嫌でも、もう一度お目にかかりたい」と申し上げて、参上して」。 

cf. 森訳「（衛鞅は景監に）三度目に「そこを何とか今一度見参に入りたい」と言って参上させ

て」。 

【三度目に（衛鞅が）「無理ではあろうがぜひとも今一度拝謁しよう」と申して、（景監が衛鞅

を）参上させ（衛鞅が）進言したとき、（孝公は）にじり寄りにじり寄りなさって、非常によく

（その進言を）用いられたということである。】 

 

45   サテヒシト天下ヲ治メテケリ。  ・「ヒシト」の用例は多い。「ムゲニ軽々ナル事バ」として列挙される「ハタト」「ムズト」等（cf. 

No. 25）ほどではないとしても、口語的表現か。試訳ではそのまま「ひしと」と記し、適合す

ると思われる訳を（ ）内に付記した。 

cf. 「ひし」：「①密着した物が強く押されて鳴る音。②密着するさま。ぴったり。③すきまの

ないさま。びっしり。④強く圧迫するさま。ぐい。⑤遠慮容赦もなく打つさま。ぴしり」（『岩

波古語辞典』）。 

cf. 「ひしと」：「①物がおされて鳴る音、みしみしと鳴る音を表わす語。②ゆるみなくぴった

りと密着するさまを表わす語。しっかりと。③数多くのものがぎっしりとすきまなく並んだり

するさまを表わす語。④深く食いこむように内部まで侵食するさまを表わす語。⑤しっかりと

厳格にことをなすさま、また、まさしくその状態になるさまを表わす語。⑥激しくひどく行な

うさまを表わす語」（『日本国語大辞典』）。 
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cf. 「ひしと」：「〔副詞〕畳語で「ひしひし（と）」とも。①擬声語。㋑物がきしんで発する音

を表す。びしっと。㋺手を打つときに発する音を表す。ばしっと。㋩手心を加えずに激しくた

たく音を表す。びしっと。②擬態語。㋑対象物に密着し、力を入れて放さぬようにするさま。

しっかりと。ぎゅっと。㋺対象に密着してすきまなく押えるさま。㋩同種のものが一面にすき

まもないほどに多くあるさま。ぎっしりと。びっしりと。㊁行為にすきがなく、正碓かつ厳密

に行うさま。きっちりと。びしっと。㋭完全に事がなるさま。また、完全に当るさま。ぴたっ

と。㋬自分の心に深く付いて離れないさま。多く、面影が寄り添うことや、何かの事が心にか

かることや、また心にかけることにいう。ぴたっと」（『角川古語大辞典』）。 

・試訳において「治メ」たのは衛鞅と解した。孝公とも解し得るかもしれないが、敬語が用い

られていない。 

【その後（衛鞅は）ひしと（しっかりと）天下を統治したということである。】  

 

46   ソレハ一番ニハ帝道ヲトキテイサメ申ケリ。  【それ（衛鞅が登用されるまでの経緯）は最初には帝道を説いて諫め申したということである。】 

 

47   次ニハ王道ヲトキテヲシヘ申ケリ。  【次には王道を説き教え申したということである。】 

 

48   コノ二タビ御心ニカナハズ、第三度ノタビ「コノ君

カナハジ」トミマイラセテ、覇業ヲトキ申テ用ラレ

ニケリ。 

 【この（最初とその次の）二回は（孝公の）御心に叶わず、三度目に「この君主は（帝道・王

道に）適合しまい」と見受け申し上げ、覇業を説き申し上げて確かに用いられたということで

ある。】 

 

49   秦ノ始皇ト申キミモ覇業ノ君トコソ申ナレ。  【秦の始皇帝と申し上げる君主もまさに覇業の君主と申し上げる。】 

 

50   後ニ又魏ノ斉王ノ時ニ、范叔ト云臣ノ世ヲ〔トリタ

ル〕。 

〔トリタル〕

国文：トリタ

ルハ 

【後にまた魏の国の斉王のとき、范叔という臣下が政権をとった。】 

51   衛鞅ヲイミジキ者ト云ケレド、蔡沢ト云者イデキテ、

「衛鞅ハイミジカリシガ、後ニ車裂ニセラレタリナ

ド申スゾカシ。王臣モ一期生無為無事ニコトモナク

テスグルコソハヨケレ」ト論ジテ、范叔ハ蔡沢ニ論

マケテ、「サラバ」トテ世ノ政ヲ蔡沢ニユヅリテイリ

コモリニケレバ、蔡沢ウケトリテ誠ニ王臣一生ハヲ

ダシクテヤミニケリ。 

 ・「王臣」について、大系本頭注、大隅訳・森訳が「帝王の臣」「王臣」とする一方、全註解釈

注、石田訳は「帝王と臣下」「王も臣下も」とする。石田は注に「慈円は王と臣の意に用いてい

る」と記し、「この王臣の御仲を悪しく申す」（本試訳 No. 162）を参照する。なお、巻第七に

おける「王臣」の用例は、cf. No. 90-91, 162, 188。 

【（范叔は）衛鞅を立派な者と呼んだが、蔡沢という者が現れて、「衛鞅は立派であったが、後

に車裂きの刑に処せられたなどと申すことよ。帝王・臣下ともその生涯無事に何事もなく過ぎ

ることこそ素晴らしい」と論じて、范叔は蔡沢に論じ負けて、「それでは」といって世の政事を

蔡沢に譲って籠居してしまったので、蔡沢は（世の政事を）受け取ってまことに帝王・臣下と

もその生涯は穏やかに終わったということである。】 

 

52   アハレコノモシキ者ドモカナ。  【ああ好ましい者どもであるよ。】 

 

53   蔡沢ガメデタキヨリモ、范叔ガ我世ヲ道理ニヲレテ  【蔡沢の立派さよりも、范叔が自らの政権を道理に屈して去り退いた心の方が稀有であろう。】 
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去テノキケルコヽロアリガタカルベシ。  

54   漢家ノ聖人賢人ノアリサマコレニテミナシラ〔ル〕

ベシ。 

〔ル〕全文：

レヌ 

【中国の聖人・賢人のありようはここからみな知られるであろう。】 

 

55   〔唐〕太宗ノ事ハ貞観政要ニアキラケシ。 〔唐〕国全

文：唐ノ 

【唐の太宗（第二代の王李世民）のことは『貞観政要』に明白である。】 

 

56  323-14 仏ノサトリニモ、菩薩ノ四十二位マデタツルモ、善

悪ノサトリ分際、ミナヲモヒシラルヽ事ナリ。 

 ◎以上、中国における政道の「分際」（相応のよさ）について述べたのに続き、仏道におけるさ

とりの「分際」について付加的に触れる（ここで段落を改める）。 

・「善悪ノサトリ分際」について、善も悪もあるそれぞれのさとりの様態、四十二位の菩薩それ

ぞれに相応のよさを言うと解した。単純な序列化でなく、それぞれの状況に応じて相応のよさ

があるという見方が、No. 36以下ここまで述べられていると解した。 

cf. 大隅訳「善悪のさとりやその分れ目」。 

cf. 石田訳「善悪の悟りの程度」。 

cf. 森訳「善悪の悟り（やその）分際」。 

【仏のさとりに関しても、菩薩の（発心から成仏までの階位として）四十二位まで立ててある

のも、善悪の（善もあれば悪もある）さとりやそれぞれに相応のよさが、みな納得できること

である。】 

 

57  323-16 今神武以後、延喜・天暦マデクダリツヽ、コノ世ヲ

思ヒツヾクルニ、心モコトバモ不及。 

 ◎以下、➊神武～成務（計 13代 846年）、❷仲哀～欽明（計 17代 394年）、❸敏達～桓武（計

21代 236年）、の三期の区分について述べる（ここで段落を改める）。 

【今神武天皇以後、延喜・天暦まで（時代を）下りつつ、この（日本国の）世を思い続けると、

思案に余り形容の言葉もない。】 

 

58   サリナガラコノ代ニノゾミテヲモフニ、神武ヨリ成

務マデ十三代ハ、王法・俗諦バカリニテイサヽカノ

ヤウモナク、皇子皇子ウチ〔ツヾキ〕テ八百四十六

年ハスギニケリ。 

〔ツヾキ〕国

全文：ツギ 

・成務天皇が区切りとなることについて、cf. ⅢNo. 42「マヅコノ次第ヲ思ヒツヾクルニ、最

道理ハ十三代成務マデ、継体正道ノマヽニテ、一向国王世ヲ一人シテ輔佐ナクテ事カケザルベ

シ」、 ⅢNo. 96「人代ノハジメ成務〔マデ〕、サワサワト皇子皇子ツガセ給テ、正法トミエタリ」。 

・「ヤウ」については、cf. No. 1。 

【しかしながらこの（今の）時代に臨んで思うには、➊神武天皇から成務天皇まで十三代は、

王法・俗諦ばかりで少しの子細もなく、皇子また皇子と途切れず続いて八百四十六年は過ぎ去

ったことである。】 

 

59   仲哀ヨリ欽明マデ十七代ハ、トカクヲチアガリテ、

安康・武烈ノ王モマジラセタマイテ、又仁徳・仁賢

メデタクテスギニケリ。 

 ・「トカクヲチアガリテ」について、石田訳は「かれこれと落ちては少し上り落ちては少し上り

して」とし、「落ち上りて」の注に「底本は「をちあがりて」。「落ちあがりて」なら「落ちては

上って」、「復
をち

あがりて」なら「復興して」という意。もっとも底本では「お」と「を」との区

別厳密ならず。落ちては少し上りの意か」と記す。大系本頭注は「ともすれば落ちたりあがっ

たりする」とし、全註解釈注・大隅訳・森訳も同様。 

【❷仲哀天皇から欽明天皇まで十七代は、とかく落ちたり上がったりして、安康天皇・武烈天

皇（のような悪王）も混じられ、また仁徳天皇・仁賢天皇（という聖王の世）はめでたく過ぎ
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去ったことである。】  

 

60   三百九十四年ナリ。  【（この十七代は）三百九十四年である。】 

 

61   十三代ヨリモ十七代ハスクナシ。  【（さきの）十三代よりも（この）十七代の方が(通算年数は)少ない。】 

 

62   サテ欽明ニ仏法ワタリハジメテ、敏達ヨリ、聖徳太

子ノヲサナクヲハシマス五ツ六ツ〔ヨリ〕、ワタルト

コロノ経論、ヒトヘニヲサナキ人ニウチマカセテ、

ミトキテ王ニ申サセタマイテ、敏達・用明・〔崇〕峻

三代ハスギヌ。 

〔ヨリ〕全：

なし 

・大系本はここで段落を改めるが、上記➊❷の区分をひとまとめとするならここもまとめるほ

うがよいと考え、段落は改めない。 

・仏法伝来については、cf. 58頁。 

【そうして欽明天皇のとき仏法が初めて伝来し、❸敏達天皇のときから、（すなわち）聖徳太子

が幼少でいらした五歳六歳の頃から、伝来した経論を、ひとえに幼少の人（聖徳太子）に委ね、

（太子はそれを）読み説いて天皇に奏上されて、敏達・用明・崇峻天皇の三代が過ぎた。】 

 

63   ソノ次ニ女帝ノ推古ニヒシト太子ヲ摂政ニテ、仏法

ニ王法ハタモタレテヲハシマセバ、コノ敏達ヨリ桓

武マデ二十〔一〕代、コノ平安ノ京ヘウツルマデヲ

一段ニトラバ、ソノ間ハ二百卅六年、コレ又十七代

ノ年ノカズヨリモスクナシ。 

〔一〕国：

「一」（衍字

錯簡もしく

は攙入の可

能性もあ

る）、文：な

し 

・仏法・王法の関係については、cf. 122-123頁。 

【その次に女帝の推古天皇にひしと（しっかりと）（聖徳）太子を摂政として、仏法により王法

は保たれていらっしゃったので、この敏達天皇から桓武天皇まで二十一代、この平安京に遷都

するまでを一区分とするならば、その間は二百三十六年、これまた（先行する）十七代の（通

算）年数よりも少ない。】 

 

64  324-11 コノヤウニテ世ノ道理ノウツリユク事ヲタテムニ

ハ、一切ノ法ハタヾ道理ト云二文字ガモツナリ。 

 ◎以下、移りゆく道理について総括的に述べ、この後の叙述を導入する（ここで段落を改める）。 

cf. 「たつ（立・起・建・植）」（他動詞）：「①ある現象を発生させる。上昇・高騰する現象、

または空中に起る現象についていう。（中略）②下にある物を空中に飛び上がらせる。（中略）

③人や物を垂直または立体の状態にする。また、その状態を保たせる。（中略）④人をその場か

ら退去させる。また、出発させる。行かせる。⑤感情を興奮させる。⑥事物を明瞭・完全な状

態にする。顕在させる。また、創出する、設定する。（中略）㊁事の道理・道義・規範・原則な

どを明らかにする。それを定める。㋭秩序・義理・作法・名誉などを守りとおす。それを確実

に処置する。㋬特に、ことばに出して言う。宣言する。また、誓願をする。㋣計画・方策、あ

るいは基本などを定める。㋠生活・生計が成り立つようにする。また、立身出世をする。㋷事

を成す。仕事などを成就させる。功を成す。⑦ある物事を特に取り上げる。それを特別に大切

にする。代表的なものとして強調する。特立する。㋑ある人を特別に待遇し大切にする。㋺あ

る物事を特に心にかける。特別視する。それを表面に押し出す。㋩その事を職業とする。その

本分を守る。㊁ある事を主張する。また、特別に問題にする。㋭意志・決心を通す。志操を守

る。意地を張る。⑧ある位置や役目につかせる。立場・役割を決める。（中略）⑨能力・効力を

発揮させる。職能・機能を果させる。（後略）」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 「一切法（仏語）」：「（前略）物質的・精神的なすべてのものごと。（後略）」（『岩波仏教辞

典』）。 

cf. 「持つ」：「①自分の手の中に入れて保っている。手に取る。所持する。②身につける。身
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に帯びる。携帯する。携行する。③自分の物とする。所有する。④そこなったり、変質したり

しないようにして保つ。はじめの状態、また、よい状態で保つ。維持する。（後略）」（『日本国

語大辞典』）。 

【このようにして世の道理が移りゆくことを明らかにあらわすとしたら、一切の存在はただ道

理という二文字によって保たれるのである。】 

 

65   其外ニハナニモナキ也。  【そのほかには何もないのである。】 

 

66   ヒガコトノ道理ナルヲシリ、ワカツコトノキハマレ

ル大事ニテアルナリ。 

 cf. 「わかつ」：「①分割する。②（区域・経路・所属などを）切り離して別々にする。③（是

非・正邪・善悪などの）けじめをはっきりわきまえる」（『岩波古語辞典』）。 

【僻事も道理であることを知り、わきまえること（僻事が僻事であることと、しかしそれが道

理に即してもいることを、区別しつつともに知ること）はこの上ない重要事なのである。】 

 

67   コノ道理ノ道ヲ、劫初ヨリ劫末ヘアユミクダリ、劫

末ヨリ劫初ヘアユミノボルナリ。 

 cf. 「劫」：「梵語カルパ kalpaの音略。劫波・劫臘波と音写し、長時と訳する。きわめて長い

時間のこと。（中略）㈤倶舎論巻十二によると、人寿無量歳から次第に減じて（後世の解釈では

百年目毎に一歳ずつ減じて）十歳に至る間が一中劫、更に（百年目毎に一歳ずつ）増して八万

歳に至り、また減じて十歳に至る間が一中劫、このようなことを十八回くりかえして十八中劫、

最後に十歳から増して八万歳に至る間が一中劫、以上の二十中劫は世界が出来上つたままのす

がたで住しつつある間で、これを住劫という。また人寿が減じつつある間を減劫といい、増し

つつある間を増劫といい、増劫には寿量・有情・資具・善品の四種が増盛するといわれ、これ

を四増盛という。住劫の次に世界が壊れつつある間が壊
え

劫
こう

、次に空無のままで続く間が空
くう

劫
ごう

、

次に世界が出来上りつつある間が成劫、成劫の初を劫初といい、この成・住・壊・空の四劫を

一大劫とする。四劫の長さはいずれも二十中劫であるから、一大劫は八十中劫となる。なお一

中劫を二小劫とする。（後略）」(『仏教学辞典』法藏館）。 

・「劫初劫末ノ道理」については、cf. No. 91。 

【この道理の道を、劫初から劫末へと歩み降り、劫末から劫初へと歩み昇るのである。】 

 

68   コレヲ又大小ノ国国ノハジメヨリヲハリザマヘクダ

リユクナリ。 

 ・「大小ノ国国」で想起されているのは、大国＝中国、小国＝日本国、また「クダリユク」とい

うとき想起されているのは、中国であれば皇道・帝道の時代から覇道の時代へ、日本国であれ

ば、たとえば仁徳天皇の時代から崇峻天皇弑逆の時代への移りゆきか。 

【これ（道理の道）をまた大小の国々が初めから終わりになる方向へ降りゆくのである。】 

 

69   コノ道理ヲタツルニ、ヤウヤウサマザマナルヲ、心

得ヌ人ニコヽロヱサセンレウニ、セウセウ心ヱヤス

キ〔ヤウ〕カキアラハシ侍ベシ。 

〔ヤウ〕国全

文：ヤウニ 

・「立つ（他動詞）」については、cf. No. 64。 

cf. 「れう（料）」：「①ある目的や対象のために使用する用具、材料、金銭など。②ある目的の

ために使用する人。召使。③ある行為や事柄の目的、原因、根拠、象徴であることを示す。た

め。せい」（『角川古語大辞典』）。 

・「ヤウ」については、cf. No. 1。 
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【この道理を明らかにあらわすにあたり、（その道理は）いろいろさまざまであるが、（それを）

理解しない人に理解させるために、少々理解しやすい仕方を書き表しましょう。】 

 

70  325-2 一、冥顕和合シテ道理ヲ道理ニテトヲスヤウハハジ

メナリ。 

 ◎以下、道理が歴史において展開するありようの第一段階。冥の道理を顕の人々がそのまま道

理として認識した時代について述べる。（以下時代区分の説明については、佐藤正英「中世にお

ける道理――『愚管抄』を中心に――」の整理を基とし一部補いながら示した。） 

・段階説は四劫観に基づく。 

・劫とは「仏語。きわめて長い時間。一般に、雑阿含経の説くところに従って、天人が方一由

旬（四十里）の大石を薄衣で百年に一度払い、石は摩滅しても終わらない長い時間といい、ま

た、方四十里の城にケシを満たして、百年に一度、一粒ずつとり去りケシはなくなっても終わ

らない長い時間という。なお、劫には小中大の大きさの段階があり、また劫の性質としてそれ

ぞれ二十小劫からなる成・住・壊・空の四劫があって、循環すると説かれる。」（『日本国語大辞

典』）No. 67参照。 

・四劫とは「一つの世界の形成から次の世界の形成が始まる前までの世界の変遷を 4期に分け

たもの」（『岩波仏教辞典第二版』）であり、「成劫（衆生やその住する国土、草木などの衆生世

間と器世間が成立する期間）、住劫（二つの世間が安穏に存続する期間）、壊劫（衆生世間の破

滅につれ器世間も破滅する期間）、空劫（すべてが破滅し去って何一つ存在しない期間）の四つ

の時期。」（『例文 仏教語大辞典』） 

・器世間とは「仏語。二種世間、三種世間の一つ。生命あるもののよりどころとなる山河大地

などをいう。人間をつつむ自然環境。器世界。器間。器界。器世間境。↔有情世間。」（『日本国

語大辞典』） 

・「『倶舎論』によれば，住劫のときには，人の寿命が 8万歳からしだいに減って 10歳になり，

次にしだいに増えて 8万歳になり（増劫）,またしだいに減って 10歳になり（減劫）と,これを

20ある各劫ごとに繰り返すという.」（「劫」『岩波仏教辞典第二版』） 

・減劫とは「8万歳の寿命が,悪業のために 100年毎に 1歳ずつ減少して 10歳になるまでの期

間」で「仏陀が出現するのは,悪業のために人々が苦しむ減劫の時期であると考えられた. 」（「減

劫」同上）この減劫期間のごく一部分に、第一段階から第七段階までが含まれる。 

・「冥」については、「冥とは、天照大神、春日大明神、八幡大菩薩をはじめとする宗廟社稷の

神々」、「冥は、極楽浄土あるいは彼岸の世界とは異質であり、無縁である。」（前掲佐藤論文）

といわれる通りだが、全体としては日本にいる仏も含まれる。仏は見えない存在だが密教的・

霊的に捉えられている。ただし、No. 71からすると第一段階は仏教伝来以前の時期であるため、

冥を「目に見えぬ神仏の世界」（大隅訳）とすると時代的な齟齬が生じるため、単に「冥（目に

見えない世界）」と訳した。 

【一、冥（目に見えない世界）と顕（目に見える世界）が和合して道理を道理として通すあり

ようが最初である。】 

 

71   コレハ神武ヨリ十三代マデカ。  ・「十三代」：成務天皇 

cf.ⅢNo.31, 96 
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【これは神武から十三代までか。】 

 

72  325-4 二、冥ノ道理ノユクユクトウツリユクヲ顕ノ人ハヱ

心得ヌ道理、コレハ前後首尾ノタガヒタガヒシテ、

ヨキモヨクテモトヲラズ、ワロキモワロクテモハテ

ヌヲ人ノヱ心得ヌナリ。 

 ◎以下、道理が歴史において展開するありようの第二段階。冥の道理の変化に人々が気付かな

い時代について述べる。 

・第二段階は、冥が、悪くなる顕のために様々に新たな手を打って導こうとするが、顕の人々

の側では理解や対応が全くできない状態。 

・冥の道理がどんどん変化するこの段階の最後に仏法伝来がある。冥（目に見えない世界）に

諸仏菩薩が新規参入し、「神々の世界」だった冥が「神仏の世界」へと更新されるということで

あると解釈した。 

・「ヨクテモトヲラズ」「ワロクテモハテヌ」：大隅訳「善いことも善いこととして貫徹せず、悪

いことも悪いままでは終わらないということを」は「モ」を見落としている。 

【二、冥の道理がどんどん移りゆくのを顕の人々が理解できないという道理であり、これは前

後・首尾が食い違い食い違いして、良いことも（どんなに）良くても通らず、良くないことも

（どんなに）良くなくても絶えないこと（の意味・理由）を人々は理解できない。】 

 

73   コレハ仲哀ヨリ欽明マデカ。  cf.ⅢNo.93，97, 98 

【これは仲哀から欽明までか。】 

 

74  325-7 三、顕ニハ道理カナトミナ人ユルシテアレド、冥衆

ノ御心ニハカナハヌ道理ナリ。 

 ◎以下、道理が歴史において展開するありようの第三段階。顕の人々は道理だと思っているこ

とが、冥の道理には一致せず、後になって誤りに気付かされる時代について述べる。 

【三、顕（目に見える世界）では道理かと見て人々は受け入れているけれど、冥衆（目に見え

ない世界の者たち＝神仏）の御心には叶わないという道理である。】 

 

75   コレハヨシト思テシツルコトノカナラズ後悔ノアル

ナリ。 

 【これは良いと思ってしたことに必ず後悔がある。】 

76   ソノ時道理ト思テスル人ノ、後ニヲモヒアハセテサ

トリ知也。 

 【その時道理だと思ってする人が、後に思い合わせて悟り知るのである。】 

77   コレ〔ハ〕敏達ヨリ後一条院ノ御堂ノ関白マデカ。 〔ハ〕国全

文：ハ又 

・「御堂ノ関白」：藤原道長。出家して法成寺を建立したことによる呼称。ただし、関白に就任

したことはない。 

【これは敏達から後一条院の御堂の関白までか。】 

 

78  325-11 四、当時サタシヌル間ハ、我モ人モヨキ道理ト思ホ

ドニ、智アル人ノイデキテ、コレコソイハレナケレ

ト云トキ、マコトニサアリケリト思返ス道理ナリ。 

 ◎以下、道理が歴史において展開するありようの第四段階。その当座は良い道理だと皆思って

いる時に、智慧のある人が出て来て根拠がないと指摘し、人々が思い返す時代について述べる。 

【四、その当座取り扱っている間は、自分も人も良い道理であると思っている時に、智恵のあ

る人が出て来て、これは根拠がないと言う時、本当にそうであったと思い返すという道理であ

る。】 
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79   コレハ世ノ末ノ人ノフカクアルベキヤウノ道理ナ

リ。 

 ・「フカクアルベキヤウノ道理」は従来、大系本頭注「根本のあるべき状態」の道理、全註解釈

注「奥深くあるべき事情」の道理、大隅訳「本当にそうあってほしい姿の基本をなす道理」の

ように、解釈されてきた。「フカク」を「深く」ととり、連想を廻らせたそれらの解釈では、慈

円は過去のことであるのになぜかここで急に建設的・希望的な発言をしたことになってしまい、

違和感が残る。ここでは「フカク」を「不覚」の意と取り、「智アル人」と対照的な「世ノ末ノ

人」のありようと取った。第三段階では人々は己の無智・不覚に全く気付かないまま、正しい

行いをしているとばかり思っているが、第四段階で「智アル人」が現れることで状況が変わり、

人々は正しいと思っていた己の行いに根拠がなかったことに初めて気付かされるということで

あると解釈した。 

【これは世の末の人が（冥の道理との乖離に）どうしても無智になってしまうありようの道理

である。】 

 

80   コレマタ宇治殿ヨリ鳥羽院ナドマデカ。  ・「宇治殿」：藤原頼通。宇治平等院鳳凰堂を建立したことによる呼称。 

【これはまた宇治殿から鳥羽院などまでか。】 

 

81  325-15 五、初ヨリ其〔儀〕両方ニワカレテヒシヒシト論ジ

テ〔ユリ〕ユクホドニ、サスガニ道理ハ一コソアレ

バ、其道理ヘイヽカチテヲコナフ道理ナリ。 

〔儀〕国全

文：議 

〔ユリ〕全な

し 

◎以下、道理が歴史において展開するありようの第五段階。道理についての議論が分かれ決着

が付かず、威徳ある主人の意見に従う時代について述べる。 

【五、初めからそのことでは二手に分かれて、ビシビシと議論して決まらぬままゆく間に、さ

すがに道理は一つであるから、その道理へと言い負かして、行うという道理である。】 

 

82   コレハ地体ニ道理ヲシレルニハアラネド、シカルベ

クテ威徳アル人ノ主人ナル時ハコレヲ用ル道理也。 

 ・「地体（ぢたい）」：根底、本質、本来。 

・大隅訳「もともと道理を知っている」は誤り。 

【これは本当に道理を知っているのではないけれど、しかるべき人で威徳のある人が主人であ

る時は、これを用いるという道理である。】 

 

83   コレハ武士ノ世ノ方ノ頼朝マデカ。  【これは武士の世の方の頼朝までか。】 

 

84  326-3 六、カクノゴトク分別シガタクテ、トカクアルイハ

論ジアルイハ未定ニテスグルホドニ、ツイニ一方ニ

ツキテヲコナフ時、ワロキ心ノヒクカタニテ、無道

ヲ道理トアシクハカライテ、ヒガコトニナルガ道理

ナル道理ナリ。 

 ◎以下、道理が歴史において展開するありようの第六段階。道理を分別できず、決着の付かな

いままになんとなくそのうちの一つを道理としてしまう時代について述べる。 

【六、このように分別し難くて、とかくある時は論じある時は定まらぬままで過ぎる間に、つ

いに一方について行う時、良からぬ心が誘う方で、無道を道理であると悪く取りなして、間違

ったことになるのが道理であるという道理である。】 

 

85   コレハスベテ世ノウツリユクサマノヒガ事ガ道理ニ

テ、ワロキ寸法ノ世々ヲチクダル時ドキノ道理ナリ。 

 ・「寸法」：基準、手順、手はず。天明本では「…時、法」（大系本頭注）。 

【これはすべて世のうつりゆくさまの間違ったことの道理で、悪い寸法の世々が落ち下る時々

の道理である。】 

 

86   コレ又後白〔河〕ヨリコノ院ノ御位マデカ。 〔河〕国全： ・「コノ院」：今の院、後鳥羽院。 
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河院、文：川

院 

【これはまた後白河からこの院の御位までか。】 

 

87  326-8 七、スベテハジメヨリヲモヒクワダツルトコロ、道

理ト云モノヲツヤツヤワレモ人モシラヌアイダニ、

タヾアタルニシタガイテ後ヲカヘリミズ、腹寸白ナ

ドヤム人ノ、当時ヲコラヌトキ、ノドノカハケバト

テ水ナドヲノミテシバシアレバ、ソノヤマイヲコリ

テ死行ニモヲヨブ道理也。 

 ◎以下、道理が歴史において展開するありようの第七段階。道理を誰も知り得なくなった時代

について述べる。 

・「寸白（スバク）」：寄生虫。 

【七、全て初めから思い企てるが、道理というものを全く自分も人も知らないので、ただ行き

当たるにしたがって後をも顧みず、腹を寄生虫などで病む人が、当面発病していない時、のど

が乾いたからといって水などを飲んでしばらく経つと、その病が発病して死の道にも及ぶとい

う道理である。】 

 

88   コレハコノ世ノ道理ナリ。  ・「コノ世」：今の世、順徳天皇の世。 

【これはこの世の道理である。】 

 

89   サレバ今ハ道理〔イ〕フモノハナキニヤ。 〔イ〕国文：

トイ 

【だから今は道理というものはないのか。】 

 

90  326-13 コノヤウヲ、日本国ノ世ノハジメヨリ次第ニ王臣ノ

器量果報ヲトロヘユクニシタガイテ、カヽル道理ヲ

ツクリカヘツクリカヘシテ世ノ中ハスグルナリ。 

 ◎以下、根底にある巨大な道理について述べる。 

・「日本国」についての文脈は No.64から続く。 

・「コノヤウヲ」：大系本は「この措辞の意味不明確」とする。以下の「日本国……スグルナリ。」

の部分は「一」～「七」を総括している内容であるため、それに対応するように「このように」

という意味と取っておく。 

・「果報」：「持って生まれた幸運」（大隅訳） 

【このように、日本国の世の初めから次第に王臣の器量や備え持った幸運が衰えゆくのにした

がって、このような道理を作り替え作り替えして、世の中は過ぎるのである。】 

 

91   劫初劫末ノ道理ニ、仏法王法、上古中古、王臣万民

ノ器量ヲカクヒシトツクリア〔ラ〕ハスル也。 

〔ラ〕国全

文：なし 

・「劫初劫末」cf. No.67 

・「上古中古」cf. ⅢNo.399-400。「上代」cf．No.365, 368。 

・No.150以下参照 

【劫初（世界の始まりの段階）から劫末（世界の終わりの段階）に至る道理で、仏法・王法、

上古・中古、王臣・万民の器量をこのようにひしと（ぴったりと）作り現わすのである。】 

 

92   サレバトカク思トモカナフマジケレバ、カナハデカ

クヲチクダル也。 

 【だからあれこれ思っても叶うはずがないので、叶わずにこのように落ち下るのである。】 

 

93   カクハアレド内外典ニ滅罪生善ト（イフ）道理、遮

悪持善トイフ道理、諸悪莫作、諸善奉行トイフ仏説

ノキラキラトシテ、諸仏菩薩ノ利生方便トイフモノ

ヽ一定マタアルナリ。 

 ・「イフ」：河村本による（大系本）。 

・「内外典」：本項で挙げられる四字熟語はすべて仏法由来のものであるが、なぜ「内外典」と

「外」の字が入っているのか。内典（仏典）から影響を受けた外典（仏典以外の典籍）を指す

か。『日本国語大辞典』「内外典」の用例では内典にアクセントが置かれた形で平然と使われて

いるようである（今昔物語集三・二「凡そ内外典を世に弘めて、末世の衆生に善悪の報を令知

給ふ事は」など）。慈円においても、内典を補助するものとしての外典という位置づけが自明視
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されていると取る。 

・「滅罪生善」「遮悪持善」は「道理」、「諸悪莫作」「諸善奉行」（ともに七仏通戒偈の句）は「仏

説」と使い分けられている。前者の二つは行為を指示する命令としてではなく（そのようにも

読めるはずなのだが）、「罪」「悪」から「善」へと移行する物事の変化するありようを示す表現

と捉えられている。後者の二つは行為を指示する命令としてのみ捉えられている。 

【こうではあるけれど、内典・外典に滅罪生善（現世の罪を滅ぼし来世の善を生ずること）と

いう道理、遮悪持善（悪を遮り善を保つこと）という道理、諸悪莫作（諸の悪はなすなかれ）、

諸善奉行（諸の善は奉行せよ）という仏の教えがキラキラとして、諸仏菩薩の衆生利益の方策

というものが確かにまたあるのである。】 

 

94   コレヲコノハジメノ道理ドモニコヽロヘアハスベキ

ナリ。 

 ・「コレ」：諸仏菩薩の利生方便 

・「ハジメノ道理ドモ」：落ち下る道理（「一」～「七」）。「ドモ」は複数を示す。 

【これをこの初めの諸道理に合わせ心得るべきである。】 

 

95   イカニ心得アハスベキゾトイフニ、サラニサラニ人

コレヲオシフベカラズ。 

 【どのように心得合わせるべきかというと、決して決して人がこれを教えることはできない。】 

 

96   智恵アラン人ノワガ智解ニテシルベキナリ。  【智恵があるような人が自分の智解（智恵による理解）で知るべきである。】 

 

97   タヾシモシヤト心ノヲヨビコトバノユカンホドヲバ

申ヒラクベシ。 

 ・「モシヤト」：「もしや智解で知る助けにもなるかと思って」（大系本）、「もしかするとその助

けになることもあろうかと思って」（大隅訳）は、「モシヤト」を「申ヒラク」に係るものとと

っているが、係り受けがやや遠い。ここでは「モシヤト」は「ヲヨビ」・「ユカン」に係るもの

ととって訳出する。No.100の「サヤウニヤト云コトハカキツケ侍ヌ。」とほぼ同内容と取る。 

【ただし、もしかしたらこういうことではなかったろうかと（私の）心が及び、言葉が届くほ

どを申し述べよう。】 

 

98   大方フルキ昔ノコトハ、タヾカタハシヲキクニ皆ヨ

ロヅハシラルヽ心バヘノ人ニテ、シルシヲク事キハ

メテカスカ也。 

 ◎以下、諸仏菩薩の利生方便と落ち下る道理とをどのように合わせ心得ればよいかについて述

べる。 

・「皆」を知る主体、「ヨロズ」を知られる対象と取る。 

【大かた古い昔（上古）のことは、ただわずかなことを聞けば皆が万事は知られる（という）

心ばえの人々（だったの）で、記しておいたことが極めてわずかである。】 

 

99   コレヲミテ申サムコトハ、ヒトヘ〔ノ〕スイリヤウ

ノヤウナレバ、又此コロノ人ハ信ヲオコサヌコトニ

テ侍ランズレバ、コマカニ申ガタシ。 

〔ノ〕全：ニ 【（だから）これ（記しおかれたもの）を見て申すようなことは、もっぱらの推量のようである

から、またこの頃の人は信じぬことでしょうから、事細かく申し難い。】 

100   ヲロヲロハ、又ヤガテ事ノケ〔ズ〕ライヲバ、サヤ

ウニヤト云コトハカキツケ侍ヌ。 

〔ズ〕全：ス ・「けすらひ」：それと感じられるような様子、態度を見せること。よそおい、そぶり。けしら

い。（『日本国語大辞典』） 

【粗粗は、またそのまま事の雰囲気を、そのようであったのではなかろうかという（ほどの）

ことは書き付けました。】 
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101   サテ（世ノ）スヱザマハ事ノシゲクナリテツクシガ

タク侍レドモ、清和ノ御時ハジメテ摂政ヲヲカレテ、

良房ノヲトヾイデキタマイシ後、ソノ御子ニ〔テ〕

昭宣公ノワガヲイノ陽成院ヲオロシタテマツリテ、

小松ノ御門ヲタテ給イシヨリ後ノ事ヲ申ベキ也。 

〔テ〕全：ハ ・「サテ（世ノ）スヱザマハ」：文明本・天明本による（大系本）。 

【そうして世の末の様子は事が煩雑になって（申し）尽くし難いですが、清和の御時に初めて

摂政を置かれて、良房の大臣が出現された後、その御子で昭宣公（基経）が自分の甥の陽成院

を下ろし申し上げて、小松の帝（光孝天皇）をお立てなさってから後のことを申さねばならな

い。】 

 

102   先道理〔ウ〕ツリユクコトヲ、地体ニヨクヨク人ハ

心ウベキ也。 

〔ウ〕全：ノ

ウ 

【まず道理が移りゆくことを、根本的によくよく人は心得るべきである。】 

 

103   「イカニ国王ト云ハ、天下ノサタヲシテ世ヲシヅメ

民ヲアハレムベキニ、トヲガウチナルヲサナキ人ヲ

国王ニハセンゾ」ト云ダウリ侍ゾカシ。 

 ・「」を追加。 

・道理➊：徳治主義的（能力主義的）天皇観に由来する為政のあるべきありよう（佐藤論文、

cf. No.70）から、血統主義によった幼天皇（陽成）擁立に反対する議論。 

【「どうして、国王というのは天下の処置をして世を鎮め民を憐れむべきであるのに、十（歳）

未満である幼い人を国王にはするだろうか」という道理がありますぞ。】 

 

104   次ニ「国王トテスヱマイラセテ後ハ、イカニワロク

トモ、タヾサテコソアラメ。ソレヲワガ御心ヨリヲ

コリテヲリナントモ仰ラレヌニ、ヲシオロシマイラ

スベキヤウナシ。「コレヲ云ゾカシ、謀反トハ」」ト

云道理又必然ノ事〔ニテ侍〕ゾカシ。 

〔ニテ侍〕

全：なし 

・「」を追加。 

・道理❷：血統主義的天皇観に由来する為政のあるべきありよう（佐藤論文、cf. No.70）から

天皇廃立に反対する議論。（ただし天皇を擁立してしまえば、そこにも適用されることになって

しまう廃立反対の議論。） 

【次に「国王として据え申し上げて後は、いかに良くなくても、ただそうしているのがよい。

それを自分の御心から発して降りようとも仰せられぬのに、無理に下ろし申し上げるべき道は

ない。「これを言うのだぞ、謀反とは」」という道理もまた必然のことでありますぞ。】 

 

105   其ニ、コノ陽成院ヲオロシマイラセラレシヲバ、「イ

ハレ〔ズ〕昭宣公ノ謀反ナリ」ト申人ヤハ世〔々〕

侍ル。 

〔ズ〕文：ヌ 

〔々〕国文：

ニ 

・一つ目の読点と「」を追加。 

・道理❷に関わる廃立についての世評（②）。 

・「イハレズ」：大系本頭注（「イハレズ」）では「何とも言えず、無茶に」、全註釈釈注（「イハ

レズ」）では「いわれがない」、岩波文庫本（「イハレヌ」）では「何とも言えぬ、無茶な」とあ

る。大系本頭注・岩波文庫本の解釈に従う。 

【それに（加えて）、この陽成院を下ろし申し上げられたことを、「無茶な昭宣公の謀反である」

と申す人が世々にございますか。】 

 

106   ツヤツヤトサモヲモハズ又申サヌゾカシ。  【（人々は）まったくそうも思わず、また申さぬことよ。】 

 

107   御門ノ御タメカギリナキ功ニコソ申ツタヘタレ。  【帝の御為に限りない功績（であった）と申し伝えている。】 
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108   又幼主トテ四五ヨリ位ニツカセ給ヲ、「シカルベカラ

ズ、モノサタスルホドニナラセ給テコソ」ト云人ヤ

ハ又侍ル。 

 ・「」を追加。三つ目の読点を削除。 

・道理➊に関わる幼帝擁立についての世評（①）。 

【また幼主として四・五歳より位に即かせなさったのを、「そうしてはならない、物を判断する

ほどに成長されなさってから（お即かせすべきだ）」と言う人がまたございますか。】 

 

109   昔今ツクマジキ人ヲ位ニツクル事ナケレバ、ヲサナ

シトテキラハヾ、王位ハタヘナンズレバ、コノ道理

ニヨリテヲサナキヲキラフコトナシ。 

 ・道理❸：道理➊に関わる幼帝擁立についての世評（①、No.108）を補足する道理。 

【昔も今も即くべきでない人を位に即けることはないので、幼いと言って嫌うならば、王位は

絶えてしまうに違いないので、この道理によって幼いことを嫌うことはない。】 

 

110   コレラ〔二〕ニテ物ノ道理ヲバシルベキナリ。 〔二〕全：な

し 

・「二」：大系本頭注では「幼少の天皇は好ましくない、天皇になってはならないものを天皇と

しない、の二つの道理。」とするが前半は単純な誤り。全註釈釈注では「新大系本（＝国）「こ

れら二にて」は「天皇は幼少でも嫌はず、位に即くまじき人は位に即けない」ことをさす。」と

するが、そこから「物ノ道理」を知ることはできないと考えられる。ここでは、これまで昭宣

公が人々から非難されないばかりか賞賛されていること（道理➊に関わる幼帝擁立についての

世評①、道理❸を含めてもよい）、これまで幼帝擁立が人々から非難されていないこと（道理❷

に関わる廃立についての世評②）の二つと取る。 

【これら二つによって物の道理を知るべきである。】 

 

111   大方世ノタメ人ノタメヨカルベキヤウヲ用ル。  【大かた世のため人のためによいであろうありようを用いる。】 

 

112   何ゴトニモ道理詮トハ申ナリ。  ・「詮（せん）」：肝心のところ。『日本国語大辞典』の語義では「(4)一大眼目となる大事なとこ

ろ。よりどころとなるもの。肝要なもの。中心。また、最高のもの。一番。」に当たる。大系本

頭注「究極の道理」、全註釈釈注「道理詮―道理の眼目。究極の道理」、大隅訳「何ごとについ

ても究極の道理というものが存在するのである」は文脈上成り立たない。石田注「道理が究極

だ」が最も正解に近い。cf. 阿 p. 544下段 l. 1「道理詮」 

【何ごとにも道理が肝心とは申すのである。】 

 

113   世ト申ト人ト申トハ、二ノ物ニテハナキ也。  【世と申すのと人と申すのとは、二つのものではない。】 

 

114   世トハ人ヲ申也。  【世とは人を申すのである。】 

 

115   ソノ人ニトリテ世トイワルヽ方ハヲホヤケ道理ト

テ、国ノマツリコトニカヽリテ善悪ヲサダムルヲ世

トハ申也。 

 ・「世」は公の道理・国の政治に関わる面。 

【その人にとって世といわれる方面は公の道理といって、国の政治に関わって善悪を定めるこ

とを世とは申すのである。】 

 

116   人ト申ハ、世ノマツリコトニモノゾマズ、スベテ一

切ノ諸人ノ家ノ内マデヲヲダシクアハレム方ノマツ

リコトヲ、又人トハ申ナリ。 

 ・「人」は家内の政治に関わる面。 

【人と申すのは、世の政治にも臨まず、すべて一切の諸人の家の内までを穏やかに憐れむ方面

の政治を、また人とは申すのである。】 
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117   其人ノ中ニ国王ヨリハジメテアヤシノ民マデ侍ゾカ

シ。 

 【その人という中に国王から始まって賤しい民までがいますぞ。】 

 

118   ソレニ国王ニハ国王〔フ〕ルマイヨクセン人ノヨカ

ルベキニ、日本国ノナラヒハ、国王種姓ノ人ナラヌ

スヂヲ国王ニハスマジト、神ノ代ヨリサダメタル国

ナリ。 

〔フ〕全：ノ

フ 

・「種姓（しゅしゃう）」：ひとが生まれつき属している階級や家柄。氏素性。（『日本国語大辞典』） 

【それに国王には国王振
ぶ

る舞いをよくするような人がよいはずであるのに、日本国の習いは、

国王の家柄の人でない筋を国王にはしてはならないと、神代から定めている国である。】 

 

119   ソノ中ニハ又ヲナジクハヨカランヲトネガフハ、又

世ノナラヒ也。 

 【その中にはまた同じことならば良いだろう者をと願うのは、また世の習いである。】 

 

120   ソレ〔ニ〕カナラズシモワレカラノ手ゴミニメデタ

クヲハシマス事ノカタケレバ、御ウシロミヲ用テ大

臣ト云臣下ヲナシテ、仰合ツヽ世ヲバヲコナヘトサ

ダメツル也。 

〔ニ〕全：ハ ・「手ゴミ（手込・手籠）」：手はず、手配り、手順。（『日本国語大辞典』） 

【それに必ずしも自分の考える手はずで立派においでになることが難しいので、御後見役を用

いて大臣という臣下を設けて、御相談なされつつ世を行えと定めたのである。】 

 

121   コノ道理ニテ国王モアマリニワロクナラセ給ヌレ

バ、世ト人トノ果報ニヲサレテ、ヱタモタセタマハ

ヌナリ。 

 ・「果報」：個人を越えた果報として捉えられている。よって全註釈釈注が「幸運（地位）」とす

るのは、個人の果報を意味してしまうため文脈上当てはまらない。大隅訳が「因果応報の力」

としているのが近いだろう。ただし大隅訳「世と人との関係からくる因果応報の力」では、「世」

と「人」とが別物になってしまうので「関係からくる」という部分は不可。「世」と「人」は同

じ物の二側面であり（No. 113-116）、「人」にはありとあらゆる者が含まれている（No. 117）

ため、「世と人との報い（の総体）」と訳した。 

【この道理によって、国王もあまりに良くなくおなりになられてしまうと、世と人との報い（の

総体）に押されて、（王位を）お保ちになられることができないのである。】 

 

122   ソノワロキ国王ノ運ノツキサセタマウニ、マタヤウ

ヤウノサマノ侍ナリ。 

 【その良からぬ国王の運がお尽きになられる時に、また様々の様子があります。】 

 

123  329-7 太神宮・八幡大菩薩ノ御ヲシヘノヤウハ、「御ウシロ

ミノ臣下トスコシモ心ヲオカズヲハシマセ」トテ、

魚水合体ノ礼ト云コトヲサダメラレタル也。 

 ◎以下、魚水合体の礼について述べる。 

・「太神宮」：天照大神 

・「魚水」：親密な間柄のこと。 

【皇太神宮（天照大神）・八幡大菩薩の御教えのさまは、「御後見の臣下と少しも心を置かずに

おいでなされませ」といって、魚水合体の礼ということを定められた。】 

 

124   コレ〔計〕ニテ天下ノヲサマリミダルヽ事ハ侍ナリ。 〔計〕国文：

肝、全：許 

【これだけで、天下が治まり、乱れることはあるのです。】 

125  329-9 アマノコヤネノミコトニ、アマテルヲオ〔ン〕神ノ、

「トノヽウチニサブライテヨクフセギマモレ」ト御

一諾ヲハルカニシ、スヘノタガウベキヤウノ露バカ

リモナキ道理ヲヱテ、藤氏ノ三功トイフ事イデキヌ。 

〔ン〕国文：

ンノ 

◎以下、藤原氏の三功について述べる（ここで段落を分ける）。 

・「アマノコヤネノミコト（天児屋根命）」：藤原氏の先祖神、春日大明神 

・「アマテルヲオン神（天照大神）」：天皇家の先祖神  

・出典：日本書紀巻第二神代下第九段第二の一書 

【天児屋根命に、天照大神が、「宮殿の内に伺候してよく防ぎ守れ」と御同意をはるかにし、末
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（の世）が間違うことは露ほどもないという道理を得て、藤原氏の三功ということが出て来た。】 

 

126   ソノ三ト云ハ、大織冠ノ入鹿ヲ誅シ給シコト、永手

大臣・百河ノ宰相ガ光仁天皇ヲタテマイラセシ事、

昭宣公ノ光孝天皇ヲ又タテ給シコト、コノ三也。 

 ・「大織冠」：藤原鎌足 

・「入鹿」：蘇我入鹿、大化元年(645)没 

・「永手」：藤原房前の次男 

・「百河」：藤原宇合の八男 

・「光仁天皇」：宝亀元年(770)擁立 

・「光孝天皇」：元慶 8年(884)擁立 

【その三というのは、大職冠（鎌足）が入鹿を成敗なさったこと、永手大臣・百河の宰相が光

仁天皇を立て申し上げたこと、昭宣公（基経）が光孝天皇をまた立てなさったこと、この三つ

である。】 

 

127   ハジメ〔二〕ハ事アガリタリ。 〔二〕全：ニ ・「アガリタリ」：「時代が古くさかのぼる。」（大系本頭注）、「時代が遠くへだたっている。」（大

隅訳）。645年と 770年の二つは時代が古く、884年は時代が近いとするのはどのような基準か。

端的に上古に属する事柄という意味ではないか。cf. p. 350l. 13, p. 326注 22, p. 166l. 6 

【はじめの二つは上代のことである。】 

 

128   昭宣公ノ御コトハ、清和ノ後ニサダカニイデキタル

事也。 

 【昭宣公の御事は、清和の後に確かに出て来たことである。】 

 

129  329-15 ソノ後スベテ国王ノ御命ノミジカキ云バカリナシ。  ◎以下、天皇の短命について述べる（ここで段落を分ける）。 

【その後すべての国王の御命が短いことはいうまでもない。】 

 

130   五十ニヲヨバセ給タル一人モナシ。  【（国王で）五十（歳）にお及びになられたのは一人もいない。】 

 

131   位ヲオリサセ給テ後ハ、ミナ又ヒサシクヲハシマス

メリ。 

 【位をお退きになられて後は、みなまた長命でおいでになるようだ。】 

 

132   コレラハ皆人シリタレド、一ドニコヽロニウカブコ

トナケレバ、ウルサキヤウナレド、コレヲマヅ申ア

ラハスベシ。 

 【これらのことは誰もが知っているけれど、一度に心に浮かぶことがないので、うるさいよう

だけれど、これをまず申して明らかにしなければならない。】 

 

133  330-3 清和ハワヅカニ御歳三十一、治天下十八年ナリ。  ◎清和天皇(在位 18年、死没年齢 31歳) 

【清和はわずかに御歳三十一（歳）、天下を治めること十八年である。】 

 

134  330-4 陽成ハ八年ニテヲリサセ給。  ◎陽成天皇(在位 8年、死没年齢 82歳) 

【陽成は（天下を治めること）八年で（位を）お下りなされる。】 

 

135   〔ヌ〕、八十一マデヲハシマセド世モシラセタマハ

ズ。 

〔ヌ〕国文：

又 

・「ヌ」：大系本本文では No. 134の文末として「ヌ」があるが、後続の天皇の寿命の記述に「ヌ」

（完了）が付いていないことから、国史大系の「又」とする解釈を取る。 
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・読点を追加。 

【また八十一（歳）までおいでになるが、世も統治なされない。】 

 

136  330-5 光孝ハタヾ三年、コレハサラニイデキヲハシタル事

ニテ、五十五ニテハジメテツカセ給。 

 

  

 ◎光孝天皇(在位 3年、死没年齢 58歳) 

【光孝はただ三年、これは事改めて出て来ていらっしゃることで、五十五（歳）で初めて即位

なさる。】 

 

137  330-7 宇多ハ三十年ニテ位ヲサリテ御出家、六十五マデヲ

ハシマス。 

 ◎宇多天皇(在位 30年、死没年齢 65歳) 

【宇多は三十年で位を去って御出家、六十五（歳）までおいでになった。】 

 

138  330-8 醍醐ハ卅三年マデヒサシクテ、御年モ四十六ニテ、

タヾコレバカリメデタキ事ニテヲハシマス。 

 ◎醍醐天皇(在位 33年、死没年齢 46歳) 

【醍醐は三十三年まで長くて、御年も四十六（歳）で、ただこれだけがめでたいことでおいで

になる。】 

 

139  330-10 朱雀ハ十六年ニテアレド卅ニテウセ給フ。  ◎朱雀天皇(在位 16年、死没年齢 30歳) 

【朱雀は十六年であるが三十（歳）で隠れなさる。】 

 

140  330-11 村上ハ廿一年ニテ四十二マデ也。  ◎村上天皇(在位 21年、死没年齢 42歳) 

【村上は二十一年で四十二（歳）までである。】 

 

141  330-12 コレ延喜・天暦トテ、コレコソスコシナガクヲハシ

マセ。 

 ◎延喜・天暦の治 

【これは延喜・天暦（の聖代）といって、これは少し長くおいでになりましたが。】 

 

142  330-13 冷泉ハ二年ニテ位ヲオリテ、六十二マデヲワシマセ

ド、タヾ陽成トヲナジ御事ナリ。 

 ◎冷泉天皇(在位 2年、死没年齢 62歳) 

【冷泉は二年で位を下りて、六十二（歳）までおいでになるが、ただ陽成と同じ御事である。】 

 

143  330-15 円融ハ十五年ニテ卅四。  ◎円融天皇(在位 15年、死没年齢 34歳) 

【円融は十五年で三十四（歳）。】 

 

144  330-16 花山ハ二年ニテ四十一マデヲハシマセド云ニタラ

ズ。 

 ◎花山天皇(在位 2年、死没年齢 41歳) 

【花山は二年で四十一（歳）までおいでになるが言うほどのことはない。】 

 

145  331-1 一条ハ廿五年ニテ卅二、幼主ニテノミヲハシマスハ、

ヒサシキモカイナシ。 

 ◎一条天皇(在位 25年、死没年齢 32歳) 

【一条は二十五年で三十二（歳）、幼主としてのみおいでになるのは、久しくても甲斐がない。】 

 

146  331-2 三条ハ五年ナリ。東宮ニテコソヒサシクヲハシマセ

ドモ又カイナシ。 

 ◎三条天皇(在位 5年、死没年齢 42歳) 

【三条は五年である。東宮としてこそ久しくおいでになるが（これも）また甲斐がない。】 



32 
 

 

147  331-3 後一条ハ二十年ナレド廿九ニテ、又幼主ニテヒサシ

クヲハシマシキ。 

 ◎後一条天皇(在位 20年、死没年齢 29歳) 

【後一条は二十年であるが二十九（歳）で、また幼主として長くおいでになった。】 

 

148  331-4 後朱雀ハ九年ニテヲトナシクヲハシマセドモ卅七、

又ホドナシ。 

 ◎後朱雀天皇(在位 9年、死没年齢 37歳) 

【後朱雀は九年で大人でいらっしゃるが三十七（歳）、また短い。】 

 

149  331-5 後冷泉ハ廿三年ニテ四十二、コレゾスコシホドアレ

ド、ヒトヘニタヾ宇治殿ノマヽナリ。 

 ◎後冷泉天皇(在位 23年、死没年齢 42歳) 

【後冷泉は二十三年で四十二（歳）、これは少し期間があるが、ひとえにただ宇治殿の意のまま

である。】 

 

150  331-7 コノ国王ノ代々ノワカ死ヲセサセ給ニテフカク心ウ

ベキナリ。 

 ◎以下、道理の現われとしての寿命について述べる。 

【この国王が代々の若死にをされなさることで深く心得ねばならないのである。】 

 

151   タカキモイヤシキモ、命ノタフルニスギテ、ツクリ

カタメタル道理ヲアラハスミチハアルマジキ也。 

 ・「命ノタフルニスギテ」：大系本頭注「定まった運命がささえ得る以上に」では、「命」を「め

い」と読ませて「運命」の意と取り、「タフル」を「耐える」の意と取る。大隅訳「運命によっ

て定められた寿命以上に」は、大系本頭注の「運命」の意を取り入れながらも「寿命」の意と

取り、「命」に二重の意味を持たせている。いずれも誤り。No. 129, 222などと同じくここで

の「命」は「いのち」の意味であり、「タフル」は「絶える」の意味である。石田訳「寿命（い

のち）がどれくらいもつかということ以上に」が最も正解に近い。ただし「寿命」の字は定め

られた命の長さを意味し、すでに仏神の関与が繰り込まれた語であり、続く「ツクリカタメタ

ル道理ヲアラハス」と意味が重複してしまうため避けるべきかと考える。 

【身分が高いのも賤しいのも、命が絶えること以上に（わかりやすく）、作り固めた道理を現す

道はあるはずがない。】 

 

152   日本国ノ政ヲツクリカフル道理〔ト〕、ヲリヰノミカ

ドノ世ヲシロシメスベキ時代ニヲチクダルコトノマ

ダシキホド、国王ノ六十七十マデモヲハシマサバ、

摂籙ノ臣ノ世ヲオコナフト云一段ノ世ハアルマジキ

也。 

〔ト〕国全

文：ハ 

・「ト」：国全文で「ハ」とあることをふまえつつ、「とは」と訳出した。 

【日本国の政治を作り変える道理とは、退位した帝が世を統治なさるべき時代に落ち下ること

がまだ現実になっていない時は、国王が六十、七十（歳）までもおいでになれば、摂籙の臣が

世（の政治）を行うという段階の世はあるはずがない。】 

 

153   サスガニ君トナラセヲハシマシテ、五十六十マデ脱

屣モナクテアランニハ、タヾ昔ノマヽニテコソアル

ベケレ。 

 ・「脱屣（だっし）」：天子が執着の念なく、帝位を退くこと。位を惜しげもなく捨てること。（『日

本国語大辞典』） 

【さすがに君とおなりでいらっしゃって、五十、六十（歳）まで位を捨てないでいるような場

合には、ただ昔のままであるに違いない。】 

 

154   誠ニ御年ノワカクテ、ハジメハ幼主ノ摂政ニテ、ヤ

ウヤウサバカリニナラセ給ヘドモ、我ト世ヲシラム

 ・「幼主ノ摂政」：ここでの「摂政」は「君主に代わって政治をとり行うこと」（『日本国語大辞

典』）の意味であり、訳すなら動詞形で「摂政する」としたいところであるが、現代語になじま
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トヲボシメスホドノ御心ハヱナシ。 ないため名詞形（「君主に代わって政治をとり行う人」の意）で意訳した。 

【本当に御年が若くて、初めは幼主に摂政を置いて、次第にそれなりにおなりになられるけれ

ども、自分から世を治めようと思いになるほどの御心ばえはない。】 

 

155   摂籙ノ臣ノ器量メデタクテ、ソノ御マツリ事ヲタス

ケテ、世ヲオサメラルレバ事モカケズ。 

 【摂籙の臣がすばらしい器量で、その（＝君の）御政治を助けて、世をお治めになれば不足も

ない。】 

 

156   サルホドニ君ハ卅ガウチトニテミナウセサセ給フ

也。 

 ・「ウチト」：内外 

【そうするうちに君は三十（歳）の前後でみなお亡くなりなさるのである。】 

 

157   コレコソハ太神宮ノ、コノ中ホドハ、キミノ君ニテ

昔ノゴトクヱアルマジケレバ、此レウニコソ神代ヨ

リ、「ヨク殿内ヲフセギマモレ」トイヽテシカバ、ソ

ノ子孫ニ又カク器量アイカナイテ、ムマレアイムマ

レアイシテコノ九条ノ右丞相ノ子孫ノ、君ノ〔政〕

ヲバタスケンズルゾト、ツクリアハセラレタル也。 

〔政〕全：政

事 

cf. No. 125 

【これこそは太神宮（天照大神）が、この中頃は、君が君として昔のようにあることができな

いだろうから、このために神代から、「よく宮殿の内を防ぎ守れ」と確かに言ってあったので、

その子孫にまたこのように器量が相かなって、生まれ合わせ生まれ合わせしてこの九条の右大

臣（師輔）の子孫が、君の政治を助けることになるようにと、作り合わせられたのである。】 

 

158   サテソノ後、太上天皇ニテ世ヲシロシメスベシト又

サダマリヌレバ、白河・鳥羽・後白河ト三代ハ七十

六（十）五十ニミナアマリアマリシテ世ヲバシロシ

メスニナン。 

 ・「十」：文明本による。 

・「白河」：天喜元年-大治四年（1053-1129）→「七十…アマリ」 

・「鳥羽」：康和五年-保元元年（1103-1156）→「五十…アマリ」 

・「後白河」：大治二年-建久三年（1127-1192）→「六十…アマリ」 

【そうしてその後、太上天皇として世を御統治なさるようにとまた定められたため、白河・鳥

羽・後白河と、三代は七十、六十、五十（歳）をみな上回って世をお治めになられるのである。】 

 

159   サレバコノコトハリハコレニテ心ヱラレヌ。  【よってこの理はこれで得心された。】 

 

160   サテ後三条院ヒサシクヲワシマスベキニ、事ヲバキ

ザシテ四十ニテウセヲハシマス事ゾヲボツカナケレ

ド、ソレハムズト世ノヲトロフベキ道理ノアラハル

ヽナルベシ。 

 ◎以下、後三条天皇(在位 1068-1072年、1073没、40歳)に兆した理想について述べる。 

【そうして後三条院は久しくおいでになるはずのところ、事が兆して四十（歳）で隠れなさる

ことがよくわからないが、それはぐっと世が衰えるはずの道理が現れるのであるに違いない。】 

 

161   後三条院御心ニヲボシメスホドノアリケムハ、イカ

ニメデタカリケム。 

 cf. No. 178, 179 

【後三条院が御心にお考えになる時間があったに違いないことは、どれほど素晴らしいことで

あったろうか。】 

 

162   サテ、トモイヘカクモイヘ、時ニトリテ、世ヲシロ

シメス君ト摂籙臣トヒシト一ツ御心ニテ、チガフコ

トノ返返侍マジキヲ、別ニ院ノ近臣ト云〔物〕ノ、

男女ニツケテイデキヌレバ、ソレガ中ニイテ、イカ

ニモイカニモコノ王臣ノ御中ヲアシク申ナリ。 

〔物〕国文：

者 

【そうして、なんだかんだ言っても、その時にあたって、世をお治めになる君と摂籙の臣とが

ぴったりと一つ御心となって、（御心を）違えることがくれぐれも起きてはならないところを、

別に院の近臣というものが、男につけ女につけ出て来たので、それが間にいて、どうにもどう

にもこの王臣の御仲を悪く申すのである。】 
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163   アハレ俊明卿マデハイミジカリケル人哉。  ・「俊明」：源俊明、白河院の近臣。 

【ああ俊明卿までは素晴らしい人であったよ。】 

 

164   コヽヲ詮ニハ君ノシロシメスベキナリ。  ・「シロシメス」：大隈訳「世の中を治めていかれる」ではなく、石田訳「お知りなさる」に従

う。 

【ここを肝心のところとして君がお知りにならねばならぬのである。】 

 

165   今ハ又武者ノイデキテ、将軍トテ君ト摂籙ノ〔家〕

トヲオシコメテ世ヲトリタルコトノ、世ノハテニハ

侍ホドニ、此武将ヲミナウシナイハテヽ、誰ニモ郎

従トナルベキ武士バカリニナシテ、ソノ将軍ニハ摂

籙ノ臣ノ家〔ノ君〕公ヲナサレヌル事ノ、イカニモ

イカニモ宗廟神ノ、猶君臣合体シテ昔ニカヘリテ、

世ヲシバシヲサメントヲボシメシタルニテ侍レバ、

ソノ始終ヲ申トヲシ侍ベキ也。 

〔家〕国全

文：臣 

〔ノ君〕国

文：ノ若、

全：□若 

・「昔」：慈円は現在の摂家将軍というありかたは、後三条院の親政・院政に連なるものであり、

ひいては君臣合体の昔に帰る道筋と捉え、その背後には宗廟神の意志が働いていると見ている。 

cf. 「『愚管抄』に、後三条上皇が藤原氏掣肘の目的で譲位後も政治を行おうとしたと説いて以

来、後三条上皇院政開始説が長く信ぜられたが、確証はない。ただ天皇に藤原氏掣肘の意図の

あったことは確かであり、その後嗣に摂関家の外孫がなることをさけるために白河天皇に譲位

し、その東宮に源氏所出の第二皇子実仁親王、次に同第三皇子輔仁親王を予定して崩じたが、

白河天皇は、後三条上皇の遺志を無視して、自分の児孫に皇位を伝えようと欲し、東宮実仁親

王の没後に、輔仁親王をさしおいて、幼少の皇子善仁親王を東宮に立てて即日に譲位し（堀河

天皇）、その後見として次第に政治に発言し、やがて政務万般に及んだ。堀河天皇崩じ、その皇

子鳥羽天皇が即位したが、これまたわずか四歳の幼童であったので、引きつづいて政務にあた

った。輔仁親王は健在であり、しかも聡明の聞えは年とともに高く、その周辺に集まる廷臣も

また少なくなく、脅威は依然去らなかったからである。院政はこうして始まったとする説が、

最近では有力である。」（「院政」『国史大辞典』） 

【今はまた武者が出て来て、将軍と言って君と摂籙の家とを押し込めて世を取っていることが、

世の終わりではあります時に、この武将をみな失い果てて、誰に対しても郎等となるべき武士

ばかりとして、その将軍には摂籙の臣の家の君公（頼経）を据えられたことが、どうにもどう

にも宗廟神が、なお君臣合体して昔に帰って、世をしばらく治めようとお思いになっている（と

いう）ことでありますので、その始終を通して申さねばなりません。】 

 

166   サレバ後三条院ハ四年、コレヨリノ事ヲコマカニ申

ベシ。 

 【よって後三条院は四年（であり）、これ以後のことを細かく申そう。】 

 

167   コノ後ハ事カハリテ位ヲリテ後、世ヲシラントヲボ

シメシクハダテヽ、ワレハトクウセサセ給シカド、

白河院七十七マデ世ヲシロシメシキ。 

 ◎白河天皇（在位年 1072-1086）～白河院（上皇 1086-、法皇 1096-1129没、77歳） 

【この後は様子が変わって、位を下りて後、世を治めようと計画をお考えになって、自分は早

くお隠れになったけれど、白河院が七十七（歳）まで世をお治めになった。】 

 

168   コレハ臣下ノ御フルマイニナレバヒサシクヲハシマ

スナリ。 

 【これは臣下としての御振る舞いになるので、久しくおいでになるのである。】 

 

169  333-7 〔次〕鳥羽院又五十四マデヲハシマスベキニ、又後

白〔河〕五代ノミカドノ父祖ニテ、六十六マデヲハ

シマス。 

〔次〕全：次

ニ 

〔河〕国：河

院、文：川院 

◎鳥羽天皇（在位年 1103-1123）～鳥羽院（上皇 1123-法皇 1142-1156没、54歳） 

◎後白河天皇（在位年 1155-1158）～後白河院（上皇 1158-法皇 1169-1192没、66歳） 

【次に鳥羽院はまた五十四（歳）までおいでになるはずのところに加え、また後白河が五代の

帝の父祖として、六十六（歳）までおいでになる。】 
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170   太上天皇世ヲシロシメシテノ後、ソノ中ノ御子・御

孫ノ位ノヒサシサ〔、ト〕サノコトハムヤクナレバ

申ニヲヨバズ。 

〔、ト〕国

文：ト。 

・「ヒサシサ、トサノコト」：国文「ヒサシサト。サノ事」とする文節の切れ目は理解しがたい。

大系本本文、また全「久シサ、トサノ事」が正しい。意味としては、大系本頭注「とっさのこ

と」では期間が短すぎる。大隅訳「長さ短さ」が正しい。「久しさ・疾さのこと」として取る。 

【太上天皇（上皇）が世をお治めになっての後、その間の御子・御孫の在位の久しさ・早さの

ことは無益なので申すに及ばない。】 

 

171   ワザトセンヤウニホドナクカハラセ給フメリ。  【わざとするように、間もなくお変わりなさるように見える。】 

 

172   ソノ次ニコノ院ノ御世ニ成テ、スデニ後白河院ウセ

サセヲハシマシテ後、承久マデスデニ廿八年ニナリ

侍リヌル也。 

 ◎後鳥羽天皇（在位年 1183-1198）～後鳥羽院（上皇 1198-、法皇 1221-1239没、60歳） 

【その次にこの院（後鳥羽院）の御世になって、すでに後白河院がお隠れになっておいでにな

って後、承久まですでに二十八年になりました。】 

 

173  333-12 延喜・天暦マデハ君臣合体魚水ノ儀マコトニメデタ

シトミユ。 

 ◎以下、君臣合体がうまく機能していた時代とその綻びについて述べる。 

・「君臣合体魚水ノ儀」：全では「君臣合体・魚水ノ儀」と並列と取るが、ここでは君臣合体を

主語、魚水を述語と取って訳出した。 

【延喜・天暦までは君臣の合体が魚水のごときことがまことにめでたいと見える。】 

 

174   北野ノ御事モセメテ時平ト御心タガハヌカタノシル

シナルベシ。 

 【北野の御事も、強いて時平と（君の）御心が違わぬようにする霊験であるに違いない。】 

 

175   冷泉院ノ御後、ヒシト天下ハ執政臣ニツキタリトミ

ユ。 

 ・大系本本文の段落分けを解除した。 

【冷泉院の御後、ひっしと天下は執政の臣に付いたと見える。】 

 

176   ソレニトリテ御堂マデハ摂籙ノ御心ノ、時ノ君ヲオ

モイアナヅリマイラスル心ノサワサワトナクテ、君

ノアシクヲハシマス事ヲバメデタク申ナヲシ申ナヲ

シテヲハシマスヲ、君ノアシク御心ヱテ、円融・一

条院ナドヨリ我ヲアナヅルカ、世ヲワガ心ニマカセ

ヌコソ、ナドヲボシメシケルハミナ君ノ御ヒガ事ト

ミユ。 

 【それについて、御堂（道長）までは摂籙の御心が、時の君を思い侮り申し上げる心がさらさ

らなくて、君が悪くておいでになることを素晴らしいこととして申し直し申し直ししていらっ

しゃるのを、君が悪いようにお心得になって、円融・一条院などから「私を侮るか、世を自分

の思いどおりにできぬこと（が残念だ）」などお思いになったのはみな君の御間違いと見える。】 

 

177   宇治殿ノ後冷泉院ノ御時、世ヲヒシトトラセ給シ後

ニ、スコシハ君ヲアナヅリマイラセテ、世ヲワガ世

ニ思ハレケルカタノマジリニケルヨ、ナドミユ。 

 ・大系本本文の段落分けを解除した。 

【宇治殿（頼通）が後冷泉院の御時、世をびしっとお執りになられた後に、少しは君を侮り申

し上げて、世をわが世と思われたふしが混じってしまったよ、などと見える。】 

 

178  334-5 後三条院コレヲサ御ランジテ、コノ事アレトヲボシ

メシテ、今ハタヽ脱屣ノ後「ワレ世ヲシラン」トヲ

ボシメシテケリ。 

 ◎以下、後三条院の親政について述べる。 

・「」を追加。 

・No. 160-166を参照。 
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【後三条院はこれをそのようなことと御覧になって、このことをあれあれ（嘆かわしい）とお

思いになって、今はただ位を捨てて後に「私が（直接）世を治めよう」とお思いになったので

ある。】 

 

179   サレドコノ宇〔治〕ト後三条院トハサハヲボシメセ

ドモ、アシカリケリアシカリケリトミナ思ヒナヲシ

思ヒナヲシシテ、〔王〕道ヘヲトシスヱテ世ノマツリ

コトハヤミヤミシケルヨ、ナドミユ。 

〔治〕国文：

治殿 

〔王〕文：正 

・敬語の有無により、「ヲボシメセ」の主語を院、「思ヒナヲシ」の主語を宇治と取る。 

【しかしこの宇治と後三条院とは、院はそうはお思いであるが、宇治（頼通）は悪かった悪か

ったとみな思い直し思い直しして、王道へ落とし据えて世の政治は落ち着いたよ、などと見え

る。】 

 

180  334-9 白河院ノ後、ヒシト、太上天皇ノ御心ノホカニ、臣

下トイフモノヽ〔センニタツ〕事ノナクテ、別ニ近

臣トテ白河院ニハ初ハ俊明等モ候。 

〔センニタ

ツ〕全：詮ニ

立ツ、文：詮

ニタツ 

◎以下、白河院の院政について述べる。 

・「センニタツ」：「先頭に立つ。先に立つ。」（『日本国語大辞典』） 

・全文は「詮ニ立ツ／タツ」とするが意味不明か。大隅訳「重要な役割を果たす」。 

【白河院の後、ぴしっと、太上天皇の御心の他に、臣下というものが先頭に立つことがなくな

って、別に近臣という者がいて白河院には初めは俊明らもおりました。】 

 

181   スヱニハ顕隆・顕頼ナド云物〔ドモ〕イデキテ、本

体ノ摂籙臣ヲコノシモザマノ人ノヲハシケルニ、又

カナシウヲサレテ〔ヲ〕ソレハヾカリナガラ、又昔

ノスヱハサスガニツヨクノコリテ、鳥羽、後白河ノ

ハジメ法性寺ドノマデハアリケリトミユ。 

〔ドモ〕全：

ナド 

〔ヲ〕全：な

し 

・「法性寺ドノ」：藤原忠通。慈円の父。1162年出家。 

【（白河院の）末には（藤原）顕隆・顕頼などという者どもが出て来て、本体である摂籙の臣に

は愚かで下級の人がおいでだったので、また（顕隆・顕頼ら近臣に）悲しく押されて、恐れ憚

りながらもまた、昔の（摂籙の臣の）末はさすがに強く残って、鳥羽・後白河の初め法性寺殿

（忠通）まではいたと見える。】 

 

182  334-14 コノ中ニ白河院ノ、知足院ドノ〔ヲ〕ヒシト中アシ

クモテナシテヲヒコメテ、ソノ知足院ノ子法性寺殿

ヲ別ニトリハナツヤウニツカヒタテサセ給タル御ヒ

ガ事ノ、ヒシト世ヲバウシナイツルニテ侍ナリ。 

〔ヲ〕全：ト ◎以下、摂籙の臣の衰退について述べる。 

・「知足院ドノ」：藤原忠実。慈円の祖父。「女泰子の入内問題で院の怒りに触れ内覧停止。翌年

長子忠通が関白となり宇治に引退。」（『日本歴史大事典』） 

・「ヲヒコメテ」：大系本頭注「家に押し込む」、大隅訳「籠居させておいて」。 

・「別ニトリハナツヤウニツカヒタテ」：「別ニ」を「ツカヒタテ」にかかると取って訳した。 

【この中で白河院が、知足院殿（忠実）をびしっと仲悪く扱って家に追い込んで（＝閉門させ）、

その知足院の子法性寺殿（忠通）を、特別に引き離すようにしきりにお使いになられる御間違

いが、ぴしりと世の政治を失ったのであります。】 

 

183   コレニツケテサダカニ冥顕ノ二ノ道、邪神善神ノ御

タガヘ、色ニアラハレ内ニコモリテミユルナリ。 

 【これにつけても、確かに冥・顕の二つの道は、邪神・善神の御食い違いが、表に顕れたり内

に籠もったりして見えるのである。】 

 

184   サレドモ鳥羽院ハ最後ザマニヲボシメシシリケン、

物ヲ法性寺殿ニ申アワセテ、ソノ申サルヽマヽニテ、

後白河院位ニツケマイラセテ、立ナヲリヌベキトコ

ロニ、カヤウニ成行ハ世ノナヲルマジケレバ、スナ

ハチ天下日本国ノ運ノツキハテヽ、大乱ノイデキテ、

〔者〕国文：

士 

【そうではあるけれども鳥羽院は最後になってお思い知りになったのだろうか、ものを法性寺

殿に申し合わせて、その（＝法性寺殿の）申されるままに、後白河院を位につけ申し上げて、

立ち直るはずのところに、このように成り行く時は世が直るはずがないので、すぐに天下の日

本国の運が尽き果てて、大乱が出て来て、ぴしりと武者の世になってしまったのである。】 
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ヒシト武〔者〕ノ世ニナリニシ也。 

185   ソノ後、摂籙ノ臣ト云〔物〕ノ、世中ニトリテ、三

四番ニクダリタル威勢ニテ、キラモナク成ニシナリ。 

〔物〕国全

文：者 

【その後、摂籙の臣というものが、世の中にとって、三、四番（目）に下った威勢となって、

きらめきもなくなってしまったのである。】 

 

186   其後ワヅカニ松殿・九条殿コノ二人、イサヽカ一ノ

人ニ似タル事ドモアレド、カク成ヌル上ノナサケニ

テコソアレ。 

 ・「松殿」：藤原基房 

・「九条殿」：九条［藤原］兼実、九条家の始祖、忠通の三男、慈円の兄。 

・「一ノ人」：最高権力者。主に摂政・関白を指す。 

・「カク成ヌル上ノナサケニテコソアレ」：大隅訳「下落してしまったことへの同情によってあ

りえたことであった。」、大系本頭注「摂政関白の威勢が三、四番にさがったので思いやりとし

て起きたことである。」ではナサケの主体が不明である。人間によるナサケではないと考えられ

るため「（仏神の）情け」と訳出した。 

【その後わずかに松殿（基房）・九条殿（兼実）、この二人がいささか一の人（摂政・関白）に

似ていることどもがあるけれど、それはこうなった上での（仏神の）情けである。】 

 

187   松殿ハ平家ニウシナハレ、九条殿ハ源将軍ニトリイ

ダサレタル人ニテ、国王ノ御（意）ニマカセテ、摂

籙臣ヲワガ物ニタノミモシ、ニクミモスルスヂノコ

ソコソトウセヌル上ハ、ヨキモアシキモヲカシキ事

ニテ今ハヤミヌルニ、タヾシバシコノ院ノ後京極殿

〔良経〕ヲ摂籙ニナサレタリシコソ、コハメデタキ

事カナトミヱシホドニ、ユメノヤウニテ頓死セラレ

ニキ。 

〔良経〕国

文：良経 

・「良経」：九条兼実の次男、忠通の孫、慈円の甥。1202年土御門天皇の摂政、1206年刺殺。藤

原俊成・定家を後援。 

【松殿は平家に退けられ、九条殿は源（頼朝）将軍に引き出された人で、国王が御意にまかせ

て、摂籙の臣を我が物に頼みもし、憎みもする筋道がこっそりと消えた上は、良いも悪いも笑

止なことで、今はなくなったが、ただしばらくこの院（後鳥羽院）が後京極殿良経を摂籙にな

された時には、これはめでたいことよと見えた間に、夢のようで頓死されてしまった。】 

 

188   近衛殿ト云父子ノ、家ニハムマレテ、職ニハ居ナガ

ラ、ツヤツヤトカイハライテ、世ノヤウヲモ家ノナ

ライヲモ、スベテシラズ、キカズ、ミズ、ナラハヌ

人ニテ、シカモ家領文書カヽヱテ、カクトラレヌ、

カヱサレ〔ヌ〕シテ、イマダウセズシナ〔デ〕ヲハ

スルニテ、ヒシト世ハ王臣ノ道ハウセハテヌルニテ

侍ヨト、サハサハトミユル也。 

〔デ〕国全

文：デ猶 

〔ヌ〕文：ズ 

・「近衛殿ト云父子」：忠通の孫、基実の長子である近衛基通とその子家実。 

【近衛殿という父子（基通・家実）が、（摂籙の）家には生まれて、職にはありながら、きれい

さっぱり払い退けて、世のありさまをも家の習いをも、全て知らず、聞かず、見ず、習わぬ人

で、しかも荘園文書を抱えて、このように取られたり、返されたりして、いまだ亡くならず死

なないでおいでになることで、ぴしりと世の政治は王臣の道は失せ果てたのでありますよと、

明らかに見えるのである。】 

 

189  336-1 ソレニ王モ臣モマヂカキ九条殿ノ世ノ事ヲ思ハレタ

リシ〔。〕チカラノ正道ナルカタハ、宗廟社稷ノ本ナ

レバ、ソレガトヲルベキニヤ。、イマ左大臣ノ子ヲ武

士ノ大将軍ニ、一定八幡大菩薩ノナサセ給ヒヌ。 

〔。〕国全文

なし 

◎以下、摂家将軍と仏神の関与について述べる（ここで段落を分ける）。 

・「マジカキ」：大隅訳「そして王も臣もそのあり方には、近年九条殿が世の中について思いを

めぐらせたように」は、マジカキを時間的な近さと取っている。ここでは、九条殿が王とも臣

とも近いという関係の近さと取る。「(1)空間的に、間隔が少ない。近い。」（「まぢかい」『日本

国語大辞典』） 

・「思ハレタリシ。チカラ」：大系本本文では句点があるが、国全文の本文に句点がないこと、

また石田注＝森注に従い、句点を削除する。 

・「ソレガトヲルベキニヤ。」：全、大隈訳では句点があるが、石田訳＝森訳に従って挿入句的表

現と取り、句点を読点に改めて訳す（「ソレガトヲルベキニヤ、」）。連動して大系本本文の段落
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分けを解除した。 

cf. 石田訳「それにつけても、王も臣もついさきごろ見知っていた、あの九条殿兼実の、世の

事（国の政治）を思われた念力の正道なことは皇祖神と国家の神の御本意であるから、それが

達せられるはずであろうか、今、兼実の子の左大臣道家の子頼経を武士の大将軍にまちがいな

く八幡大菩薩がなされたのである。」 

【それに加えて、王も臣も間近い九条殿が世の政治のことを願われた力が正道である方面は、

国家・朝廷の本だからそれが通らねばならぬということだろうか、いま左大臣の子（頼経）を

武士の大将軍に、定めし八幡大菩薩がさせなさったのである。】 

 

190   人ノスル事ニアラズ〔、〕一定神々ノシイダサセ給ヒ

ヌルヨトミユル、フカシギノ事ノイデキ侍リヌル也。 

〔、〕全：。 【人がすることでなく、定めし神々がお始めになられたよと見える、不可思議のことが出て来

たのです。】 

 

191   コレヲ近衛殿ナド云サタノホカノ者ハ、「ワガ家ニカ

ヽルコトナシ。ハヂカヽルヽカ」イハルヽヲ、「誠ニ」

ナドヲモフ人モアルトカヤ。 

 ・「」を追加。 

・「カカルコトナシ」：「将軍を継ぐなどとんでもない、身分格差がある」という意味。 

【これを近衛殿などという論外の者は、「我が家にこのようなことはない。（九条家は）恥をか

かれるか」といわれるのを、「その通りだ」などと思う人もいるとか。】 

 

192   ヲカシキ事トハ、タヾコレラナリ。  【笑止なこととは、ただこれらである。】 

 

193   ワガ身ウルハシク家ヲツギタル人ニテコソ、サヤウ

ノ事ハヲロカナガラモイフベケレ。 

 【自身がきちんと家を継いだ人であってこそ、そのようなことは疎かながらもいうべきことで

ある。】 

 

194   平将軍ガ乱世ニ成サダマル謀反ノ詮ニ、二〔位〕中

将ヨリ、ツヤツヤ物モシラヌ人ノワカワカヲロカヲ

ロカトシタルニ、摂籙ノ臣ノ名バカリサヅケラレテ、

怨霊ニワザトマモラレテ、ワガ家ウシナワ〔ン〕レ

ウニ久シクイキタルゾト、ヱ思ヒシラヌホドノ身ニ

シテ、「家ノハヂ也」ナドイハヾヤ、大菩薩ノ御心ニ

カナフベキ。 

〔位〕国全

文：位ノ 

〔ン〕全：レ

ン 

・「謀反」：治承 3年 11月の政変 

・「二位中将」：近衛基通。No. 188参照。 

・「怨霊」：大系本頭注「平家をさす」、大隅訳「怨霊（平家の怨霊）」、森注「この怨霊は平家で

なく崇徳帝と忠実……と見るべきである。言うこころは、崇徳帝と忠実の怨霊は日本を滅ぼす

ため、日本にとって有害な近衛家を護っている。」とする。ここでは「怨霊」の本体は特定しな

い。 

・「ハヂ」の内容は No. 191参照。 

【平（清盛）将軍の乱世に成り定まった謀反の極みに、二位の中将から、さらさら物も知らな

い人で若くていいかげんな者に、摂籙の臣の名ばかりを授けられて、怨霊に自ら守られて、自

分の家を失うために久しく生きているぞと、思い知ることができぬほどの身で、「家の恥である」

などというならば、（八幡）大菩薩の御心にかなうだろうか。】 

 

195   不足言ト云ハコレナリ。  【言うに足りないというのはこれである。】 

 

196   スコシハ、世ノウツリ物ノ道理ノカハリユクヤウハ、

人コレヲワキマヘガタケレバ、ソノレウニコレハカ

 ・「スコシハ」：「ワガ心ニイレイレセンズレバ」にかかる語と取った。 

・「センズレバ」：詮ずれば、詳しく考えると。大隅訳「自分でよく考えてみることをしなけれ
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キツケ侍レド、コレヲミム人モワガ心ニイレイレセ

ンズレバサラニカナウマジ。 

ば」は肯定否定が逆になっている。恐らく「カナウマジ」を処理できずにそうなってしまった

のだろう。 

・「カナウマジ」：大系本頭注「理解することは不可能であろう」を受け継いで、大隅訳「道理

の推移というものを決して理解することはできないであろう」とするが、理解の対象を「道理

の推移というもの」としたため、筋が通らなくなった。理解の対象が「道理の推移というもの」

であるならば、文末は「カナウマジ」ではなく「カナウベシ」でなければならない。 

・「カナウマジ」の対象は否定対象であるため、No. 191-195まで述べられてきた、近衛父子が

摂家将軍を九条家の恥としたこと以外には考えにくい。以上をふまえて訳出した。 

【少しは――世が移り物の道理が変わりゆくありさまは、人はこれをわきまえ難いので、その

ためにこれは書き付けているのですが――これを見る（読む）ような人も自分の心に入れ入れ

し詳しく考えると、（近衛の言うことなどは）全く受け入れられないだろう。】 

 

197   コハイカヾシ侍ベキ。  ・「コ」：大隅訳「そこで、今述べている不可思議のことについては、どう考えればいいのであ

ろうか。」の下線部は、No. 196の誤った解釈が引き延ばされているものであり、本文には対応

するものがない。「コ」は No. 196の「近衛の摂家将軍否定が受け入れられないものであること」

を指す。 

【（では）これはどうすべきでありましょう。】 

 

198   サレバ摂籙家ト武士家トヲヒトツニナシテ、文武兼

行シテ世ヲマモリ、君ヲウシロミマイラスベキニナ

リヌルカトミユルナリ。 

 ・摂家将軍を改めて肯定する内容。 

【だからこそ摂籙家と武士家とを一つになして、文武を兼ね備えて世を見守り、君を後見し申

し上げるべきことになったかと見えるのである。】 

 

199  337-1 コレニツキテ昔ヲ思ヒイデ今ヲカヘリミテ、正意ニ

ヲトシスヱテ邪ヲステ正ニキスル道ヲヒシト心ウベ

キニアヒ成テ侍ゾカシ。 

 ◎以下、怨霊という道理について述べる（ここで段落を分ける）。 

・「昔ヲ思ヒイデ」：No. 202～210の記述を指すものと取る。 

【これについて、昔を思い出し今を顧みて、正しい意味に落ち着かせて邪を捨て正に帰する道

をひしと心得るべき段に相なったのですよ。】 

 

200   先コレニツキテ、是ハ一定大菩薩ノ御計カ〔、〕天狗・

地狗ノ又シハザカトフカクウタガウベシ。 

〔、〕全：。 ・「コレ」： 大隅訳は「コレニツキテ、是ハ」をまとめて「このような不可思議なことが」とす

るが「不可思議なこと」に該当する文言はない。森訳「これ（摂家将軍の出現）」が妥当であろ

う。 

・より一般的にいえば、摂家将軍のことだけでなく出来事というものには、大いなる超越者が

人の世を良い方向に導こうとするものと、小さな超越者がいたずら・私怨によって人を惑わせ

るものがあるので、そのどちらであるかをよくよく考えて見極めながら道理を心得ていかねば

ならない、ということも含意されていると考えておく。 

【まずこれについて、これは定めし（八幡）大菩薩のお計らいか、天狗・地狗のまた仕業かと

深く疑わねばならない。】 

 

201   コノウタガイニツキテ、昔ヨリ怨霊ト云物ノ世ヲウ 〔ノ〕文：□ ・「先仏神ニイノラルベキ」：なぜまず仏神に祈るべきなのか。怨霊は正しく疑うこと自体をも
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シナイ人ヲホロボス道理〔ノ〕一〔ツ〕侍ヲ、先仏

神ニイノラルベキナリ。 

〔ツ〕国：ツ 妨げるため、まず仏神の力で怨霊の力を防いでもらい、正しく疑える状態を確保するためであ

るからと考えておく。 

【この疑いをなすことについて、昔から怨霊というものが世を失い人を滅ぼす道理が一つあり

ますのを、まず仏神にお祈りになるべきである。】 

 

202   百川ノ宰相イミジク光仁ヲタテ申シト、又ソノアト

ノ王子立太子論ゼシニ、桓武ヲバタテヲホセマイラ

セタレド、アマリニサタシスゴシテ、井上ノ内親王

ヲ穴ヲ〔ヱ〕リテ獄ヲツクリテコメマイラセナンド

セシカバ、現身ニ竜ニ成テ、ツイニ蹴コロサセ給フ

ト云メリ。 

〔ヱ〕国全

文：ホ 

・大系本本文の段落分けを解除した。 

・「百川ノ宰相」：藤原百川（732-779）、No. 333参照。 

・「井上ノ内親王」：717-775聖武天皇皇女、他戸親王の母。「井上」の読み方は『国史大辞典』

では「いのうえ、いかみ」、全「ゐのかみ」、文「ゐかみ」。『新版日本架空伝承人名事典』では

「いかみ」で立項し「「いのうえ」「いのえ」と称する説もある」とした上で、次のように述べ

る。「七二一年（養老五）五歳で斎内親王に卜定され、一一歳から二〇年近く伊勢大神宮に侍し

た。のち白壁王（光仁天皇）の妃となり酒人内親王を生み、即位と同時に皇后となる。しかし

七七二年（宝亀三）長年にわたり天皇を呪詛したとして、巫蠱・厭魅大逆の罪で廃后され、こ

れが息子の他戸親王（実子でないという説もある）の廃太子・皇籍剥奪事件に発展し、翌年天

皇の同母姉難波内親王の死が彼女の厭魅によるとして、母子ともに大和国宇智郡に幽閉され、

一年半後に日を同じくして没した。この死は他殺もしくは自殺の可能性が強く、没後早くから

祟りを恐れ、墓を改葬し山陵とし、后位を追復し吉野皇太后と追称したり、神社や山陵に幣帛

や読経の奉納が行われている。この事件は藤原百川が中心となり天智天皇系の光仁‐桓武の皇

位継承を確立するため、天武天皇系の井上‐他戸を廃する陰謀とみる説が有力である。事件の

異常さは皇后が現身に竜となって祟ったとして早くから伝えられ、『水鏡』は天皇と皇后が美男

美女を賭けた双六に端を発し背後に百川の暗躍する怪奇な事件とし、百川は怨霊となった皇后

に悩まされて死んだとする。『愚管抄』も百川に殺された皇后が竜となり百川を蹴殺したとの説

を載せるなど、『平家物語』『太平記』をはじめ怨霊の顕著な例として知られた。」（勝浦令子執

筆） 

【百川の宰相がすばらしく光仁（天皇）を立て申すと、またその後の王子立太子を論じた際に、

桓武を立ておおせ申し上げたけれど、あまりに選り分けが過ぎて、井上の内親王を穴を掘って

牢獄を作って押し込め申し上げなどしたので、その身のままに竜になって、ついに（百川を）

蹴殺させなさったと、言うようである。】 

 

203   一条摂政ハ朝成ノ中納言ヲ生霊ニマウケテ、義孝ノ

少将マデウセヌト云メリ。 

 ・「一条摂政」：藤原伊尹。邸宅が一条大路に面していた。 

・「朝成」：読みは「あさひら」または「ともなり」。伊尹と官職を争った。No. 205、『大鏡』、

『古事談』参照。 

・「マウケ」：思いがけなく身に受け（「もうける」『日本国語大辞典』）。 

・「義孝ノ少将」：伊尹の子、行成の父。「兄挙賢とともに美男で名高かったが、疱瘡のため挙賢

は朝に義孝は夕に死んだ。」（『日本国語大辞典』） 

【一条摂政（藤原伊尹）は（藤原）朝成の中納言を生き霊として身に受けて、義孝の少将まで

死んだというようである。】 
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204   ア〔サ〕ヒラハ定方右大臣ノ子也。 〔サ〕全：キ ・「定方」：藤原定方、三条右大臣。 

【朝成は（藤原）定方右大臣の子である。】 

 

205   「宰相ノ時ハ一条摂政ハ下臈ニテ競望ノアイダ放言

シ申タリケリ。大納言所望ノ時ハ摂籙臣ニナラレタ

ルニマイリテ、昔ハサウナク上ヘノボル事モナカリ

ケルニ〔良〕久シク庭ニ〔立テ〕、タマタマヨビ入テ

アハレタルニ、大納言ニハワガナルベキ道理ヲ立テ

ケルヲウチキヽテ、「往年納〔言〕トキハ放言セラレ

キ。今ハ貴閣ノ昇進ワガ心ニマカセタリ。世間ハハ

カリガタキ事ゾ」ト云テ、ヤガテ内ヘイラレニケレ

バ、ナノメナラズ腹立テイデケル〔。〕車ニマヅ笏ヲ

ナゲイレケル二ニワレニケリ。サテ生霊トナレリ」

トコソ江帥モカタリケレ。 

〔良〕国文：

ヤヽ、全：ヤ

ヤ 

〔立テ〕全：

立テテ 

〔言〕国全

文：言ノ 

〔。〕全：ニ 

・「生霊」：いきすだま、いきりょう。「生きている人の怨霊で、他人にとりつき、たたりをする

といわれるもの。」（「生霊」『日本国語大辞典』） 

・「宰相」：参議、「大臣、大中納言に次ぐ重職。令外の官。」（「参議」『日本国語大辞典』） 

・「放言」：「思いのままに言い散らすこと。勝手なことを言うこと。無責任な発言をすること。」

（『日本国語大辞典』） 

【「（朝成が）宰相の時は、一条摂政（伊尹）は位が低くて、競い臨む間に（朝成は一条摂政に

ついて）放言し申した。（朝成が）大納言所望の時は、摂籙の臣になられていた（一条摂政の）

ところに参って、昔は考えなく上へ登ることもなかったのでやや久しく庭に立って（待ってい

ると）、（一条摂政が）折よく呼び入れてお会いになった時に、（朝成が）大納言には自分がなる

べき（という）道理を立てたのを少し聞いて、（一条摂政は）「往年納言の時は（私について）

放言せられた。今は貴公の昇進は私の心のままである。世間は計りがたいことよ」と言って、

そのまま内へお入りになってしまったので、一方ならず腹を立てて出て行った。車にまず笏を

投げ入れたのが二つに割れてしまった。そうして生き霊となった」と江帥（大江匡房）も語っ

た。】 

 

206   三条東洞院ハアサ平ガ家ノアトナリ。  ・「東洞院」：「平安京の左京を南北に走る大通りの一つ。」（「東洞院大路」『日本国語大辞典』） 

【三条東洞院は朝成の家の跡である。】 

 

207   ソレヘハ一条摂政ノ子孫ハノゾマズナド申メリ。  【そこへは一条摂政の子孫は出向かないなどと申すようだ。】 

 

208   〔元〕方ノ大納言ハ天暦ノ第〔一〕皇子広〔平〕親

王ノ外祖ニテ、冷泉院ヲトリツメマイラセタリ。 

〔元〕全：知 

〔一〕国全

文：一ノ 

〔平〕全：季 

 

・「元方」：「元方の女祐姫は村上天皇との間に広平親王を儲けたが、藤原師輔の女安子との間に

生まれた憲平親王（冷泉天皇）が立太子したことから、悲嘆のうちに没した元方は、怨霊とな

って冷泉以後歴代の天皇に祟ったとされる。」（「藤原元方」『国史大辞典』） 

【元方の大納言は天暦（村上天皇）の第一皇子広平親王の外祖父で、冷泉院を厳しく責め申し

上げた。】 

 

209   顕光大臣ハ御堂ノ霊ニナレリ。  ・「顕光」：藤原顕光。「家柄と長寿で、一条・三条・後一条の三帝、二十六年間大臣の座にあっ

たが、朝儀の執行に疎く、従兄弟の藤原道長や、藤原実資らにしばしば批判された。一条天皇

女御とした女元子は皇子を出生せず、密通事件を起し、また東宮敦明親王御息所とした女延子

も、道長女の寛子との争いに敗れて憂死するなど後宮対策でも失敗、死後悪霊となって道長に

祟ったと伝えられる。」（｢藤原顕光｣『国史大辞典』） 

・「御堂ノ」：大系本頭注「藤原道長に対して」cf. 大隅訳「御堂（道長）を恨んで怨霊となっ

た。」 

【顕光大臣は御堂（道長）への（怨）霊になった。】 
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210   小一条〔院〕御シウトナリシユヘナドカヤウニ申也。 〔院〕全：院

ノ 

・「小一条院」：敦明親王、三条天皇の第一皇子。「後一条天皇即位と同時に東宮となった。この

とき、道長は娘の一条天皇中宮彰子が生んだ敦良親王（後朱雀）を東宮に立てたかったが、三

条天皇が譲位の際、敦明親王を東宮に立てることを強く主張したため、敦明親王が立った。そ

のため道長は壺切の剣を東宮に渡さず、その後も種々の圧迫を加えたため、翌寛仁元年（一〇

一七）八月九日、敦明親王は東宮を辞した。その結果、敦良親王が東宮となり、同月二十五日

敦明親王は小一条院の院号を授けられ、准太上天皇となった。」（「敦明親王」『国史大辞典』） 

【（顕光が）小一条院の御舅であったことなどからこのように申すのである。】 

 

211  338-4 サレド〔モ〕仏法ト云モノヽサカリニテ、〔智〕行ノ

僧ヲホカレバ、カヤウノ事ハタヽレドモ、事ノホカ

ナル事ヲバフセグメリ。 

〔モ〕全：な

し 

〔智〕全：知 

◎以下、仏法による怨霊への対処について述べる（ここで段落を分ける）。 

・「カヤウノ事」：弱い霊の祟りと取る。 

・「事ノホカ」：「思っていたことと違っているさま。多くは程度のはなはだしい場合にいう。思

いの外。」（『日本国語大辞典』）、想定外、格別。 

・「事ノホカナル事」：強力な霊の祟りと取る。 

【しかし仏法というものが盛りで智・行を兼ねた僧が多いので、このような（小さい）祟りは

祟るけれども、思いの外（強力）である祟りは防ぐようである。】 

 

212   マメヤカニ底ヨリタウトキ僧ヲタノミテ、三宝ノ益

ヲバウル也。 

 【真面目で根底から尊い僧を頼りにして、三宝の利益を得るのである。】 

 

213   九条殿ハ慈恵大師、御堂ハ三昧和尚・無動寺座主、

宇治殿ハ滋賀僧正ナド、カヤウニキコユメリ。 

 【九条殿（師輔）は慈恵大師（良源）、御堂は三昧和尚（慶円）・無動寺座主（慶命）、宇治殿（頼

通）は滋賀僧正（明尊）など、このように言われているようだ。】 

 

214   フカク世ヲミルニハ、讃岐院、知足院ドノヽ霊ノサ

タノナクテ、タヾ我家ヲウシナハント云事ニテ、法

性寺殿ハコナガラアマリニ器量ノ、手〔ガ〕クベク

モナケレバニヤ〔、〕ワガ御身ニハアナガチノ事モナ

シ。 

〔ガ〕国全

文：カ 

〔、〕全：。 

・「讃岐院」：崇徳上皇 

・「知足院」：藤原忠実、No. 182、218参照。 

・「サタ」：大系本では「忠実の怨霊を鎮めることの評定」、大隈訳では法性寺殿による「怨霊を

しずめる処置」の意味に取るが、ここでは「話題になっている事件」（『日本国語大辞典』）の意

味に取る。 

・「法性寺殿」：藤原忠通、忠実の子、No. 181-4、218, 219参照。「父関白が罷免された後、関

白を継いだが、弟頼長を愛する父と不和となって氏長者を奪われる。美福門院得子と結び鳥羽

法皇の信任を得て、保元の乱で弟頼長を倒して再び氏長者となる。」（『日本国語大辞典』） 

cf. 頼長：「父忠実は摂関家の勢威の回復を頼長に期待し、頼長が左大臣に進んだ翌年の 1150

年（久安 6）、摂政を頼長に譲るよう忠通に要求したが、拒絶されたため忠通を義絶するに至っ

た。頼長は忠通にかわって氏長者となり、さらに翌年正月には内覧の宣旨を受けて執政の権を

握った。しかし 55年（久寿 2）近衛天皇の死去を機として、鳥羽法皇の信任を失って失脚し、

さらに後白河天皇の践祚により皇子の践祚の望みを絶たれた崇徳上皇と手を結び、56年（保元

1）7月法皇の没後まもなく兵をあげたが、あえなく敗死した（保元の乱）。ときに 37歳。のち

朝廷は、その霊を慰め鎮めるため粟田宮を建て、崇徳上皇とともに祀った。」（「藤原頼長」『日

本大百科全書（ニッポニカ）』） 

【深く世を見る時には、讃岐院（崇徳上皇）・知足院殿（忠実）による霊の事件がなくて、ただ
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自分の家を滅ぼそうということ（だけ）で、法性寺殿（忠通）は子でありながら余りに器量が

優れ、（霊も）手をかけることができないからか、御自分の身には強引なことも被らない。】 

 

215   中ノ殿ノトクウセザマ、松殿・九条殿ノ事ニアハレ

ヤウ、コノイ殿ノタビ〔タビ〕トラレ給ヒテ、今マ

デ命ヲイケテアソビテコノ家ヲウシナハレヌル事

ト、後白〔河〕一代アケクレ事ニアハセ給フコトナ

ドハ、アラタニコノ怨霊モ何モタヾ道理ヲウル方ノ

〔コタ〕ウル事ニテ侍ナリ。 

〔タビ〕国：

「〲」とある

ため「ダビ」

か〔河〕国

文：川〔コタ〕

全：報 

・「中ノ殿」：藤原基実。No. 388参照。 

・「松殿」：藤原基房。No. 186, 187, 388, 390参照。 

・「九条殿」：藤原兼実。No. 186, 187, 189, 213, 389, 422参照。 

・「コノイ殿」：近衛殿、近衛基通。No. 188, 191, 388, 422参照。 

・「アラタニ」：大系本頭注「神仏の霊験が著しいこと」 

・「道理ヲウル方」：大系本頭注「正しく筋道を理解するもの」、大隈訳「怨霊になるべき道理」

は誤り。道理を得る側、正しい側の意。 

・「コタウル事ニテ侍ナリ」：大系本頭注「反応し得ることである」は誤り。報いるの意。 

【中殿（基実）が早く死ぬさま、松殿（基房）・九条殿（兼実）が事件に遭われるさま、近衛殿

（基通）が度々（地位を）取られなさって、今まで命を生かして遊びをしてこの家（＝摂籙の

家）をお失いになったことと、後白河が一代明け暮れ事件に遭われなさることなどは、あらた

かにこの怨霊でも何でもただ道理を得る方が報いることであります。】 

 

216   一〔ト〕アタリハタヾヤスヤストアル事ノ一大事ニ

ハナル也。 

〔ト〕国文：
ト 

・「一トアタリ」：「その事柄や人に、一度当たってみること。一通り当たってみること。」（『日

本国語大辞典』） 

【一通りではただ平穏無事で何ともないことが、一大事にはなるのです。】 

 

217   サヌキヨリヨビカ〔ハ〕シマイラセテ、京ニヲキタ

テマツリテ、国一〔ツ〕ナドマイラセテ、「御作善候

ベシ」ナド〔ニ〕テ歌ウチヨマセマイラセテアラマ

シカバ、カウホドノ事アルマジ。 

〔ハ〕国全

文：ヘ 

〔ツ〕国文：
ツ 

〔ニ〕全：ト 

【（崇徳上皇を）讃岐より呼び返し申し上げて、京に置き申し上げて、知行国一つなどを差し上

げて、「御作善なさりませ」などの言葉で、歌をちょっと詠ませ申し上げておりましたら、これ

ほどのことのあるはずがない。】 

 

218   知足院殿ヲモ申ウケテ、法性寺殿ノ御サタニハ、宇

治ノ常楽院ニスヱ申テ、イマスコシ庄ドモヽマイラ

セテ、ヲナジクアソビシテ管絃モテナシテヲハシマ

サマシカバ、カウホドノ事ハアルマジキ也。 

 【知足院殿をも申し受けて、法性寺殿の御処置では、宇治の常楽院に据え申して、今少し荘園

どもも差し上げて、同じく遊びをして管弦をもてなしておいでになりましたら、これほどのこ

とはあるはずがないのである。】 

 

219   法性寺殿ハ「ワガヲヤナレバ、流刑ノナキコソ〔ソ〕

マウノ事」トヲモハレタリケルニヤ。 

〔ソ〕全：ハ ・「」を追加。 

【法性寺殿は「自分の親であるから、流刑がないのが所望のこと」と思われていたのだろうか。】 

 

220   ソレモイハレタレド、我身ニアラタナルタヽリハナ

ケレドモ、イカニモ〔ノヽ〕ハカライハ、コレホド

ノヤウヲフカク思ヒトカヌトコロニ事ハイデクルナ

リ。 

〔ノヽ〕全：

イカニモ 

・「イカニ」：「わからない、または表現しにくい状態を、そのまま不定の状態として表わす。」

（『日本国語大辞典』）の意と取る。 

【それも一理あるけれど、自分の身にあらたかな祟りはないけれども、なんやら物の計らいは、

これほどのさまを深く思い解かないところに事件は出て来るのである。】 

 

221   人間界ニハ怨憎会苦、カナラズハタストコロナリ。  【人間界には怨憎会苦、必ず果をもたらすところである。】 
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222   タヾ口ニテ一言、ワレニマサリタル人ヲ過分ニ放言

シツレバ、当座ニムズトツキコロシテ命ヲウシナハ

ルヽナリ。 

 ・「放言」：No. 205参照。 

【ただ口で一言、自分に勝っている人に対して過分に放言したならば、その場でむんずと突き

殺して命を奪われるのである。】 

 

223   怨霊ト云ハ、センハタヾ現世ナガラフカク意趣ヲム

スビテカタキニトリテ、小家ヨリ天下ニモヲヨビテ、

ソノカタキヲホリマロバカサントシテ、讒言ソラ事

ヲツクリイダスニテ、世ノミダレ又人ノ損ズル事ハ

タヾヲナジ事ナリ。 

 【怨霊というのは、要するにただ現世にありながら深く意趣を結んで敵になって、小さい家か

ら天下にも及んで、その敵を穴を掘って転がし落とそうとして、讒言・空言を作り出すことで

（あり）、世が乱れ、また人が損なわれることは、ただ同じことである。】 

 

224   顕〔ニ〕ソノムクイヲハタサネバ冥ニナルバカリナ

リ。 

〔ニ〕国文：

ニヱ、全：ニ、

エ 

【顕（目に見える世界）でその報いを果たさねば冥（目に見えない世界）になるばかりである。】 

 

225   聖徳太子ノ十七条ノ中ニ、「嫉妬ヲヤメヨ、嫉妬ノ思

ヒハソノキハナシ。カシコクヲロカナル事ハ、又タ

マキノハシナキガゴトシ。我一人エタリトナ思ヒソ」

トイマシメテ、「宝アル〔モノ〕、ウレヘハヤスヤス

トトホルナリ。石ヲ水ニナゲイルヽヤウ也。マヅシ

キ者ノウレヘハカタクテトホル事ナシ。水ニテ岩ヲ

ウツヤウ也」ト仰ラレタル〔。〕 

〔モノ〕国

文：者ノ、

全：モノノ 

〔。〕全：、 

◎以下、聖徳太子の理想が照らし出す乱れた現実と治世への可能性について述べる。 

・憲法十七条の引用は原文通りではないため、原文の訓み下し文を掲げる。（岩波文庫『日本書

紀（四）』による。） 

・第十四条「群臣百寮、嫉み妬むこと有ること無れ。……嫉み妬む患、其の極を知らず。……」 

・第十条「……相共に賢しく愚なること、鐶の端无きが如し。……」 

・第十条「……我独り得たりと雖も、衆に従ひて同じく挙へ。」 

・第五条「……財有るものが訟は、石をもて水に投ぐるが如し。乏しき者の訴は、水をもて石

に投ぐるに似たり。……」 

【聖徳太子の（憲法）十七条の中に、➊「嫉妬を止めよ、嫉妬の思いはその極りがない。❷賢

いこと愚かなことは、また環の端がないような（終わりがない）ものである。自分一人（だけ）

が心得ていると思うな」と戒めて、❸「宝（＝財）ある者は、憂いはやすやすと通る。石を水

に投げ入れるようである。貧しい者の憂いは堅くて通ることがない。水で岩を打つようである」

と仰せられたこと。】 

 

226   コノ三事ノセンニテハ侍ルヲ、世ノスエザマ、当時

ノ世間ニハサルイマシメノアルカトダニモ思ハデ、

ワザトコレヲメデタキ事ニ思テ、スコシモタマシイ

アラント思ヒタル人ハ、物ネタミト自是非他ト追従

マイナイトニテ、コレガヒトヘニ世ヲモタンニハナ

ンノ候ハンゾ〔ナ〕〔。〕 

〔ナ〕全：次

の文に「ナ」

をつなげて

「ゾ。ナアザ

ヤカアザヤ

カ…」とする 

〔。〕国なし 

・「ナン」：大系本頭注「難」に従う。 

【この三つが事の要点ではありますのを、世の末のありさまで、現在の世間にはそのような戒

めがあるかとさえも思わないで、わざとこれ（戒めがないこと）をめでたいことに思って、少

しでも魂を持とうと思っている人は、➊物妬みと、❷自分を是、他人を非とすることと、❸追

従・賄賂とをしていて、これがひとえに世を治めることには難がありましょうぞ。】 

 

227   アザヤカアザヤカト侍ル〔モノ〕カナ。 〔モノ〕全な

し 

【はっきりくっきりとありますものかな。】 

 

228   ヲサマレル世ニハ官人ヲモトム、ミダレタル世ニハ

人官ヲモトムト。 

 ・出典：憲法十七条の第七条「……古の聖王、官の為に人を求めて、人の為に官を求めず。」 

【治まっている世には官が人を求める、乱れた世には人が官を求めると（いうことが）。】 
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229   コノ比ノ十人大納言三位五六十人、コ院ノ御時マデ

モ十人ガ内外ニテコソ侍シ〔カ〕〔。〕 

〔カ〕文：ガ 

〔。〕全：、 

【この頃の十人の大納言、三位が五、六十人、故院（後白河法皇）の御時までも十人の前後で

した（のに）。】 

 

230   ユゲイノゼウ・ケビイシハカズモサダマラズ。  ・「ユゲイノゼウ」：衛門の尉の別称。「検非違使を兼任するのが例であった。」（『日本国語大辞

典』） 

・「ケビイシ」：令外の官。 

【靫負尉や検非違使は数も定まらない。】 

 

231   一度ノ除目ヲミレバ、靫負尉・兵衛尉四十人ニヲト

ルタビナシ。 

 ・「兵衛尉」：「令制で、左・右兵衛府の第三等官。大・少がある。」（『日本国語大辞典』） 

【一度の除目を見ると、靫負尉・兵衛尉が四十人を下る時はない。】 

 

232   千人ニモナリヌラン。  【千人にもなってしまうだろう。】 

 

233   人官ヲモトメテ、ソクラウワキザシヲタヅネテネガ

フモノハ、近臣〔恪〕勤ノ男女ニテアランニ〔ハ〕

左右ニヲヨバヌコトゾカシ。 

〔恪〕国全：

格 

〔ハ〕全：テ 

・「人官ヲモトメ」：No. 228参照。 

・「ソクラウ」：贖労。「奈良・平安時代の売官の一種。財物・金銭を納めて官位を買うこと。ま

た、その財貨。贖労銭（しょくろうせん）。」（「ぞくろう」『日本国語大辞典』）「平安時代にはも

っぱら「贖労」とだけ記され、本来の労を続ける意味は消滅し、位を買うための叙料、官職を

買うための任料と同義で用いられるようになった。」（「ぞくろう」語誌、『日本国語大辞典』） 

・「ワキザシ」：脇差。「ほうびとして賜わる巻絹。賜わると腰にさして退出するところからいう。

こしざし。」（『日本国語大辞典』） 

・「恪勤」：かくご。「任務や職務などをまじめに勤めること。令制では、官人の勤務評定の際、

最も重要な項目の一つとされた。精勤（せいきん）。かくごん。」（『日本国語大辞典』） 

・「左右ニヲヨバヌ」：そうに及ばず。「いうまでもない。もちろんのことである。」（『日本国語

大辞典』） 

【人が官を求めて、贖労（売官）・腰差（褒美）を探して願う者は、近臣精勤の男女になるがた

めにはもちろんのことなのだよ。】 

 

234   サマデハヲモヒヨラズ。  【そうまでなるとは思いも寄らなかった。】 

 

235   マコトニハ、末代悪世、武士ガ世ニナリハ〔テ〕、末

法ニモイリニタレバ、タヾチリバカリコノ道理ドモ

ヲ君モヲボシメシイデヽ、コハイカニトヲドロキサ

メサセ給テ、サノミハイカニコノ邪魔悪霊ノ手ニモ

イルベキトヲボシメシ、近臣ノ男女モイサヽカヲド

ロケカシトノミコソ念願セラレ侍レ。 

〔テ〕国文：

テヽ、全：テ

テ 

【本当のところは、末代悪世、武士の世に成り果て、末法にも入ってしまったので、ただ塵ほ

どこの道理どもを君もお思いだしになって、これはどういうことだと驚きお目覚めになられて、

そのようにいてばかりでは、どうしてもこの邪魔・悪霊の手にも入ってしまうに違いないとお

思いになり、近臣の男女も少しは目を覚ませよとばかり念願されます。】 

 

236   又武士将軍ヲウシナイテ、我身ニハヲソロシキ物モ

ナクテ、地頭地頭トテミナ日本国ノ所当トリモチタ

 ・「所当」：租税 

【また武士将軍をなくして、我が身には恐ろしいものもなくなって、地頭地頭といってみな日
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リ。 本国の租税担当である。】 

 

237   院ノ御コトヲバ、近臣ノワキ、地頭ノ得分ニテコソ

グレバ、ヱマズト云事ナシ。 

 【院の御事を、近臣の脇腹を、地頭のもうけでくすぐれば、笑わずということがない。】 

 

238   武士ナレバ、当時心ニカナハヌ〔物〕ヲバヲレヲレ

トニラミツレバ、手ムカイスル物ナシ。 

〔物〕文：者 ・「ヲレヲレ」：おれおれ。『日本国語大辞典』では「相手にけしかけたり、働きかけたりすると

きのことば。」とした上で、本項を二つ目の用例として挙げ、その補注に「「愚管抄」の例は「自

分が自分が」の意ともみられるが、「今昔物語」の例と合わせ考え、やはり相手に働きかける意

を含んだことばと見られる。」とする。 

【武士だと、その時心に叶わぬものをオラオラと睨むので、手向かいする者はない。】 

 

239   タヾ心ニマカセテント、ヒシト案ジタリト今ハミユ

メリ。 

 【（だから）ただ心に任せてやってしまおうと、ひしと案じていると今は見えるようだ。】 

 

240   サテコレラノヒガ事ノツモリテ大乱ニナリテ、コノ

世ハ我モ人モホロビハテナンズラン。 

 【そうしてこれらの間違いが積もって大乱になって、この世は自分も人もみな滅び果ててしま

おうとしている。】 

 

241   大ノ三災ハマダシキ物ヲ、サスガニ仏法ノヲコナイ

モノコリタリ。 

 ・「三災」：「世界が壊滅する劫末のときに起こるという三つの災害。減劫の終わりに起こる刀兵

災・疾疫災・飢饉災を小三災といい、壊劫の終わりに起こる火災・水災・風災を大三災という。」

（『例文 仏教語大辞典』） 

【大の三災はまだ来ていないものの、さすがに仏法の修行も（滅びず）残っている。】 

 

242   宗廟社稷ノ神モキラ〔キラ〕トアンメリ。 〔キラ〕国全

文：〲 

【宗廟・社稷の神もキラキラとあるように見える。】 

 

243   タヾイサヽカノ正意トリイダシテ、無顕無道ノ事ス

コシナノメニナリテ、サスガニコレヲワキマヘタル

人、僧俗ノ中ニ二三人四五人ナドハアルラン〔物〕

ヲ、コレヲメシイダシテ、天下ニツカヘラレヨカシ。 

〔物〕全：者 ・「無顕」：『日本国語大辞典』は本項を用例として挙げ「（無間の誤記か）無間業のこと」とす

る。 

【ただ少しばかりの正しい心を取り出して、無間・無道のことが少し（落ち着き）緩やかにな

って、さすがにこうしたことをわきまえた人は、僧俗の中に二、三人、四、五人などはいるだ

ろう者を、これを召し出して、天下に仕えられ（仕えさせ）よ。】 

 

244   事ノ詮ニハ、人ノ一切智具足シテマコトノ賢人・聖

人ハカナウマジ〔、〕スコシモ分〔分〕ニ主トナラン

人ハ、国王ヨリハジメマイラセテ、人ノヨシアシヲ

ミシリテメシツカイヲハシマス御心一〔ツ〕ガ、ヤ

スカルベキ事ノ詮ニナル事ニテ侍ナリ。 

〔、〕全：。 

〔分〕国：々 

〔ツ〕国文：
ツ 

 

【事の究極には、人が一切智を具足して本当の賢人・聖人になることはできまい、少しでも分

相応に主となるような人は、国王より始め申し上げて、人の良し悪しを見知って召し使いなさ

る御心一つが、安心できるはずの事の究極になることであります。】 

 

245   ソレガワザトスルヤウニ、何事ニモ、サナガラカラ

スヲウニツカハルヽコトニテ侍メレバ、ツヤツヤト

ヨノウセ侍リヌ〔ル〕ゾトヨ。 

〔ル〕全なし 【それが、わざとするように、何ごとでも、まるで烏を鵜に使われることでありますようだと、

まるっきり世が滅びてしまいますぞということよ。】 

 

246  341-12 又道リト云物ハヤスヤスト侍ゾカシ。  ◎以下、後の世の再興について提言する（ここで段落を分ける）。 

【また、道理というものはやすやすとあるものですぞよ。】 
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247   ソレワキマヘタラン臣下ニテ、武士ノ勢アランヲメ

シアツメテ仰セキカセバヤ。 

 【それをわきまえているだろう臣下で、武士の勢いがあるようなのを召し集めて仰せを聞かせ

たい。】 

 

248   ソノ仰セコトバヽ、「先武士ト云モノハ、今ハ世ノ末

ニ一定当時アルヤウニモチイラレテアルベキ世ノ末

ニナリ〔タリ〕トヒシトミユ。サレバソノヤウハ勿

論也。ソノ上ニハコノ武士ヲワロシトヲボシメシテ、

コレニマサリタルトモガライデクベキニアラズ。コ

ノヤウニツケテモ世ノ末ザマハイヨイヨワロキ者ノ

ミコソアランズレ。コノトモガラホロボサンズル逆

乱ハイカバカリノコトニテカハアルベキナレバ、冥

〔ニ〕天道ノ御サタノホカニ、顕ニ汝等ヲニクヽモ

ウタガイモヲボシメスコトハナキ也」。 

〔タリ〕全

文：ニタリ 

〔ニ〕国：ニ 

・「イカバカリノコトニテカハアルベキ」：大系本頭注「どれほどのことでもあり得ない」、大隅

訳「どれほどのことにもなるまい」では過小評価となるが、もっと大きな事態を指していよう。 

【その仰せ言葉とは、「まず武士というものは、今は世の末で、定めし現在あるように用いられ

てあるべき世の末になったとひしと見える。だからそのありさまは言うまでもない。その上で

は、この武士を良くないとお思いになって（も）、これに勝っている輩が出て来るはずもない。

このありさまにつけても、世の末ざまはいよいよ良からぬ者ばかりとなるだろう。この輩を滅

ぼそうとする逆乱は、どれほどのことになろうかわからぬほどのものだから、冥（目に見えな

い世界）における天道のお沙汰のほかに、顕（目に見える世界）において汝らを憎くも疑わし

くもお思いになることはないのである」。】 

 

249   地頭ノ事コソ大事ナレ〔。〕 〔。〕全：、 【地頭のことが大事である。】 

 

250   コレハシズカニシズカニヨクヨク武士ニ仰合テ御ハ

カライアルベキ也。 

 【これは静かに静かによくよく武士にご相談になって、お計らいあるべき（こと）である。】 

 

251   コレトヾメラレマイラセジトテ、ムカヘビヲツクリ

テ朝家ヲオドシマイラスル事モアルベカラズ。 

 ・「ムカヘビ」：むかひび「向火」。「野火などの燃え進んでくる火に対して、火勢を弱め進行を

くい止めるためにこちらからつける火。むかえび。」（｢向火｣『日本国語大辞典』） 

【これ（＝武士）をお止めになろうとは（朝廷に）させ申し上げまいといって、向かい火を作

って朝廷を脅し申し上げることもあってはならない。】 

 

252   サレバトテ又ヲヂサセタマウベキコトニモアラヌナ

リ。 

 【だからといってまたお恐れになられるべきことでもないのである。】 

 

253   タヾ大方ノヤウノ武士ノトモガラガ、今ハ正道ヲ存

ベキ世ニナリタル也。 

 【ただ普通のさまの武士の輩が、今は正道を保つべき世になったのである。】 

 

254   コノ東宮、コノ将軍ト云ハワヅカニ二歳ノ少人ナリ。  ・「コノ東宮」：懐成親王、仲恭天皇 

・「コノ将軍」：頼経 

【この東宮、この将軍というのはわずかに二歳の少年である。】 

 

255   コレヲツクリイデ給フコトハヒトヘニ宗廟ノ神ノ御

サタアラハナル。 

 【これを作り出しなさることは、ひとえに宗廟の神のお沙汰がはっきりとしていること。】 

 

256   東宮モ御母ハミナシ子ニナラレタリ。  【東宮も御母はみなしごになられた。】 

 

257   祈念スベキ人モナシ。  【（東宮を）祈念すべき人もいない。】 
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258   外祖父ノ願力ノコタフランヲバシラネドモ、カヽル

コトイマイデキ給ベシヤハ。 

 【外祖父の願力が応えるのかもしれないけれど、このようなことが今できなさるのだろうか。】 

 

259   将軍又カヽル死シテ源氏平氏ノ氏ツヤツヤトタユベ

シヤハ。 

 【将軍もまたこのような死をもって源氏・平氏の氏が全く絶えることがあるだろうか。】 

 

260   ソノカハリニコノ子ヲモチヰルベシヤハ。  【その代わりにこの子を用いるべきか。】 

 

261   一定タヾコトニハアラヌ也。  【定めしただ事ではないのである。】 

 

262   昔ヨリナリユク世ヲミルニ、スタレハテヽ又ヲコル

ベキ時ニアイアタリタリ。 

 【昔から成り行く世を見ると、廃れ果ててまた起こるべき時に当たっている。】 

 

263   コレニスギテハウセムトテハイカニウセムズルゾ。  【これ以上になると、消えようといってどのように消えることができるのだ。】 

 

264   〔記典〕・明経モスコシハノコレリ。 〔記典〕全：

紀伝 

【記典・明経も少しは残っている。】 

 

265   明法・法令モチリバカリハアンメリ。  【明法・法令も塵ばかりはあるようだ。】 

 

266   顕密ノ僧徒モ又過失ナクキコユ。  【顕密の僧徒もまた過失がないと聞こえる。】 

 

267   百王ヲカゾフルニイマ十六代ハノコレリ。  【百王を数えるとあと十六代は残っている。】 

 

268   今コノ二歳ノ人々ノヲトナシク成テ、世ヲバウシナ

イモハテ、ヲコシモタテムズルナリ。 

 【今この二歳の人々が大人になって、世を滅ぼすことも終わり、（世を）興すことも始めようと

するのである。】 

 

269   「ソレ今廿年マタンマデ武士ヒガコトスナヒガコト

スナ、ヒガコトセズハ自余ノ人ノヒガコトハトヾメ

ヤスシ」ト仰キカセテ、神社・仏事、祠官・僧侶ニ

ヨケラカナラン庄薗サラニメヅラシクヨセタビテ、

「コノ世ヲ猶ウシナハン邪魔ヲバ、神力・仏力ニテ

ヲサヘ、悪人反〔道〕ノ心アラントモガラヲバ、ソ

ノ心アラセヌサキニメシトレト祈念セヨ」ト、ヒシ

ト仰ラレテ、コノマイナイ献芹スコシトヾメラレヨ

カシ。 

〔道〕国全

文：逆 

・「献芹」：「君主に物品を奉ること。物を贈ること。また、その進上物をへりくだっていうのに

も用いる。粗品。寸志。」、典拠は「呂氏春秋」の「野人美芹、願献之至尊」。（『日本国語大辞典』） 

【「それ、あと二十年待つまで武士は間違いするな間違いするな、間違いしなければその他の人

の間違いは止めやすい」と仰せ聞かせて、神社・仏事、祠官（神主）・僧侶に良さそうな荘園を

さらに珍しく集め与えて、「この世をなお滅ぼそうとする邪魔を、神力・仏力で押さえ、悪人・

反道の心を（うっかりしたら）持ちそうな輩を、その心を持たせぬ前に召し捕れと祈念せよ」

と、ひしと（びしっと）仰せられて、この賄賂・寸志を少しお止めになれよ。】 

 

270   世ニヤスカリヌベキコトカナトコソ、神武ヨリ〔ケ

フ〕マデノ事ガラヲミクダシテ思ヒツヾクルニ、〔コ〕

ノ道理ハサスガニノコリテ侍ル物ヲトサトラレ侍

レ。 

〔ケフ〕全：

今日（ルビ：

こんにち） 

〔コ〕全：ソ 

【世にとって安らかであるべきことよと、神武より今日までの事柄を見渡して思い続けると、

この道理はさすがに残ってありますものをと、悟られます。】 

 

271   アナヲヽノ申ベキコト〔ノ〕ヲオサヤ。 〔ノ〕全なし 【嗚呼多いと申すべき事の多さよ。】 
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272   タヾチリバカリカキツケ侍ヌ。  【ただ塵ほど（のこと）を書き付けました。】 

 

273   コレヲコノ人々ヲトナシクヲハシマサンヲリ御覽ゼ

ヨカシ。 

 【これをこの人々が大人におなりになった折に御覧なされよ】 

 

274   イカヾヲボシメサン。  【どのようにお思いになるだろう。】 

 

275   露バカリソラコトモナク、最真実ノ（真実ノ）世ノ

ナリユクサマ、カキツケタル人モヨモ侍ラジトテ、

タヾ一スヂノ道理ト云コトノ侍ヲ〔カキ〕侍リヌル

也。 

〔カキ〕国

文：書置、

全：書キ置キ 

・「真実ノ」：文明本（大系本）による。 

【露ほどの嘘事もなく、最も真実が真実の世になりゆくさまを書き付けた人も全くありますま

いといって、ただ一筋の道理ということがございますのを書いたのです。】 

276 343-13 又コトノセン一侍リケリ。  ◎以下、上皇・近臣による現在の政治の傾向と、それを正すべく出現した摂家将軍について述

べる。 

・「セン（詮）」については、cf. No. 33。石田訳は「詮（大切なこと）」として、注に「字義は

仕業の効、煎じつめるところ（結局・所詮）、詮議・選択ないしは事理を具説すること、事の謂

う所、道の依る所などであるが、現代語に訳しにくい」と記す。 

【またものごとの肝腎なところが一つあったことですよ。】 

 

277   人ト申モノハ、センガセンニハ「ニルヲ友トス」ト

申コトノ、ソノセンニテハ侍ナリ。 

 cf. 「せんが詮」：「最後の最後。最究極」(『角川古語大辞典』)。 

cf. 「にるを友とす」：「ことわざ。心持ち・性質の似た者が親しくなる、親しい者どうしは似

ているという意。『諺苑』に「似たるを友とす」とある」（『角川古語大辞典』）。 

【人と申すものは、行き着く究極のところにおいては「似るを友とする」と申すことが、その

肝腎なところであるのです。】 

 

278   ソレガ世ノ末ニ、ワロキ人ノサナガラ一ツ心ニ同心

合力シテ、コノ世ヲトリテ侍ニコソ。 

 ・「世ヲト（ル）」の「世」について、大系本頭注・全註解通解・石田訳が「国の政治」「国政」

「世（国政）」とする一方、大隅訳・森訳は「世」のままとする。政治に限定しないほうがよい

と考え、試訳は「世の中」とする。 

【だから世の末に、よくない人がよくない心のまま一つ心に同心合力して、この世の中を自分

のものにしてしまうのです。】 

 

279   ヨキ人ハ又ヲナジクアイカタラヒテ同心ニ侍ベキ

ニ、ヨキ人ノアラバヤハ合力ニモヲヨブベキ。 

 ・石田訳のように、No. 280とあわせて一文と解する可能性もあるが、心内文の範囲を定めが

たいため、試訳は二文とした。 

・「アラバヤハ」は「アラバコソ」と同様に解した。先行研究もほぼ同様である。 

cf. 「あらばこそ」：「①（条件句を構成して、これを受ける句に推量の助動詞を伴うのが普通）

もしあれば。…であれば。全体で、「ないのだから（…ではないのだから）…しない」という反

語的な気持を表わす。②（中世以後に発生。無いの意を強調して）あるどころではない。そん

なものなどない」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「あらばこそ」［連語］：「①（下に推量の表現を伴って）もし…であるなら、それこそ（…

だろうが、そうではないのだから…でない）。…であるのならともかく。②（文末に用いて）強



50 
 

い否定の意を表す。あるはずがない。ありはしない」（『小学館 全文全訳古語辞典』）。 

cf. 「やは」〔係助詞〕：「係助詞「や」と「は」の重なったもの。文中、文末において疑問・反

語・勧誘などの意を表す。単独の「や」に比べて、反語になることが多い。①疑問の意を表す。

②反語の意を表す。③「やは…ぬ」の形で、勧誘・希望の意を表す。④強い詠嘆の意を表す」

（『角川古語大辞典』）。 

cf. 大系本頭注「（ヨキ人ノ）あったならば合力することになるであろうが、ないからできない」。 

cf. 全註解釈注「よい人があるならば合力（協力）にも及ぶべきだろうや。「や」は反語」。 

cf. 大隅訳 「よい人があれば協力しあおうものを、ない以上なんともしようがない」。 

cf. 石田訳「よい人がおれば力を合わせも出来るが、力を合わすべきよい人もいない、ああ悲

しいことだと思いながら、わずかに神仏の御処置をお願いするばかりである」。 

cf. 森訳「「善き人がいてほしいものだ」（というくらいにいないので）は合力に及ぶことがで

きるだろうか（いや、できない）」。 

【よい人はまた（よくない人の場合と）同じく（自分と似る人と）互いに語らって心を同じく

するでしょうけれど、もしよい人がいれば合力にも至り得るが、いないのだから合力に至り得

ない。】 

 

280   「アナカナシヤ」ト思ツヽ、イサヽカ仏神ノ御サタ

ヲアフグバカリナリ。 

 【「ああ悲しいことだ」と思いながら、わずかに仏神の御沙汰を仰ぐばかりである。】 

 

281   モチヰル時ハトラトナルベキ人ハサスガニ候ランモ

ノヲ、ヨキ物ハ世ノヤウヲミテサシイデヌニコソ侍

ラメ。 

 ・石田訳は「虎」に注して、「底本は「とら」、三虎（三人の偉い人。後漢の賈彪、また北斉の

陸曄の各兄弟三人）のことか」と記す。 

cf. 「虎」：「①動物名。食肉目ねこ科の猛獣。②比喩的に用いて、勇猛果敢な者。また、恐れ

重んじられる者。『文選』巻四十五所収の東方朔の「答客難一首」中の「之を用ひるときは則ち

虎と為り、用ひざるときは則ち鼠と為る」という文章を踏まえることが多い。③酔っ払い。酒

に悪酔いして暴れる人。④猫の異名。飼猫の呼び名」（『角川古語大辞典』）。 

【用いる時は虎となることのできる（有能な）人は、そうはいってもおりましょうが、よい者

は世の中のありようを見て出しゃばらないのでしょう。】 

 

282   カクコノ世ノウセユク事ハ、君モ近臣モソラコトニ

テ世ヲオコナハルメリ。 

 ・「ソラコト」「ソラ事」（No. 282-284）について、大隅訳は「嘘」、全註解釈注は「無実の事。

欺瞞」とするが、石田訳「そらごと」森訳「虚言」と同様、試訳では「そらごと」のままとす

る。具体的には、たとえば「物ネタミト自是他非ト追従マイナイ」（No. 226）など、「聖徳太子

ノ十七条」（No. 225）に定められていないことがらを指すと考えられる。 

cf. 「そらごと（空言・虚言・空事）」：「事実でない事柄、またはことば。本心でないことば。

うそ。また、意味のない、空しいこと。また、根拠のないうわさ。そらことば。むなごと。そ

らっこと」（『日本国語大辞典』）。 

【このようにこの世の中（を支える制度）が失せゆくことから見て、君も近臣もそらごとによ

って世の中を動かしているものと見える。】 

 

283   ソラ事ト云物ハ朝〔議〕ノ方ニハイサヽカモナキコ 〔議〕全文： 【そらごとというものは朝廷の評議の方面には少しもない（あってはならない）ことである。】 
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ト也。 儀  

284   ソラ事ト云物ヲモチヰラレンニハ、ヨキ人ノ世ニヱ

アルマジキ也。 

 【そらごとというものを用いられる時には、よい人が世にいられなくなるに違いないのであ

る。】 

 

285   サヤウノ事モ中中世ノ末ニハ、民ハ正直ナル将軍ノ

イデキテタヾサズ〔ハ〕、ナヲルカタアルマジキニ、

カヽル将軍ノカクイデクル事ハ大菩薩ノ御ハカラヒ

ニテ、文武〔兼ジ〕テ威勢アリテ世ヲマモリ君ヲマ

モルベキ摂籙ノ人ヲマウケテ、世ノタメ〔人ノタメ〕

君ノ御タメニマイラセラルヽヲバ、君ノヱ御心得ヲ

ハシマサヌニコソ。 

〔ハ〕国全

文：バ〔兼ジ〕

全：兼備シ

〔人ノタメ〕

全：なし 

・「民ハ」について、先行研究は「民は」と解するもの、「民から」と解するもの、「民」を「武」

の誤字と解するものに分かれる。試訳は全註解通解・大隅訳と同様に「民は」の意に解した。 

cf. 大系本「民ハ正直ナル将軍」頭注「朝廷の支配組織の一員である臣ではなくて支配対象の

人民のなかから出た、しかも正直な将軍。ことによると「民」は「武」の誤記か」。 

cf. 全註解通解「民は正直な将軍が出て来て、正さないならば、直りようがあるまいに」。 

cf. 大隅訳「民は心の正直な将軍が出てきて正さなければ、なおりようもないであろうと思わ

れる」。 

cf. 石田訳「民から正直な将軍がでてきて正さないならば、容易にはなおるまいと思われるが」。

注に「「民は」の意味不明。仮りに「民から」と訳しておく」と記す。 

cf. 森訳「武（士）の方面は正直な将軍が出てきて正さなければ直る向きもないだろうに」。注

に「前後の文で民は問題になっておらず、また「民ハ」を民からの意に解することも困難であ

る。直後の文で「文武」が言われているため、ここは「民」を「武」の誤字と見るべきであろ

う。（後略）」と記す。 

・「正直」の用例は一例のみ。神仏（八幡大菩薩）に対し、素直で嘘のないありようを指すか。 

・「カヽル将軍ノ」以下 No. 286までについて、森は補註に「慈円は三寅（九条頼経の幼名。引

用者注）が摂家将軍となったことを随喜したが、文武兼行して威勢ある摂籙の意義が後鳥羽院

に理解されていないことを危惧していた（三三六、三四四、三四六頁）。そのためもあって、随

所で摂家将軍の意義を力説している。ただし慈円は恐らく、後鳥羽院に諫言するために『愚管

抄』を著したのでなく、当時二歳の東宮懐成親王が後に同書を読んで後鳥羽院のような君にな

らないことを願っていたのであろう」と記す。 

・「世」「人」の対については、cf. No. 19, 111以下。また、「世」「君」の対については、cf. 

No. 333。 

【そのようなこと（上皇とその近臣らの、そらごとによる政治）もかえって世の末には、民は

正直な将軍が出てきて正さなければ、直る方法がありそうにないところ、こうした（摂家）将

軍がこのように現れることは（八幡）大菩薩のおはからいであり、文武を兼ね威勢があり世を

守り君を守ることのできる摂籙の人を用意して、世（世の中全体）のため人（個々の人）のた

め君の御ために（八幡大菩薩が）進上されるのだが、（そのことを）君が御理解なされずにいら

っしゃるのですよ。】 

 

286   コレコソユヽシキ大事ニテ侍レ。  【これこそとんでもない大事であります。】 

 

287   コレハ君ノ御タメ摂籙臣ト将軍トヲナジ人ニテヨカ

ルベシト、一定テラシ御サタノ侍ル物ヲ。 

 

 ・「侍ル物ヲ」のあと、大系本本文のほか、全註解通解・大隅訳・森訳も読点と解するが、石田

と同様、句点に改め、「物ヲ」は終助詞と解する。 

cf. 「ものを」：「〔終助詞〕①詠嘆を表わす。②特に、実状に対する不満や残念の気持をこめて
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 の詠嘆を表わす。〔接続助詞〕①逆接を表わす。のに。けれども。②順接を表わす。から。近世

以後の用法」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 全註解通解「これは君のため摂政臣と将軍とが同じ人でよかろうと、たしかに照覧して御

指図のあるものを、その理由は顕著である」。 

cf. 大隅訳「これは君の御ためには摂籙の臣と将軍とが同じ人であるのがよいであろうと、確

かに照覧なさって御指図があったのだということであって、その理由は明らかなのである」。 

cf. 石田訳「このことは、君のために、摂政の臣と将軍とが同じ人であることがよいであろう

と、まちがいなく、八幡大菩薩が照覧し御処置なさっているのであるよ。その理由は明らかで

ある」。 

cf. 森訳「これは「君のため摂籙臣と将軍とが同じ人でよいだろう」と、間違いなく（大菩薩

が）照覧し御処置がある（ことによるもので）、その理由は明らかだ」。 

【これは君の御ために摂籙の臣と将軍とが同じ人であるのがよかろうと、確かに（八幡大菩薩

が）照覧し御沙汰がありましたのに。】 

 

288   ソノユヘアラハナリ。  【その理由は明らかである。】 

 

289   謀反スヂノ心ハナク、シカモ威勢ツヨクシテ、君ノ

御後見セサセムト也。 

 【（摂家将軍には）謀叛のすじ（方面）の心はなく、しかも威勢が強いので、君の御後見をさせ

ようというのである。】 

 

290   カク御心ヱラレヨカシ。  【このように確かに御理解なされよ。】 

 

291   陽成院御事テイナランタメナドコソ、イヨイヨメデ

タカルベケレ。 

 ・「陽成院御事」とは、藤原基経が陽成天皇の伯父として摂政になりながら、陽成の資質を疑い

退位させ、外戚関係のない光孝天皇を即位させたことを指す。cf. ⅢNo. 281.  

cf. 「テイ（体・躰）」〔接尾語〕：「①そのような様子。そのような類。②そのような程度。そ

のくらい。主に人を表す語に付け、おとしめる気持で用いることが多い」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 「テイ（体）」〔接尾語〕：「名詞や用言の終止形などに付いて、それに類似のもの、同程度

のものを表わす。…などのようなもの。…風情。（後略）」（『岩波古語辞典』）。 

cf. 大系本「テイナランタメ」頭注「などのようなことになるため」。 

cf. 全註解通解「陽成院のご状態であろうがためなど」。「御事てい」の釈注に「「御事態」か。

「御ていたらく」の意味か」と記す。 

cf. 大隅訳「昭宣公基経が陽成天皇を退位させて世を守った例などのようなことになるために

は」。 

cf. 石田訳「陽成天皇のような御事態にならないためであれば」。石田は原文を「陽成院御事態

ならぬ為などこそ」に作り、注に「底本は「御事ていならんため」。意味通ぜず。仮にこう漢字

をあてておく」と記す。 

cf. 森訳「（基経によって廃位された暗君）陽成院の御事のようなものになるようなためなど

は」。 

【陽成院の御事と同様であろうがためなどということも、ますますすばらしいことである。】 
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292   ソレヲフセギヲボシメシテハ、君コソ太神宮・八幡

ノ御心ニハタガハセヲハシマサンズレ。 

 ・「太神宮・八幡ノ御心」については、cf. No.298「太神宮・大菩薩ノ御心」。 

【それをさえぎろうとお思いになるなら、君（後鳥羽院）こそが太神宮（天照大神）・八幡（大

菩薩）の御心にきっと背いていらっしゃるだろう。】 

 

293   コヽヲ構テ君ノサトラセタマウベキ也。  【この点を是非とも君がおさとりにならなければならないのである。】 

 

294   コノ藤氏ノ摂籙ノ人ノ、君ノタメ謀反ノカタノ心ヅ

カイハケヅリハテヽ、アルマジトサダメラレタルナ

リ。 

 ・「アルマジ」について、全註解通解・大隅訳は「あってはなるまい」「そんな心があってはな

らない」、石田訳・森訳は「全くないはずだ」「これっぽちもあるはずがない」とする。 

【この藤原氏の摂籙の人は、君のため謀叛の方面の心遣いは削り果てて、当然ないはずと定め

られているのである。】 

 

295   サテシカモ「君ノワロクヲワシマサンズルヲ、ツヨ

クウシロミマイラセテ、王道ノ君ノスヂヲタガヘズ

マモリタテマツレ」〔ニ〕テ侍レバ、陽成院ノヤウニ

ヲ〔ボ〕シマサン君ハ御タメコソアシカランズレ。 

〔ニ〕全：ト、

〔ボ〕全：ハ 

・「王道」については、cf. No. 35, 47, 179。 

cf. 全註解通解「王道の君の道理を違えず守り奉れ」。 

cf. 大隅訳「君が王道の道理をふみ違えたりなさらないようにお守りせよ」。 

cf. 石田訳「王道という君の筋道を違えないように、お守り申し上げよ」。 

cf. 森訳「王道の君が筋を違えず（にいられるように）護り申し上げろ」。 

cf. 「おぼします」：「「おもいます（思増）」の尊敬語。他のものよりいっそう大切にお思いに

なる。お思いになる気持を強くなさる」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「おもひます（思益）」：「①思いがつのる。恋心が増す。②他のものよりすぐれてよいと思

う」（『角川古語大辞典』）。 

・「御タメ」について、石田訳・森訳と同様、君自身の御ためと解して訳す。 

cf. 大隅訳「陽成院のような君がおいでになれば、世のためによろしくないであろう」。 

cf. 全註解通解「陽成院のようでおられるような君は朝廷のおために悪いだろう」。 

cf. 石田訳「陽成天皇のようにお考えになる君は、御ためにならぬだろう」。 

cf. 森訳「陽成院のようにお考えになるような君は（本人の）御ためにこそ（きっと）悪いだ

ろう」。 

【そうしてそのうえ（天照大神・八幡大菩薩の御心は）「君がよくなくいらっしゃろうとするの

を強く後見申し上げて、王道の君のすじ（道理）を違えずお守り申し上げよ」ということです

から、陽成院同様にお思いになる気持ちを強くなさるような君は（君自身の）御ためにきっと

悪いであろう。】 

 

296   サル君ハ又ヲボロ〔ゲ〕ニハヲハシマスマジ。 〔ゲ〕：「ケ」

と解する。右

欄参照。 

・「サル君」について、大系本頭注と全註解通解などでは解釈が異なる。ここでは後者同様、前

文を承けて「そのような（陽成院同様に思う気持ちを強くするような）君」と解した。 

cf. 「さる」：「①前出の語句を受けていう。そういう。そのような。②観念の中にある適当な

状態をさす。しかるべき。相当な。③対象を特定しないで、または特定できない対象をさす。

或（ある）に同じ」（『角川古語大辞典』）。 

・大系本本文は「ヲボロゲ」に作るが、『日本国語大辞典』「おぼろけ」〈音史〉に「平安から近
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世中頃までは第二拍濁音、第四拍清音。近世末頃から「おぼろげ」となるらしい」とあること

から、「ヲボロケ」として解する。なお、和歌では平安時代から「おぼろげ」と掛けて用いられ

たという。「「拾遺‐恋・七八四」の「逢ふ事はかたわれ月の雲がくれおぼろけにやは人の恋し

き〈よみ人しらず〉」や「源氏‐花宴」の「深き夜のあはれを知るも入る月のおぼろけならぬ契

りとぞ思ふ」のように、和歌では「おぼろげ（朧気）」とかけて用いられることがあるために、

後世両者を混同するようになった」（『日本国語大辞典』〈語誌〉）。 

・「オボロケニハヲハシマスマジ」について、よくない意味での特異性をいうか。あるいは、曖

昧な態度にとどまらない（摂籙と明確に対決するようになる）ことを意味するか。 

cf. 「おぼろけ」（後世「おぼろげ」とも）：「①（多くは下に打消、反語などの否定的表現を伴

う）わずかであるさま。また、並々であるさま。通り一遍であるさま。いい加減であるさま。

②（下に否定的表現を伴わなかったり、あるいは、二重否定の表現を伴ったりすると、①の意

が反転して）ずいぶん多いさま。また、たいそうなさま。並々でないさま。格別であるさま」

（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「おぼろけ」：「①平凡であるさま。並々で取り立てていうほどの特徴を持たないさま。打

消の表現を伴って特異なさまをいうに用いることが多い。②特異なさま。並一通りでないさま。

「おぼろけならず」の形の表す内容が肯定的であるために、この語自身に否定の意が託されて、

打消の表現を省いてしまったもの。「尋常ならず」の意を「尋常に」で表す類」（『角川古語大辞

典』）。 

cf. 「おぼろげ」：「①月が雲や霞にさえぎられて、ぼんやりとしているさま。②物事がはっき

りしないさま。ぼうっとしているさま」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 大系本頭注「りっぱな君ははっきりしない状態のままではおられまい。本性を現わすに相

違ない」。 

cf. 全註解通解「そのような君は又いゝ加減の事ではおられまい」。 

cf. 大隅訳「そういう天皇はあるかなきかの状態におさまってはおられまい」。 

cf. 石田訳「そのような君は、またはっきりしない状態（そのまま）ではおられますまい」。 

cf. 森訳「そのような（悪しき）君はまたありふれてはいらっしゃらないだろう」。 

【そのような君はまたどちらともつかない曖昧な態度ではいらっしゃらないだろう。】 

 

297   サホドナラン君ハ、又ヨキ摂籙ヲソネミヲボシメサ

バ、ヤハカナハンズル。 

 ・石田は「ヤハカナハンズル」のあと句読点を施さず、「太神宮・大菩薩ノ御心ニテコソアラン

ズレ」までを一文と解するが、大系本本文に従う。 

・「サホドナラン君」とは、（天皇としての資質の不十全さにおいて）陽成院と同様であるよう

な君。 

cf. 「さほど」：「①その程度。それほど。②（下に打消の語を伴って）たいして」（『日本国語

大辞典』）。 

・「ヤハカナハンズル」を「太神宮・大菩薩ノ御心」にかかる連体修飾語と解する石田は「カナ

（フ）」を「（太神宮・大菩薩の御心に）合致する」の意と解し、大系本頭注等は「成就する」

の意と解する。試訳は「（よい摂籙に）匹敵する」の意と解する。 

cf. 「やは」〔副詞〕：「係助詞「やは」の転。反語的に強い否定を表す。どうして。「やはか」
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「やはや」とも。例「さほどならん君は又よき摂籙をそねみをぼしめさば、やはかなはんずる。

太神宮・大菩薩の御心にてこそあらんずれ」〔愚管抄・七〕」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 「かなふ」： 「①《「心にかなふ」「思ふにかなふ」など「…にかなふ」の形で》 合致する。

適合する。ふさわしい。②望み通りになる。成就する。③《多く下に打消しの表現を伴って》

ⓐ（戦う相手に）匹敵する。かなう。ⓑできる。可能である。ⓒ（「なくて（は）かなはぬ」の

形で）すまされる。我慢できる」（『小学館 全文全訳古語辞典』）。 

cf. 大系本「ヤハカナハンズル」の頭注「自分の意欲を実現できるであろうか、できない」。 

cf. 石田訳「それほどの悪い君が、またよい摂政をおねたみになされたら、断じて大神宮・八

幡大菩薩の御心にかなわぬであろう」。 

cf. 全註解「思し召さば、やはかなんずる」の釈注「思し召したならば叶おうとするだろうか

い。「や」は反語」。 

cf. 大隅訳「またそれほどの君がよい摂政を嫉む心をお持ちになったならば、王道の道理を保

つことはできないであろう」。 

cf. 森訳「それくらいのような（悪しき）君は、また善き摂籙を嫉みお考えになれば、どうし

て（そのような願いがきっと）叶うだろうか」。 

【それほどであるような君は、またよい摂籙をそねみお思いになれば、どうして（そのよい摂

籙に）かなうだろうか、かないはしないであろう。】 

 

298   太神宮・大菩薩ノ御心ニテコソアランズレ、コノ道

理ハスコシモタガウマジ。 

 ・大系本・全註解は「太神宮・大菩薩ノ御心ニテコソアランズレ」のあと句点とするが、読点

に改める。何が「太神宮・大菩薩ノ御心」と推測されているかといえば、直前の内容というよ

り、むしろ直後の「コノ道理」であろう。そして、「太神宮・大菩薩ノ御心」であるからには、

「コノ道理」は少しも間違っているはずがない、と言い切られるのであろう。したがって、森

訳と同様、「コノ道理ハ」以下も含めて一文と解する。 

・「太神宮・大菩薩ノ御心」については、cf. No. 292「太神宮・八幡ノ御心」。 

・「コソ」「ムズ」「スコシモ」「マジ」など強調の意をもつ語が重ねて用いられている。 

cf. 「むず」：「①話し手の意志や希望を表す。…よう。…つもりだ。…たい。一人称の動作に

ついて使われる。②強めの推量・予想の意を表す。…だろう。きっと…であるだろう。ムに比

べると、いくらか強調の気持ちを込めて、三人称の動作について使われる。③仮定・婉曲の意

を表す。…としたら…のような。…であるような。連体形でのみ使われる」（『古典基礎語辞典』）。 

cf. 「まじ」：「①主として三人称の動作に付いて、強い打消推量を表す。仮にも…あり得ない

だろう。きっと…ないだろう。…ないに違いない。②多く一人称の動作に付いて、強い打消の

意志を表す。決して…ないつもりだ。仮にも…まい。③主に二人称の動作に付いて、相手に対

して強い禁止の意を表す。「べからず」に当たる。当然…てはならない。仮にも…てはならない

（『古典基礎語辞典』）。 

cf. 大隅訳「そういう天皇を強く後見するのは、太神宮・八幡大菩薩の御心であろうし、この

道理はまったくそのとおりであろう」。 

cf. 森訳「太神宮、大菩薩の御心で（きっと）あるだろう（から）、この（暗君は賢臣により廃

位されるという）道理は少しも違わないだろう」。 
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【きっと太神宮（天照大神）・（八幡）大菩薩の御心であるのだろう、この道理は少しも間違っ

ているはずがない。】 

 

299   ヒシトサダマリタルコトニテ侍ナリ。  【ひしと（しっかりと）定まっていることなのです。】 

 

300  345－6 始終ヲチタヽムズルヤウノ道理ヲモ、コノ世ノ末ノ、

昔ヨリナリマカル道理ノ、宗廟社稷ノ神ノテラサセ

給フヤウヲモ、シラセ給ハデ、アサキ御サタトコソ

ウケタマハリ侍レ。 

 ◎以上の摂家将軍についての議論を踏まえ、後鳥羽院の浅慮を指摘し、道理を理解すべきこと

を説く（ここで段落を改める）。 

・「始終ヲチタヽムズルヤウノ道理」における「ヲチ／タ（ツ）」は、「コノ道理ノ道ヲ、劫初ヨ

リ劫末ヘアユミクダリ、劫末ヨリ劫初ヘアユミノボルナリ」（No. 67）という場合の「アユミク

ダリ／アユミノボル」と関係するか。 

・「ヲ（オ）チタツ」について、他の用例は次の通り。cf. 「…コノ道理ニオチタチヌレバ…」
（ⅢNo. 137）、「…ミナ事ノセンノスヱズヱニヲチタヽンズル事ヲ…」（199頁）。なお、「仲哀

ヨリ欽明マデ十七代ハ、トカクヲチアガリテ…」（No. 59）の「ヲチアガル」も「ヲチタツ」の

類語といえるか。 

cf. 「始終」：「〔名詞〕①始めと終わり。②始めから終わりまでの事柄。事の経過。事情。（中

略）⑤最後。結末。事の終わり。〔副詞〕①始めから終わりまで。また、ある動作が頻繁に行な

われるさまを表わす。たえず。常に。②最後には。ついに。結局」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「おちたつ」：「落着する。例「臣下のさたを御らんじけんにこの道理おちたちぬれば」〔愚

管抄・三〕 例「始終をちたゝむずるやうの道理をも、この世の末の、昔よりなりまかる道理

の」〔愚管抄・七〕」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 「おちたつ」：「落着する。物事のきまりがつく。落ち着く」（『日本国語大辞典』）。 

・助動詞「むず」については「むとす」と解して訳したが、やや強調の気持をこめた推量（き

っと…であろう）、あるいは当然（…はずである）の意にも解し得るか。cf. No. 37。 

cf. 「むとす」（連語）：「①…しようとしている。…しようと思う。んとす。（後略）」（『日本国

語大辞典』）。 

・「ヤウ」については、cf. No. 1。 

cf. 大系本頭注「常に復興しようとする道理」。 

cf. 全注釈通解「始めから終りまで落ち、起とうとするようの道理」。 

cf. 大隅訳「衰えたものが復興しようとする場合に見られる道理」。  

cf. 石田訳「始めから終りへ世がおち下って行くが、その間、おちては少し復興し、おちては

又少し復興しながら衰えて行くという道理」。石田は注に巻三の次の箇所を参照する。「又世間

は一蔀と申して、一蔀ほどをば六十年と申。……この程をはからひて次第に衰へては又起り起

りして（大いに衰えては少し起り又大いに衰えては少し起りの意）、起る度は衰へたるを、少し

もて起しもて起ししてのみこそ、今日まで世も人も侍める。……詮ずる所は唐土も天竺も三国

の風儀、南州の盛衰の理は、衰へては起り、起りては衰へ、かく次第にして、果には人寿十歳

に減じ果てて劫末になりて、又次第に起り出で起り出でして（大いに起っては少し下り、また

大いに起っては少し下りして、の意）人寿八万歳まで起り上り侍るなり。その中の百王の間の

盛衰も、その心ざし道理の行く所は、この定にて侍るなり」（cf. ⅢNo. 223-224, 227-228）。 



57 
 

cf. 森訳「（そうやって善き摂籙を嫉みなさることは）始終落ちたり立ったり（きっと）するだ

ろうような道理」。 

cf. 「まかる」：「①移動の起点に当る人物を動作の受け手とし、為手およびその動作を低めて

言い表すことによって、受け手に敬意を表す謙譲語。（中略）②行く・去るなどの動作に、①の

ような尊者の受け手が認められず、受け手以外の尊者に対して話題の動作並びに為手を低めて

言い表す。㋑行く・去るなどの行為を、ある尊者・権力者の支配を被るものとして低めて表現

し、その尊者に、恭敬・卑下・丁重などの敬意を表す。（中略）㋺聞き手尊敬の謙譲語。行く・

去るなどの動作を聞き手に対して低めて言い表す。動作の為手が、話し手自身または話し手側

の人物であることが多い。（中略）③話題を低める謙譲語機能を形式化して、おもに聞き手・読

み手を目当てに、荘重な語感・文体感と威儀・礼儀を合わせ持った丁重なあるいは示威的な対

人態度・対人感情を表す用法。④他の動詞と複合する用法。㋑「まかる」を他の動詞に連ねて

複合語を作る。「まかり」が、行く・去るなどの実質的な動作の意味を有するものと、実質的意

味は薄れ、ほとんど待遇的な意味だけを添えているものとがある。「罷り出づ」「罷り下る」「罷

り立つ」「罷り向かふ」などは前者、「罷り預る」「罷り有り」「罷り留まる」「罷り成る」などは

後者。ただし、前者の多くは、後者の用法を合わせ持ち、「まかり」の実質的意義の強弱は、語

や用い方によってさまざまである。（中略）㋺他の動詞を「まかる」に連ねて複合語を作る。「ま

かる」は「ゆく（行）」に置き換えられ、補助動詞として「ゆく」の継続・進行の意を表す。「す

ぎまかる（詞花・雑下）」「たづねまかる（山家集・上）」「かへりまかる（山家集・下）」「（年）

かたぶきまかる（愚管抄・三）」「うつりまかる（愚管抄・三）」など。また、②ないしは③の待

遇性を添える。「ゐてゆく」「もてゆく」も、上に準じて「ゐてまかる」「もてまかる」となる。

（後略）」（『角川古語大辞典』）。 

【始終落ちてはまた起とうとするさまの道理をも、この世の末の、昔から成りゆく道理を宗廟

社稷の神がご照覧になるさまをも、（後鳥羽院は）御存知でいらっしゃらなくて、浅慮の御沙汰

であると拝見いたします。】 

 

301   物ノ道理、吾国ノナリユクヤウハ、カクテコソヒシ

トハ落居センズルコトニテ侍レ。 

 ・「物ノ道理」について、他の用例は次の通り。cf. ⅢNo. 27, 113／ 227頁／No. 17, 30, 110, 

196.  

【物の道理、わが国のなりゆくさまは、このようにしてきっとひしと（しっかりと）落着する

であろう（はずの）ことなのです。】 

 

302   法門ノ十如是ノ中ニモ、如是本末究竟等ト申コト也。  cf. 「十如是」：「諸法の実相（存在の真実の在り方）が、相（外面的特徴）・性（内面的特徴）・

体（実体）・力（潜在的能力）・作（顕在的な活動）・因（原因）・縁（条件、間接的原因）・果（結

果）・報（果報、間接的結果）・本末究竟等（相から報に至るまでの九つの事柄が究極的に無差

別平等であること）という 10の範疇において知られることをいう。法華経方便品に「ただ仏と

仏とのみいまし能く諸法の実相を究尽したまえり。いわゆる諸法の是の如き相、是の如き性、

是の如き体、是の如き力、是の如き作、是の如き因、是の如き縁、是の如き果、是の如き報、

是の如き本末究竟等なり」と説くのに基づく。（後略）」（『岩波仏教辞典』）。 

cf. 「如是本末究竟等」：「『法華経』「方便品」に説く十如是の第一〇。十如是の、如是相（本）
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から如是報（末）に至る前九は、究極的に帰するところが同一で、一切のもののありののまま

の真実のすがたにほかならないと総括するもの」（『例文 仏教語大辞典』）。 

【仏法の十如是の中にも、如是本末究竟等と申すことである。】 

 

303   カナラズ昔今ハカヘリアイテ、ヤウハ昔今ナレバカ

ハルヤウナレドモ、同スヂニカヘリテモタフル事ニ

テ侍ナリ。 

 ・「スヂ」について、大系本頭注は「血筋」とするが、全注釈通解は「道理」、大隅訳は「筋道」、

石田訳・森訳は「筋」とする。全註解通解ほかと同様に解し、試訳では「すじ」のままとした。 

【必ず昔も今も同じところに帰って、外見は昔と今であるから変わるようだが、同じすじ（筋

道）に帰って持ちこたえることであるのです。】 

 

304   大織冠ノ入鹿ヲウタセ給テ、世ハヒシト遮悪持善ノ

事ハリニ〔ハ〕カナヒニシゾカシ。 

〔ハ〕全：な

し 

・「遮悪持善の事ハリ」については、cf. No. 93「遮悪持善トイフ道理」。 

【大織冠（藤原鎌足）が（蘇我）入鹿を討伐されて、世の中はひしと（しっかりと）遮悪持善

のことわりにかなったのであるよ。】 

 

305   今又コノ定
ぢやう

ナルベキニコソ。  ・「定」について、大系本頭注は「真理。二十年後に頼経が国の政治を動かし武士を押えること

を予言する」とし、全註解通解・大隅訳・石田訳は「通り」「とおり」、森訳は「定め」とする。

森は注で大系本頭注について、「三寅（九条頼経の幼名。引用者注）は将軍であるため、国政を

動かすという表現は適当でない。また、武士を統制するというだけであれば、鎌足による入鹿

誅殺の故事とは合致しない。慈円は当時、排除すべき奸臣が朝廷にいるため、鎌足が中大兄皇

子と協力して入鹿を討ったように、成人した三寅が懐成親王と協力して奸臣を除くべきだ、と

考えていたのではないか」と述べる。 

cf. 「定
ぢやう

」（名詞）：「①仏語。観念すべき事物に対して心を集中して浮動させず、諸法の実相

を観想すること。また、その状態。②取り決めること。取り決め。また、取り決めたおきて。

③物事の成立・成就するのが定っているさま。必ずそうなるさま。必定。お決り。④真実。本

当。⑤形式名詞として、物事の様子や方法を、決定的な、動かないものとしていう。このとお

り、そのとおり、のとおりに当る。⑥形式名詞として、一定の範囲のもののすべて。そうであ

るものことごとく。いやしくも…であるものの限り。⑦接続助詞のように用いる用法。限度に

しても。…ても。…ものの」（『角川古語大辞典』）。 

【今またこの通りである（世の中が遮悪持善のことわりにかなう）べきである。】 

 

306   コノヤウニテコソヒシト君臣合体ニテメデタカラン

ズレ。 

 【このようであってこそひしと（しっかりと）君臣合体してきっと申し分ないであろう。】 

 

307  345-14 猶ヲロヲロコノ世ノヤウヲウケタマハレバ、摂籙ノ

臣トテヲ〔モ〕テハモチヰル由ニテ、底ニハ奇怪ノ

物ニヲボシメシモテナシテ、近臣ハ摂籙臣ヲ讒言ス

ルヲ君ノ御〔（意）〕ニカナフコトヽシリテ、世ヲウ

シナハルヽ事ハ、申テモ申テモイフ〔バ〕カリナキ

ヒガコトニテ侍也。 

〔モ〕国文：

キ 

〔（意）〕国：

心、文：心 

〔バ〕：「ハ」

と解する。右

◎以下、後鳥羽院の道理に反するありようについて、さらに詳しく述べる。 

・「コノ世ノヤウ」について、筆者は何を見ていたのか。君と摂籙の臣のみならず、「内々小家

ノ家主、随分ノ後見」（No. 308-309）まで話が広がる際、何を言おうとしていたかが問題。 

・大系本はじめ諸本は「イフバカリナキ」に作るが、「いふ」に名詞「はかり」に由来する語「は

かりなし」が接続したものとして、濁音「バ」を清音「ハ」と解した。類例は No. 357。 

cf. 「はかりなし」：「①目当てがない。手立てがない。どうしようもない。②際限がない。無
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欄参照。 量だ。数え切れない。なみなみでない。③（「言うはかりなし」「申すはかりなし」の形で）何

とも言いようがない、言い尽くすことができない、形容を絶しているの意に慣用された。④思

慮分別がない。浅はかだ。また、際限がなく、分別のつかないさまである。判断がつかない。」

（『日本国語大辞典』）。 

【なお不十分ながらいまの世の中の様子について承るところでは、（後鳥羽院が）摂籙の臣とし

て表面では用いる態で、心底ではけしからん者とお考えになり取り扱って、近臣は摂籙の臣を

讒言するのが君の御意にかなうこととわきまえ、（そうして君が）世の中を滅ぼされることは、

申しても申しても言いようもないほどの僻事（ひがごと：道理に反すること）であります。】 

 

308   コレハ内々小家ノ家主、随分ノ後見マデタヾヲナジ

コトニテ侍也。 

 ・「コレ」について、ここでは表裏ある君の態度を批判する No. 307の主張全体と解した。 

・「世」と「人」、国政と家政を並べて語る箇所として、cf. No. 113-117。分相応に「主」とな

る「人」について語る箇所として、cf. No. 244。 

cf. 「後見（うしろみ）」：「①国政上の補佐制度として設けられ、平安時代には、天皇の輔佐役

としての摂政・関白を称した。鎌倉幕府においては、執権を称したが、このころから「コウケ

ン」と音読することが始った。（中略）また、民間において、一家の主人が老年や病弱、あるい

は事故のため家政を十分に見られない場合、これを補佐する尊属をも「うしろみ」と称するこ

とがあった。②多く、子どもや女性などの傍らに付いて、その後ろ盾となって世話し補佐する

こと。また、その人。親・乳母・夫あるいは妻など」（『角川古語大辞典』）。 

【これ（上に立つ者の表裏ある態度が僻事であること）は（君臣に限らず）内々の小さな家の

主人、分相応の後見人（の間の関係）までまったく同じことなのです。】 

 

309   ソレガ随分随分ノ後見ト主人トヒシトアヒ思ヒタル

人ノ家ノヤウニヲサマリヨキコトハ侍ラヌ也。 

 ・「ソレガ」について、「ソレ」とは No. 307に述べられる君の態度を指すと解した。森訳のよ

うに「ソレガ」を接続詞的に解することもできるが、「まして」で始まる次の No. 310が国政に

ついて述べるので、この一文は家政について述べると解した（下に先行研究を引用する際、該

当箇所に下線を付した）。 

cf. 「それが」：「ところが」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「ヤウ」については、cf. No. 1。「家ノヤウニ」とは、家のありようとして、あるいは、

家のありようにおいて、の意に解した。 

cf. 「をさまり」：「①物事が平穏になること。鎮まること。②成り行きの最後。結末。例「随

分〳〵の後見と主人とひしとあひ思ひたる人の家のやうにをさまりよきことは侍らぬ也」〔愚管

抄・七〕③物品や金品を収納すること。収入所得」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 大系本「それが」頭注「国政をさす」、「ヲサマリ」頭注「落ち着き」。 

cf. 大隅訳「しかし、国政のこととなれば、それぞれ分相応の後見人と主人とが一つの心にぴ

ったりと一致している人の家のように、おちつきがいいというわけにはいかない」。 

cf. 石田訳「それぞれの身分身分相応の後見役とその主人とがしっかりと思い合っている人の

家ほど、治まりよいものはないのである」。石田は注に「「それ」とは何をさすか不明」と記す。 

cf. 森訳「なのに（今の君臣関係は）、分相応分相応な後見と主人とがしっかりと相思っている

人の家のように、治まりのよいこと（になって）は（い）ないのだ」。 
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【それ（上に立つ者の表裏ある態度）が分相応の後見役と主人とがひしと（しっかりと）互い

に思っている人（個人）の家のありようとして結末よく成り行く（家の平穏をもたらす）こと

はないのです。】 

 

310   マシテ文武兼行ノ大織冠ノ苗裔ト国王ノ御身ニテ不

和ノナカラヒニテ、タガイニ心ヲヲキテアラント云

コトハ、冥顕、首尾、始中終、過現当、イサヽカモ

事ノ道理ニカナフミチ侍リナンヤ。 

 ・「事ノ道理」（他の用例なし）は「物ノ道理」（No. 301）と類義か。 

cf. 大系本頭注「事象一般の当然あるべき筋道」。  

【まして文武兼行の大織冠の末裔と国王の御身として不和の間柄で、互いに心の隔てを置いた

状態でいるなどということは、冥顕（目に見えない世界と見える世界）、首尾（始めと終わり）、

始中終（始めから終わりまでの一部始終）、過現当（過去、現在、未来）、（どの局面をとってみ

ても）少しでも事の道理にかなう道があるでしょうか、いや少しもないでしょう。】 

 

311   アハレアハレコノ道理コソ、イカニモイカニモスエ

ニハヒシトツクリマカランズラメトコソ、カネテヨ

リ心得フセテ侍レ、ソレガイカニ申トモカナウマジ

キ事ニテ侍ルゾトヨ、世ノ末ニ世ノ中ハヲダシカル

マジト云道理ノ方ヘ、〔フヽ〕トウツリウツリシ侍ナ

リ。 

〔フヽ〕全：

フ 

・大系本は「カネテヨリ心得フセテ侍レ」で句点とするが、「ソレガイカニ」以下も含めて一文

とする。係助詞「こそ」には「係り結びで言い切った形のものが、…だが、…だけれども、と

いう気持ちで、あとにひびいていく場合」（『例解古語辞典』）があり、それに該当すると解する。 

・「コノ道理」とは何か。大系本頭注では「ヒガコトニナルガ道理」（No. 84）と解し、大隅訳・

石田訳もこれに従う。一方、森は「君臣合体という神代以来の道理」と解している。ここでは

直前の No. 310にある「事ノ道理」と解した。 

・「コノ道理」を「ツク」ってゆくのは誰か。森訳は神仏と解し補っているが、試訳ではとくに

補っていない。 

・「マカ（ル）」については、cf. No. 300。 

cf. 「いかにも」(副詞)：「①どんな場合にも。どうしても。必ず。②打消の表現を伴う陳述副

詞として用いる。考えうるすべての状態において不成立であることを述べる結果、打消の強調

となるもの。決して。全然。③どの点から見てもその有様としか評しようがない意で、程度を

強める。さも。まったく」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 「それが」：「ところが」（『日本国語大辞典』）。 

・「フフト」は擬声語的表現。 

cf. 「ふふ」：「〔副〕（多く「と」を伴って用いる）①風のふくさまを表す語。②音もたてない

で突然姿を現すさまを表す語。③含み笑いのさまを表わす語」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 大隅訳「ああ、悲しむべきことであるが、わたくしは、このように誤ったことが行われる

ようになるという道理こそが、世の末には何としてもしっかりと世をつくっていくであろうと、

かねてから心の中でひそかに理解していた。それは何といっても人の力ではどうにもならない

ということであり、世の末になればもう世の中は穏やかではありえないという道理の方へすっ

と移り変わっていくことなのである」。 

cf. 石田訳「ああ、この〔治世の君と摂政の臣が不和の仲になるという〕道理は、いかにもい

かにも世の末にはしっかと作られて行くだろうと、私はかねてから十分理解していた。それは

どのように申しても、なんとも仕様がないことであるよ。世の末においては世の中はおだやか

にはなるまいという道理の方へ、ひょいひょいと移り移りして行くのである」。石田は「つくり」

に注して「「つくられ」の誤りか。あるいは「政をつくり」の略か」と記す。 



61 
 

cf. 森訳「ああ、ああ、「この道理こそは、どうあっても後世には（仏神が）しっかりと（きっ

と）作っていくだろう」と、以前から心得て秘めていた。なのに（つまり仏神の作った道理が

あるのに）、どのように言っても叶わないことだな、「世の末に世の中は穏やかでないだろう」

という（別の）道理の方向へ、（天下が）ふっと移り移りするのだ」。森は前半部分について、

「言うこころは、君臣合体という神代以来の道理を仏神は後世ますます鞏固にするだろうと秘

かに考えていた」と注する。 

【ああ、ああ、この道理こそ、何としても何としても末の世にはひしと（しっかりと）作って

ゆくであろうと、かねてから理解を心に秘めていたのですけれど、ところが、どう申しても思

うようになりそうもないことでありますね、世の末に世の中はおだやかではあるまいという道

理の方へ、ふふと（ふっと）移り移りするのです。】 

 

312   ソレニ、悪魔邪神ハヒシトワロ〔ガ〕ラセント取ナ

ス処ニ、時運シカラシメヌレバ、又三宝善神ノ化益

ノ力ヲヨバズ成テンズト、事イデキテハヲトロヘヲ

トロヘシマカリテ、カク世ノ末ト云コトニナリクダ

リ侍ゾカシ。 

〔ガ〕国全

文：カ 

cf. 「ソレニ」：「①前の事柄に対して、後の事柄が対立・反対の関係にあることを表す。それ

なのに。②前の事柄の結果として、後の事柄があることを表す。それで。それにより。そのた

めに。③前の事柄の上に、さらに後の事柄が加ることを表す。その上に。それに加えて。④前

の事柄を述べた後で、それに関することながら、やや話題を改めて述べる意を表す。ところで。

さて。」（『角川古語大辞典』）。 

cf. 大系本「ワロガラセン」頭注「わるくしよう」。 

cf. 「わろがる」：「悪いと非難する気持を言動に表わす」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「わろがる」：「悪いとする。悪いことだと感じ、思う」（『角川古語大辞典』）。 

・「マカ（ル）」については、cf. No. 300。 

【さらに、悪魔・邪神はひしと（手厳しく）悪くしようと取りはからうところに、時運がそう

進めたものだから、また三宝・善神の教化・利益の力もきっと及ばなくなってしまうだろうと

（いうように）、事件が出来しては衰え衰えしていって、このように世の末ということになり降

るのでありますよ。】 

 

313   ソノヤウハ、時ノ君ノ「ツヨクウルサキ摂籙臣ヲア

ラセジバヤ」トヲボシメス御心ノ、世ノ末ザマニハ

イヨイヨ又ツヨクイデクルナリ。 

 cf. 「つよし（強）」：「①物事の性質が、他から加る力によく耐え、あるいは、他の力をしのぎ

退けることができるさま。堅固。②身体の属性を表す。身体が丈夫で、無理なことにも耐えら

れる体力、あるいは人をしのぐ体力があるさま。③心や性格の属性を表す。しっかりしていて

困難や障害にくじけないさま。④戦闘・格闘の能力や、その他勝負・優劣を争う種々の競技・

遊技における技能や知能が相手よりもすぐれまさっているさま。⑤表現の意味的説述性の明確

なさま。⑥事の程度がはなはだしいさま。激しいさま。著しいさま。⑦数量などについて、基

準とするところを超えているさま」（『角川古語大辞典』）。 

・「ウルサ（シ）」については、cf. No. 4。 

【その（世の末になり降る）ありようとは、時の君が「しっかりしていてうっとうしい（ほど

行き届いている）摂籙の臣をいさせたくない」とお思いになる御心が、世の末のころにはます

ますまた強く出てくるのである。】 

 

314   コノヒガ事ノユヽシキ大事ニテ侍也。  【この僻事(ひがごと：道理に反すること)がとんでもない大事なのです。】 
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315   〔ソレニ〕、文武兼行ノ摂籙臣ノ、ツヨツヨトシテ、

イカニモイカニモヱ引ハタラカスマジキガイデコム

ヤウニ、君ノ御意ニカナハヌコトハナニゴトカハア

ルベキ。 

〔ソレニ〕

国：ソレニ

又、全文：又 

 

・「ソレニ」については、cf. No. 312。先行研究同様、追加の意と解した。元来、君がしっか

りとした摂籙の臣に支えられることは望ましいことであり、さらに、その摂籙の臣が文武兼行

であればなおさら君には望ましい、というほどの意か。 

cf. 「ツヨツヨ」：「きわめて強いさま、頑健なさまを表わす語」（『日本国語大辞典』）。 

・「イカニモ」については、cf. No. 311。 

・「ヤウ」については、cf. No. 1。大隅訳と同様に解した。 

cf. 大隅訳「それに、非常に強くて、他人によってはとても引き動かすことのできない文武兼

行の摂籙の臣が出てくる事情については、君の御心に合わないことが何かあるであろうか、決

してない」。 

cf. 石田訳「それにつけて、大変強くて、どうしても引き動かすことの出来ない文武兼行の摂

政臣が出て来ることほど、君の御心にかなわぬことが外にあろうか。〔だから君は国政を自分の

思い通りに行おうとして摂政を排斥されるのだ〕」。 

cf. 森訳「それに加えて文武兼行の摂籙臣で、剛強でどうあっても振り回すことのできそうに

ない（者）が出てくるように（なったとしても）、君の御意に叶わないことが何事かあるだろう

か（いや、そのような摂籙が出てきても君に不都合はないはずだ）」。 

【それに加えて、文武兼行の摂籙の臣で、はなはだ強そうで、決して決して（他人が）引き動

かすことができそうにない者が出てくるような事態について、君の御意にかなわないことは何

事かあるだろうか、いやあるはずがない。】 

 

316   コヽニ世ハ損〔ゼ〕ンズルナリ。 〔ゼ〕全：セ ・「損ゼンズルナリ」は「損ず」（「壊れる」の意の自動詞）＋「むず」（＜「むとす」）＋「なり」

（断定）と解される。 

【こうした場合に（本来、君のためになる摂籙の臣がいるにもかかわらず、君がその摂籙の臣

を疎む場合に）世の中は損なわれようするのである。】 

 

317   コノ道理ヲ返々君ノヲボシサトリテ、コノ御ヒガコ

トノフツトアルマジキ也。 

 cf. 「おぼす」：「（前略）②物事を理解したり、感受したりするために心を働かせなさる。断定、

推量、意志、回想など種々の心の働きをいう。お思いになる。お考えになる。お感じになる。

（中略）④多く、知覚的動作を表わす動詞の上に付けて、その動作主への尊敬の意を加える」

（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「おぼす」：「「思ふ」の尊敬語。お思いになる。「おぼしいたる」「おぼしことわる」など、

連用形を動詞に冠して用いた場合には、敬意を添えるとともに、それが心の中で行われた意を

表す」（『角川古語大辞典』）。。 

cf. 「おもひさとる」：「物事の事情、性格などをはっきり知る。物事の道理を十分に理解する」

（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「フツト」：①完全に。②（打消と呼応して）全然。」（『岩波古語辞典』）。 

【この道理をかえすがえす君が十分に理解なさって、この御僻事（ひがごと：道理に反するこ

と）はまったくあってはならないのである。】 
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318   君ハ臣ヲタテ、臣ハ君ヲタツルコトハリノヒシトア

ルゾカシ。 

 ・「コトハリ」の他の用例は、cf. ⅢNo. 29, 87, 113, 227, 231, 235／206頁, 317頁／No. 322。 

【君は臣を立て、臣は君を立てることわりがひしと（しっかりと）あることよ。】 

 

319   コノコトハリヲ、コノ日本国ヲ昔ヨリサダメタルヤ

ウト、又コノ道理ニヨリテ先例ノサハサハトミユル

ト、コレヲ一々ニヲボシメシアハセテ、道理ヲダニ

モコヽロヘトヲサセ給ヒナバ、メデタカルベキ也。 

 ・「サハサハト」については、cf. No. 28。 

cf. 「おもひあはす」：「①いくつかの事を思いくらべて考える。あれこれと考え合わせる。②

あれこれ考え合わせた結果ある点に思いつく。なるほどと思う。思いあたる」（『日本国語大辞

典』）。 

・「道理ヲダニモコヽロヘトヲサセ給ヒナバ」の「ダニ」をどう訳すか。「だに」については、

cf. No. 18。 

先行研究は、「せめて～だけでも」（大系本頭注・石田訳）、「～さえ、～までも」（大隅訳・森

訳）に分かれる。また、その際、対比される軽重・大小の二項についても、道理の理解［軽］

と実践［重］（大隅訳）、歴史上理解すべきさまざまなこと［最大限］と道理［最小限］（石田訳）、

道理にかかわる諸事象［軽］と道理そのもの［重］（森訳）など、一致しない。「コヽロヘトヲ

サセ」の「トヲ（ス）＜トホ（ス）」についても、「（道理を）実践・実行する」（大系本頭注・

大隅訳）、「（道理への理解を）徹底・貫徹する」（石田訳・森訳）に分かれる（下に先行研究を

引用する際、該当箇所を破線で示した）。 

試訳は「ダニ」を、歴史をふりかえって理解すべき最重要事項として特筆・強調する意、ま

た「トヲ（ス）」を「徹底・貫徹する」の意に解してみたが、なお疑問が残る。 

cf. 大系本「ヤウト」頭注「様式・手本であると。「ヲボシメシアハセテ」にかかる」、「ダニモ」

頭注「だけでも」、「コヽロヘトヲサ」頭注「理解し、それをやりとげる」。 

cf. 大隅訳「日本国では、この道理を昔から定められたあり方であるとしてきたのであって、

この道理によって先例を明白に理解することができるのであるから、それを事にあたっていち

いち考え合わされて、道理を理解なさり、その筋を通されさえしたならば、たいへん立派な世

となるであろう」。 

cf. 石田訳「この道理をば、この日本国を昔より定めてきたやり方と、また明らかに存在する

この道理に拠った先例とを、一つ一つ思い合わされて、道理をだけでも完全にお心得なされた

ならば、結構なことであろう」。 

cf. 森訳「この理を、この日本国を昔から定めている様と、またこの道理によって先例がくっ

きりと見える（こと）と、これ（らのこと）を一つ一つお考えになり合わせて、（日本国や先例

との関係だけでなく）道理（そのもの）さえをもお心得抜きになったならば素晴らしいだろう」。 

【この（君は臣を立て、臣は君を立てる）ことわりを、この日本国を昔から定めているありよ

う（である）と、またこの道理によって先例のさわさわと（明瞭に）見える（のである）と、

これを一々（の事柄）にお考え合わせになって、（ともかくも）道理さえ完全に御理解なさるな

らば、すばらしいことであろう。】 

 

320  347-5 トヲクハ伊勢大神宮ト鹿島ノ大明神ト、チカクハ八

幡大菩薩ト春日ノ大明神ト、昔今ヒシト議定シテ世

ヲバモタセ給フナリ。 

 ◎以下、摂家将軍出現にかかわる宗廟社稷の神のはからいについて述べる。 

・「伊勢大神宮」とは天照大神、「鹿島ノ大明神」「春日ノ大明神」とはここではいずれも天児屋

根命を指す。遠き「昔」には天照大神と天児屋根命、近き「今」には天照大神はもとより、天
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児屋根命・八幡大菩薩を加えた三神が世の中を維持すると見ているのであろう。 

・春日大社は藤原氏の氏社。中世以来、伊勢神宮、石清水八幡宮と並んで三社と称せられた。

社伝によれば、神護景雲２（768）年、武
たけ

甕
みか

槌
づち

命（常陸鹿島神）、経津
ふ つ

主
ぬし

命（下総香取神）、天児

屋根命（河内枚岡神）および比売神（同）の四神を御
み

蓋
かさ

山麓に祀ったときをもって創建とする。 

・「伊勢大神宮ト鹿島ノ大明神」の「昔」の「議定」とは、ⅢNo. 155に「天照大神アマノコヤ

ネノ春日大明神ニ「同ク侍二ヒテ殿内一ニ能ク為二セ防ギ護一ルコトヲ」ト御一諾ヲハリニシカバ」とある

事柄を指す。ⅢNo. 298にも「太神宮鹿島ノ御一諾」とある。 

 典拠としては、『日本書紀』巻第二、神代下、天孫降臨条（一書第二）に「是
こ

の時に天
あま

照
てらす

大神
おほみかみ

、

（…）復
また

天児屋
あまのこやねの

命
みこと

・太
ふと

玉
たまの

命
みこと

に 勅
みことのり

したまはく、「惟
これ

爾
なむぢ

二神も、同じく 殿 内
おほとののうち

に侍
さむら

ひ、善
よ

く防
ふせ

き護
まも

りまつることを為
な

せ」とのたまふ」とある（ルビ・書き下しは小島憲之ほか校注・訳

『日本書紀①』新編日本古典文学全集 2、小学館、1994年、139頁による）。 

・「八幡大菩薩ト春日ノ大明神」の「今」の「議定」について、大系本頭注は①「順徳中宮立子

入内」、②「藤原頼経将軍任命」の二つを示す。 

①については、「故摂政ノムスメ（九条良経女立子）ハ（…）春日大明神モ八幡大菩薩モカク、

皇子誕生シテ世モ治マリ、又祖父（兼実）ノ社稷ノミチ心ニイレタルサマハ、一定仏神モアハ

レニテラサセ給ヒケント、人皆思ヒタル方ノスエトヲル事モアルベケレバニヤ、（…）十八ニテ

東宮（守成(順徳天皇)）ノ御息所ニマイラレニケリ」（296頁）とある。 

一方、②について、大系本頭注は「二歳ナル若公（九条道家三男頼経、幼名三寅）、（…）終

ニ六月廿五日ニ、武士ドモムカヘニノボリテ、クダシツカハサレニケリ」（315頁）という箇所

を参照するが、そこで「八幡大菩薩ト春日ノ大明神」の議定は記されない。 

ただし、No. 254-255に「コノ東宮（立子所生の懐成親王）、コノ将軍（頼経）ト云ハワヅカ

ニ二歳ノ少人ナリ。コレヲツクリイデ給フコトハヒトヘニ宗廟ノ神ノ御サタアラハナル」、また、

No. 285に「カヽル将軍（頼経）ノカクイデクル事ハ大菩薩ノ御ハカラヒニテ」とある。 

【遠く神代には伊勢大神宮（天照大神）と鹿島大明神（天児屋根命）と、近く現代には八幡大

菩薩と春日大明神（天児屋根命）と、昔も今もひしと（しっかりと）合議し定めて世の中を維

持なさるのである。】 

 

321   今文武兼行シテ君ノ御ウシロミアルベシト、コノ末

代、トウツリカウウツリシモテマカリテ、カクサダ

メラレヌル事ハアラハナルコトゾカシ。 

 cf. 「もてゆく」：「① 持って行く。持参する。②他の動詞の連用形に付き、補助動詞的に用い

られる。その動作が少しずつ、またはしだいに進行して、完成した状態になることを表す。だ

んだんに…になる。しだいに…してゆく」（『角川古語大辞典』）。 

・「マカ（ル）」については、cf. No. 300。 

【いま文武兼行して君の御後見をすべきであると、この末代に、ああ移りこう移りして次第に

移っていき、このように定められたことは明白なことであるよ。】 

 

322   ソレニ、漢家ノ事ハタヾ詮ニハソノ器量ノ一事キハ

マレルヲトリテ、ソレガウチカチテ国王トハナルコ

 ・「ソレニ」については、cf. No. 312。 

・「詮」については、cf. No. 33。 
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トヽサダメタリ。 【そのうえ、中国のことはただ詮ずるところその器量の一事について極限に達する（最も優れ

ている）者をとって、その者が他に打ち勝って国王となることと定めている。】 

 

323   コノ日本国ハ初ヨリ王胤ハホカヘウツルコトナシ。  【（それに対し）この日本国は（国の）初めから王となるべき血筋は他家に移ることがない。】 

 

324   臣下ノ家又サダメヲカレヌ。  【臣下の家もまた定め置かれている。】 

 

325   ソノマヽニテイカナル事イデクレドモケフマデタガ

ハズ。 

 【（王家も臣下の家も）定められたままでどのようなことが出来しようとも今日まで異ならな

い。】 

 

326   百王ノイマ十六代ノコリタルホドハ、コノヤウハフ

ツトタガウマジキ也。 

 ・「フツト」については、cf. No. 317。 

【百王説であと十六代残っている間は、このありようはまったく変わるはずはないのである。】 

 

327   コヽニカヽル文武兼行ノ執政ヲツクリイダシテ、宗

廟社稷ノ神ノマイラセラレヌルヲ、ニクミソネミヲ

ボシメシテハ、君ハキミニテヱヲハシマスマジキナ

リ。 

 【ここにこのような文武兼行の執政（摂家将軍）を作り出して、宗廟社稷の神が（君に）進上

されたのに、（君が）憎み嫉みお思いになっては、君は君としていらっしゃることはできないの

である。】 

 

328  347－14 日本ニモ臣ノ君ヲタツルミチゲニゲニト二アンメ
リ。 

 ◎以下、臣下が君の即位にかかわった二通りの道について述べる（ここで段落を改める）。 

【日本にも臣下が君を立てる（位に即ける）道がなるほど確かに二つあるようだ。】 

 

329   一ニハ先清盛公ガ後白河院ヲワロガリマイラセテ、

ソノ御子、御孫ニテ世ヲ治メントセシヤウ、木曽ガ

又一タヽカイニカチテ、君ヲオシコメマイラセシス

ヂ、コノヤウハ君ヲタツトハ申スベクモナケレドモ、

武士ガ心ノソコニ、世ヲシロシメスキミヲアラタメ

マイラスルニテアル也。 

 ・「ヤウ」については、cf. No. 1。 

【一つにはまず（平）清盛公が後白河院について非難がましく思い申し上げて、その御子（高

倉天皇）、御孫（安徳天皇）によって世の中を治めようとした仕方、また木曽（源義仲）が（法

住寺での）一戦に勝って君（後白河院）を幽閉申し上げたすじ（方面）であり、この仕方は君

を立てる（位に即ける）とは申すべくもないけれども、武士の心の奥深いところで、世の中を

お治めになる君を改め申し上げることなのである。】 

 

330   サレバ世ヲミダス方ニテタテマイラセ、世ヲ治ル方

ニテマイラスル、二ノヤウ也。 

 【それゆえ世の中を乱す方向に（君を）立て申し上げる場合と、世の中をよく治まる方向に（君

を）立て申し上げる場合と、二つの仕方があるのである。】 

 

331   ミダス方ハ謀反ノ義ナリ。  【（世の中を）乱す方向とは謀反の意味である。】 

 

332   ソレハスヱトヲル道ナシ。  【それ（世の中を乱す方向）は終わりを全うする道はない。】 

 

333   イマ一〔ノ〕国ヲ治ルスヂニテタテマイラスルハ、

昭宣公ノ陽成院ヲオロシマイラセテ、小松ノ御門ヲ

タテマイラセ、永手大臣・百川宰相ト二人シテ光仁

天皇ヲタテマイラセシ、武烈ウセ給テ継体天皇ヲ臣

〔ノ〕国全

文：ニ 

・大系本ほか諸本は「ソノ道理サダマリヌ」までを一文とする。しかし、それより前の「コノ

君」「道理」とそれより後の「コノ君」「道理」をそれぞれ一対と見て、「臣下ノ君ヲ立マイラセ

シナリ」までを一文と解してみた。一文の構造をやや図式的に示せば以下のようになる。 

「イマ一〔ノ〕国ヲ治ルスヂニテタテマイラスルハ、 
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下ドモノモトメイデマイラセシ、コレラハ、「君ノタ

メ世ノタメニ、一定コノ君ワロクテカハラセ給ベシ」

ト、ソノ道理サダマリヌ、「コノ君イデキ給テ、コノ

日本国ハ始終メデタカルベシ」ト云道理ノヒシトサ

ダマリシカバ、コレニヨリテ神明ノ冥ニハ御サタア

ルニカハリマイラセテ、臣下ノ君ヲ立マイラセシナ

リ。 

①昭宣公ノ陽成院ヲオロシマイラセテ、小松ノ御門（光孝天皇）ヲタテマイラセ、 

②永手大臣・百川宰相ト二人シテ光仁天皇ヲタテマイラセシ、 

③武烈ウセ給テ継体天皇ヲ臣下ドモノモトメイデマイラセシ、 

コレラハ、 

「君ノタメ世ノタメニ、一定コノ君ワロクテカハラセ給ベシ」ト、ソノ道理サダマリヌ、 

「コノ君イデキ給テ、コノ日本国ハ始終メデタカルベシ」ト云道理ノヒシトサダマリシカバ、 

コレニヨリテ神明ノ冥ニハ御サタアルニカハリマイラセテ、臣下ノ君ヲ立マイラセシナリ。」 

このとき「コレラハ」に対応する述部は「神明ノ～マイラセシナリ」と解される。 

また、二つの「コノ君」はいずれも「これこれの君」くらいの意（①～③の事例に出てくる

天皇を概括的にとらえ指示する語）と解される。 

ただし、No. 334「コノ御門」は光孝・光仁・継体天皇と解するべきであり、「コノ君」と「コ

ノ御門」を訳し分けることになるが、それでよいかという問題がある。 

・「ソノ道理サダマリヌ」のあとを句点とせず、さらに文が続くと解することについては、『日

本国語大辞典』助動詞「ぬ」「語誌(3)」に次のような説明がある。「〔…〕「金刀比羅本保元‐中・

新院御出家の事」に「院も合戦の紛なれば、供御（ぐご）もまいらずして、きのふも暮ぬ、今

夜もあけなむとす」のような、終止形を用いた中止用法が中世以後に多くみられる」。 

・「君」「世」の対については、cf. No. 285。 

・光孝天皇は第 58代（85頁）、光仁天皇は第 49代（73頁）、継体天皇は第 27代（56頁）。 

・大系本ほか諸本は二回目の「コノ君」以下を新たな一文と解する。その際、文頭「コノ君」

が指す具体的内容について、大系本頭注・全註解脚注は光孝・光仁・継体の三天皇と解し、大

隅訳も「これらの天皇」とする。「この〔彼らによって立てられた〕君」とする石田訳も、No. 334

「コノ御門」を「これらの帝」とするところから、やはり三天皇と解していることがわかる。 

他方、森は継体天皇一人と解し、注に「「コレニヨリテ」はこの道理によってでなくこの道理

が定まったことでの意に解すべきである。言うこころは、日本最初の悪王である武烈帝の崩御

は仏神の冥然たる処置によるものであり、次代の継体帝が即位したことで、日本は悪王が現れ

ても必ず排除されて永遠に安泰だという道理が確定したので、以後悪王が現れた時は仏神が冥

然と処置するのでなく臣下が顕然と君を立てることになった」と記す。 

試訳では「コレニヨリテ」は、よくない君が退位すべき道理、よい君が即位すべき道理の双

方が定まったことを指すと解する。 

・「始終」については、cf. No. 300。 

【もう一つの国を治めるすじ（方向）に（君を）立て申し上げるのは、昭宣公（藤原基経）が

陽成院を退位させ申し上げて、小松の御門（光孝天皇）を即位させ申し上げ、永手大臣・百川

宰相が二人で光仁天皇を即位させ申し上げたこと、武烈天皇が薨去されて継体天皇を臣下ども

が捜し出し（即位させ）申し上げたこと、これらは、「君のため世のために、きっとこれこれの

君（陽成天皇や武烈天皇）はよくなくて交代なさるべきである」と、その道理が定まった、（そ

して）「これこれの君（光孝天皇や光仁天皇や継体天皇）が出現なさって、この日本国は始終（常

に）めでたかろう」という道理がひしと（しっかりと）定まったので、これによって神明が冥

（目に見えない世界）において御沙汰（御処置）のあることに代わり申し上げて、臣下が君を
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立て（即位させ）申し上げたのである。】 

 

334   サレバアヤマタズコノ御門ノ末コソハミナツガセ給

テ、ケフマデコノ世ハモタヘラレテ侍レ。 

 ・「コノ御門」は光孝天皇、光仁天皇、継体天皇の三人と解する。 

【それゆえ（ほかの天皇の子孫でなく）この天皇（光孝天皇、光仁天皇、継体天皇）の子孫こ

そが誤りなくみな皇位を継承なさり、今日までこの世の中は持ちこたえられてきたのです。】 

 

335   サハサハトコノ二ノヤウハ侍ゾカシ。  ・「サハサハト」については、cf. No. 28。 

【（臣下が君を立てることについて）さわさわと（明瞭に）この二つのあり方があるのですよ。】 

 

336  348－12 ソレニ、今コノ文武兼行ノ摂籙ノイデキタランズル
ヲ、ヱテ君ノコレヲニクマンノ御心イデキナバ、コ

レガ日本国ノ運命ノキハマリニナリヌトカナシキ

也。 

 ◎以下、摂家将軍出現にかかわる神々・冥衆のはからい、および君への要請について述べる（こ

こで段落を改める）。 

・「ソレニ」については、cf. No. 312。 

cf. 「えて」：「よく。ともすれば。ややもすれば。えてして。」（『岩波古語辞典』）。 

【それなのに、今この文武兼行の摂籙（摂家将軍）が出て来ようとしているのに、ともすれば

君がこれを憎むような御心が出てきたならば、これが日本国の運命の極まり（果て）になって

しまうと悲しいのである。】 

 

337   コノ摂籙臣ハ、イカニモイカニモ君ニソムキテ謀反

ノ心ノヲコルマジキナリ。 

 ・「イカニモ」については、cf. No. 311。 

【この摂籙の臣（摂家将軍）は、決して決して君に背いて謀反の心がおこるはずはないのであ

る。】 

 

338   タヾスコシホ〔ヲ〕ゴハニテアナヅリニクヽコソア

ランズレ。 

〔ヲ〕全：ウ ・「ホヲゴハ」は先行研究により「報剛」とも「頬剛」とも解されている。試訳では、No. 315

に「ツヨツヨトシテ、イカニモイカニモ引ハタラカスマジキ」とあるのを参照し、「頬剛」に解

した。 

cf. 大系本頭注「天明本「ほうごは」。天明本頭注「ほうごハとは、その人の果報たゝまじく強

制にして引動しがたく悔慢なる歎きをいうなり」。頑強として堅くるしい強い表情とする」。 

cf. 全註解「ほうごはにてあなづりにくく」釈注：「報剛（果報が剛いこと）にて侮り難く。「ほ

うごは」は或は「頬剛」か」。 

cf. 石田訳「手ごわくて」。注に「「報剛」にあてるよりも「頬剛」がよろしかろう」と記す。 

cf. 森訳「強面」。 

cf. 「ほうごは（報強）」：「果報が強いさま。運が強いさま。＊愚管抄〔１２２０〕七「ただす

こしほをごはにて、あなづりにくくこそあらんずれ」」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 「ほほごは（頰強）」：「表情がこわばっているさま。頑強で、堅苦しい表情をいう」（『角川

古語大辞典』）。 

【ただ少しこわもてで侮り難くはあるだろう。】 

 

339   ソレヲバ一〔同〕ニ、事ニノゾミテ道理ニヨリテ、

万ノコトノヲコナハルベキ也。 

〔同〕国全

文：向 

・「一同ニ」について、大系本頭注は「文明本「一伺ニ」。「一向ニ」の誤記か。「道理ニヨリテ」

にかかる。」と記す。「一向（ニ）」の用例は５例ある（130頁、154頁、216頁、225頁、239頁）
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のに対し、「一同ニ」の用例は No. 339-340のほかには No. 378のみであり、「一向ニ」の誤記

の可能性も考えられる。先行研究はいずれも「一向ニ」と解する。試訳には二解釈を併記した。 

・文全体の主語は君と解した。 

cf. 大隅訳「しかし、そのような人に対しても、事にのぞまれればひたすらに道理によって万

事を処理なさるべきである」。 

cf. 石田訳「それはそうとして、事に臨んでは一途に道理に従って、すべてのことを行われる

べきである」。 

cf. 森訳「（何れにせよ、君は）それをひたすらに、事に臨んで道理によって万事を行われるべ

きだ」。 

【 解釈１（「一同ニ」と解する場合）：そうした者をも含め一同となって、 

解釈２（「一向ニ」の誤記と解する場合）：そういう者であってもひたすらに、 

事態に臨んで道理によって、（君は）万事を行われるべきである。】 

 

340   一〔同〕ニ天道ニマカセマイラセテ、無道ニ事ヲオ

コナハヾ冥罰ヲマタルベキナリ。 

〔同〕国全

文：向 

・「一同ニ」について、No. 339と同様、二通りの読み方が考えられる。一文の内容は、前文の

内容の繰り返しであろう。 

・「天道」の用例はほかに２例。「天道ノ御ハカラヒ、スコシモサフイナクテ」（178頁）、「冥〔ニ〕

天道ノ御サタノホカニ」（No. 248）、とあり、冥衆の働きとかかわる語であることがわかる。 

・「マカセマイラセテ」について、石田は原文を「任せ参らせで」に作り、「底本「任せ参らせ

て」。従来の刊本はいずれも「て」を清んでよむ。私は「で」と濁る」と注記する。天道にまか

せるべきであるという趣旨自体は清音・濁音いずれでも変わらないであろう。 

・「天道ニマカセマイラセテ」「冥罰ヲマタル」の主語は君、「無道ニ事ヲオコナ（フ）」の主語

は摂籙の臣と解した。 

cf. 大隅訳「すべてをひたすらに天地の主宰神におまかせになって、文武兼行の摂籙の臣が道

理にはずれたことを行なえば、神々の眼に見えない罰が下されるであろう」。 

cf. 石田訳「天道にお従いなさらないでひたすら無道に物事を行なったならば、きっと神仏の

冥罰をおうけになるであろう」。 

cf. 森訳「ひたすら天道に任せ申し上げて、（もし）無道に事を行えば冥罰を待たれるべきだ」。 

【 解釈１（「一同ニ」と解する場合：みな一同になって 

  解釈２（「一向ニ」の誤記と解する場合：（君は）ひたすらに 

天道にまかせ申し上げて、もし（摂籙の臣が）無道に（道理に反して）事を行うならば（君は）

冥罰（神仏による罰）を待たれるべきである。】 

 

341   末代ザマノ君ノ、ヒトヘニ御心ニマカセテ世ヲオコ

ナハセ給テ事イデキナバ、百王マデヲダニマチツケ

ズシテ、世ノミダレンズル也。 

 【末代のころの君が、ひとえに御心にまかせて世の中を行われて何か事件が出来したならば、

百王まですら待ち受けることなく、きっと世の中が乱れるであろう。】 

 

342   タヾハヾカラズ理ニマカセテヲホセフクメラレテ御

覽ノアルベキ也。 

 【（君は）ただ遠慮なく理にまかせて仰せ含められて御覧になるべきである。】 

 

343   「『サテコソ此代ハシバシモヲサマランズレ』ト、ヒ 〔ヨト〕全： ・「『サテコソ此代ハシバシモヲサマランズレ』ト」はどこにかかるか。大隅訳・森訳は「アキ
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シトコレハ神神ノ御ハカライノアリテ、カクサタシ

ナサレタルコト〔ヨ」ト〕、アキラカニ心ヱラルヽヲ、

カマヘテ神明ノ御ハカライノ定ニアイ〔カナイテ〕

ヲボシメシハカライテ、世ヲ治メラルベキニテ侍ナ

リ。 

なし〔カナイ

テ〕全：カナ

ヒテト 

ラカニ心ヱラルヽ」内容（の一部）と解するが、試訳では石田訳と同様、「神神ノ御ハカライ」

の内容と解した。 

・「定
ぢやう

」については、cf. No. 305。 

cf. 大系本「定」頭注「真理」。 

cf. 「おもひはからふ」:「あれこれと考慮する。おもいはかる」（『日本国語大辞典』）。 

cf. 大隅訳：「そうしてこそ今の世はしばらくの間でも治まるであろうと思われるし、これはた

しかに神々の御はからいによってこのようになったことであると、明白に理解できるのである。

そのことによく注意なさり、神々の御はからいによって定められた理にかなうように考え合わ

されて、世をお治めになるべきである」。 

cf. 石田訳「そのようにしてこそ、今の末の世はしばらくの間でも治まるであろう、と神々が

しっかりとお計らいなさって、このように処置なさったことだ、と明らかに心得られる。だか

ら、よくよく注意して、神明の御はからいの通りにするようにお考慮なさって、世（国政）を

お治めになるべきである」。 

cf. 森訳「そう（君と摂家将軍が合体）してこそこの（今の）世は暫くでも（きっと）治まる

だろうと（いうことは）、しっかりと「これは神々の御計らいがあって、このように処置しなさ

れたことだ」と、明らかに心得られるので、（君は）是非とも神明の御計らいの定めに相適って、

お考え計らって、世を治められるべきだ」。 

【「『そうしてこそ現代はしばらくの間でもきっと治まるだろう』と、ひしと（しっかりと）こ

れは神々の御はからいがあって、このように沙汰（処置）をなさったことであるよ」と、明ら

かに理解されるので、（君は）必ず（その）神明の御はからいの定めに合致してお思い量りにな

って、世の中を治められるべきであります。】 

 

344   「冥衆ハヲハシマサヌニコソ」ナド申ハ、セメテア

サマシキ時ウラミマイラセテ人ノイフコトグサ也。 

 cf. 「せめて」：「①しいて。むりに。②しきりに。一心に。熱中して。③痛切に。身にしみて。

ひどく。この上なく。④しいて言えば。無理に考えるなら。⑤多く「せめては」の形で、下に

願望・命令・意志などの表現を伴って》 多くは望まないが、少なくとも。なんとか…だけでも」

（『小学館 全文全訳古語辞典』）。 

【「冥衆はいらっしゃらないのである」などと申すのは、ひどく歎かわしい状況にあるとき（冥

衆を）お恨み申し上げて人が言う口癖である。】 

 

345   誠ニハ劫末マデモ冥衆ノヲハシマサヌ世ハカタ時モ

アルマジキ。 

 ・「アルマジキ」について、大系本頭注に「「ナリ」脱か」とあるのに従って訳した。 

【誠には劫末までも冥衆のいらっしゃらない世は片時もあるはずがないのである。】 

 

346   マシテカヤウニ道アルヤウニ人ノ物ヲハカライヲモ

フ時ハ、コトニアラタニコソ当時モヲボユレ。 

 【ましてこのように道があるように人が物事をはからい思う時は、（冥衆のはたらきが）ことに

あらたかに現在も思われるのである。】 

 

347  349－11 コレハサシツメテコノ将軍ガコトヲ申ヤウナルハ、
カヽルコトノ当時アレバ、ソレニスガリテ申バカリ

也。 

 ◎以下、摂家将軍を例として述べたことの趣旨を述べるとともに、これまでの執筆内容を顧み

て感想を加える（ここで段落を改める）。 

・「サシツメテ」については、cf. No. 26。大系本頭注は「思いつめて、限定して」とする。 



70 
 

【これ（以上に述べたこと）は限定してこの（摂家）将軍の一件を申すようであるのは、この

ようなことが現在あるので、それを頼りとして申し上げるまでである。】 

 

348   コノ心ハ、タヾイツモイツモコト将軍ニテモコノヲ

モムキヲ心ヱテ、世ノ中ヲバ君ノモタセ給ベキゾカ

シ。 

 ・「コノヲモムキ」について、大系本頭注は「「冥衆ノヲハシマサヌ世ハカタ時モアルマジ」と

いう趣意」、森訳は「この（理由なく将軍を憎んだりしてはならないという）趣旨」とする。 

【この（ように述べる）真意は、ただいつもいつも別の将軍についてもこの（冥衆のはからい

があるという）趣意を理解して、世の中を君がお保ちになるべきであるよ。】 

 

349   将軍ガ〔ムホン〕心ノヲコリテ運ノツキン時ハ、又

ヤスヤストウシナハンズル也。 

〔ムホン〕

全：ムホンノ 

・「ウシナ（フ）」について、主語は冥衆、目的語は将軍と解した。 

cf. 大隅訳「将軍が謀反の心を起こして運が尽きる時には、また容易に滅びるであろう」。 

cf. 石田訳「もし将軍が謀反心を起して運の尽きる時は、君はまたやすやすとその将軍を殺す

ことが出来るのである」。 

cf. 森訳「将軍が謀反の心が起こって運の尽きるような時は、また易々と（きっと）失うだろ

う」。 

【将軍が謀反心がおこって運の尽きるような時は、またきっと簡単に（冥衆がその将軍を）滅

ぼすのであろう。】 

 

350   実朝ガウセヤウニテ心得ラレヌ。  【（そのことは）（源）実朝の滅びようにおいておのずと理解された。】 

 

351   平家ノホロビヤウモアラハナリ。  【平家の滅びようも歴然としている。】 

 

352   コレハ将軍ガ内外アヤマタザランヲ、ユヘナクニク

マレムコトノアシカランズルヤウヲコマカニ申也。 

 ・「内外」とは何か。「内」とは将軍家、「外」とはたとえば天皇家を指すと考えてよいか。大系

本頭注・大隅訳は「幕府の内外に対して」、石田訳も「〔幕府の〕内外において」とし、森訳は

「内にも外にも」とする。 

・「ヤウ」については、cf. No. 1。 

【これは将軍が内に（将軍家において）も外に（天皇家に対して）も過ちを犯していないよう

なのに、理由なく（君が将軍を）憎まれるようなことはきっと悪いであろうという事情を詳し

く申すのである。】 

 

353   コノスヂハワロキ男女ノ近臣ノ引イダサンズルナ

リ。 

 ・「ンズル（＜ムズ）」は「むとす」の意に解した。 

【このすじ（過ちを犯していない将軍を君が憎むという方向）はよくない男女の近臣が引き起

こそうとするのである。】 

 

354   コヽヲシロシメサンコトノ詮ニテハ侍ベキ也。  ・「詮」については、cf. No. 33。 

【これを（君が）御承知になるようなことが肝腎なことに違いないのです。】 

 

355   コハ以ノ外ノ事ドモカキツケ侍リヌル物カナ。  【これは大変なことどもを書きつけましたものよ。】 
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356   コレカク人ノ身ナガラモ、ワガスル事トハスコシモ

ヲボヘ侍ラヌ也。 

 【（私は）これを書く人の身であるのに、自分のすることとは少しも思えないのです。】 

 

357   申〔バ〕カリナシ、申〔バ〕カリナシ。 〔バ〕：「ハ」

と解する。右

欄参照。 

・大系本本文はじめ諸本は「申バカリナシ」に作るが、「申す」に名詞「はかり」に由来する語

「はかりなし」が接続したものとして、濁音「バ」を清音「ハ」と解した。cf. No. 307.  

【何とも申しようがない、何とも申しようがない。】 

 

358   アハレ神仏モノノ給フ世ナラバ、トイマイラセテマ

シ。 

 【ああ神仏がものをおっしゃる世ならば、確かにお尋ね申し上げただろうに。】 

 

359  350-6 

 

サテモサテモ、コノ世ノカハリノ継目ニムマレアイ

テ、世ノ中ノ（目ノ）マヘニカハリヌル事ヲ、カク

〔ケザケザ〕トミ侍コトコソ、ヨニアハレニモアサ

マシクモヲボユレ。 

〔ケザケザ〕

国文：ケサケ

サ 

◎ここから最後まで、すぐれた人がいなくなったことについて、その具体的な変遷と、人選に

ついての対策を述べている。この段落はその序文。 

・「アハレ」は、大系本、石田訳は「かなしい」の意とするが、文脈上（世の激変をはっきりと

目撃したことを強調する文脈）そこまでは含意していないだろう。「感慨深く」とした大隅訳、

森訳に従う。 

・「アサマシ」は、大系本は「なげかわしい」の意とする。大隅訳、全は「あさましい」の意と

する。石田訳、森訳は「酷い」の意とする。試訳では「意外である。驚くべきさまである」（『日

本国語大辞典』）の意とする。cf．No.344，No.421． 

【それにしてもまあ、この世が変化するその継ぎ目に生まれ合わせて、世の中が目の前で変化

したことを、このようにはっきりと見ましたことは、まことに感慨深くも驚くべきことだとも

思われる。】 

 

360   人ハ十三四マデハサスガニヲサナキホド也。  【人は十三、四歳まではさすがに幼いものである。】 

 

361   十五六バカリハ、心アル人ハ皆ナニゴトモワキマヘ

シラルヽコト也。 

 【十五、六ほどになって、心ある人は皆何事もわきまえ知るようになるのである。】 

362   コノ五年ガアイダ、コレヲミキクニ、スベテムゲニ、

世ニ人ノウセハテヽ侍也。 

 ・「五年」に関しては、他の諸本も「五年」であるが、村岡典嗣の指摘以来、「五十年」の誤記

であることが定説となっている。慈円が十五、六歳から承久元年（1219年）六五歳頃まで。そ

れに従うが、この五年間に何があったのかを考慮し再考も必要。 

・「世に」は、「非常に、はなはだ」の意もあるが（大隅訳）、ここでは「世の中に」の意とした。 

【この五十年の間、この世の変化を見聞するに、総じて甚だしく、世の中に（すぐれた）人が

いなくなってしまった。】 

 

363   ソノ人ノウセユクツギ目コソ、イカニ申ベシトモナ

ケレドモ、ヲロヲロ、尤コノ世ノ人心ヱシラルヽベ

キフシナケレバ、思ヒイダシテ申シソフル也。 

 【その（すぐれた）人がいなくなってしまう継ぎ目について、どのように申すべきか申しよう

がないのだが、不十分ながら、この世の人々は少しも心得て知る機会がないので、思い出して

書き添えるのである。】 

 

364  350-12 今ノ（世ノ）風儀ハ、忠仁公ノ後ヲ申ベキニヤ。  ◎今の世につながる、良房の時代後の、世の推移。後白河天皇の前まで。 

・「風儀」については、大系本は「外見」、大隅訳は「姿」、全は「すがた、しきたり」とする。

『日本国語大辞典』に「ならわし。風習。しきたり。また、風潮。」として愚管抄からの引用が
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ある。試訳では「ならわし」とした。cf．No.36，368． 

【今の世のならわしというのは、忠仁公（良房の時代）の後のこととして申すべきであろうか。】 

 

365   ソレハ猶上代ナリ。  ・「ソレ」は 良房の時（摂政 866-871）。cf. ⅢNo.399「寛平（宇多天皇の時代、889－897）

マデハ上古正法のスエ」（大系本 166頁 6行、）。 

【それ（良房の時代）はやはり上代である。】 

 

366   一条院ノ四納言ノコロコソハイミジキ事ニテ侍メ

レ。 

 ・「一条院」は、一条天皇の時代（986-1011）の意。大系本 169頁 7行以降に一条院の時代の説

明がある。 

【一条天皇の時代の四納言（斉信・公任・行成・源俊賢）の頃こそは、とても素晴らしかった

ようである。】 

 

367   

 

僧モソノ時ニアタリテ、弘法・慈覚・智証ノ末流ド

モヽ、仁海・皇慶・慶祚ナドアリケリ。 

 【僧もその頃にあっては、弘法（空海）・慈覚（円仁）・智証（円珍）の末流どもに、仁海・皇

慶・慶祚などがいた。】 

 

368   僧俗ノアリサマ、イサヽカソノ風儀ノチリバカリヅ

ヽモ、ノコリタルカトヲボユルハ、イツマデゾト云

ニ、家々ヲタヅヌベキニ、マヅハ摂籙臣ノ身々、次

ニハソノ庶子ドモノ末孫、源氏ノ家々、次々ノ諸大

夫ドモノ侍ル中ニハ、コノ世ノ人ハ白河院ノ御代ヲ

正法ニシタル也。 

 ・「家々ヲタヅヌベキニ」については、大隅訳は「家々に分けて詮索していくと」とあるが、「べ

し」の「当然、適当」の意を汲むべきであろう。石田訳は「家々を探し求めねばならぬが」、森

訳は「その家その家を調べるべきで」と、「当然、適当」の意を汲む。 

・「白河院ノ御代」（白河院の時代）は応徳三（1086）年～大治四（1129）年。 

・「正法」に関しては、巻第七ではこの一例のみ。大系本全体では巻の第三（132頁 10行、135

頁 11行、148頁 14行、149頁 14行、166頁 6行）（ⅢNo.66，No.96，No.234，No.248，No.399）

にあるのみ。巻第三で使用されている意味とここでの意味は同じとは言いがたい。ここでは慈

円の主張する「正法」というより、あくまでも「コノ世ノ人」（今の世の人々）にとっての「正

しさの基準・目安」といった意味か。 

・「正法」については、大系本頭注「仏教の正しい教法。愚管抄では日本国の政治のあり方に関

していい、上古・上代と関連させる」、大隅訳「正しい道理が行われた時代」、全の注「正しい

教法」、石田訳「正法」、森訳「正法（つまり理想）」とする。 

【僧俗のありさま、少しその頃のあり方が塵ばかりずつでも、残っているかと思われるのは、

いつまでかというと、家々を詮索すべきであって、まずは摂籙の臣の一人一人、次にその庶子

たちの末孫、源氏の諸家、次々の諸大夫たちがある中には、今の世の人は白河院の時代を正し

さの基準としている。】 

 

369   尤可然、可然。  【なるほどその通りだ、その通りだ。】 

 

370   ヲリ居ノ御門ノ御世ニナリカハルツギ目ナリ。  ・「ヲリ居ノ御門ノ御世」。院政がしかれるようになった時代。 

【退位された天皇が国を治める時代になりかわる継ぎ目の時代である。】 

 

371   白河院ノ御世ニ候ケン人ハチカクマデモアリシカ  ・「コレヲ心ウベシ」については、森訳は「（今の人も）これを心得るだろう」。大隅訳は「知る
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バ、コレヲ心ウベシ。 ことができるであろう」。いずれも主語は「コノ世ノ人」。石田訳は慈円を主語として「これを

知ることが出来る」とする。試訳では前二者に従って「コノ世ノ人」の考えを当然のこととし

て推量した文とする。 

【白河院の時代に仕えていた人は最近までも在世していたのだから、このこと（白河院の時代

を「正法」としたこと）を納得しているのだろう。】 

 

372   一条院ノ四納言ノスヘモ白河院ノハジメマデハ、ヲ

ナジホドノコトノ、ヤウヤウウスクナルニテコソア

レ。 

 ・「ヲナジホドノコトノ、ヤウヤウウスクナルニテコソアレ」については、森は、「大隅訳は「昔

と同じように活躍していたが、しだいに影が薄くなっていった」とし、石田訳は「昔と同じ程

度〔の風儀〕で、それがだんだんうすくなっていったものであった」とする。大隅訳と石田訳

では、白河院の初めまでは全く同じでそれより後に薄くなっていった、ということになる。そ

のような解釈は慈円の歴史思想と合致しないため、従い難い。」として、「（大体）同じくらいの

こと（だった）が、（それでも）段々と（器量が）薄くなっている」と訳している。森訳は、「ニ

テ」を完了の助動詞「ぬ」の連用形＋接続助詞「て」とみて「…てしまって」と解しているよ

うだが、「ナリニテ」ならば成立するが、「ナルニテ」なので成立しない。「ニテ」は断定の助動

詞「なり」の連用形＋接続助詞「て」で、「…で、…であって」と解すべきであろう。「慈円の

歴史思想と合致しない」とあるが、「四納言」の子孫に限って述べているので、必ずしも「合致

しない」とは言い切れないように思われる。よって、大隅訳、石田訳に従う。 

・白河天皇（1072～）、白河院（1086～1129）で、合わせれば 60年近い。この間、その時代の

初め頃までは同じほどの器量であったが、次第に影が薄くなったということではないか。 

【一条院の時代の四納言の子孫も白河院（の時代）の初めまでは、同じ程度にすぐれていたが、

次第に影が薄くなっていった。】 

373   白河院御脱屣ノ後、一ヲチ一ヲチクダレドモ、猶マ

タソノアトハタガハズ。 

 ・「アト」は「遺風」と訳した。白河院の（「正法」の時代の）遺風。「風儀（ならわし）」の名

残。大隅訳は「昔の香り」。森訳は「（父祖の）跡」。 

【白河院が御退位の後、一段また一段と落ち下っていったが、なおまた（白河院の時代の）遺

風は違うことなくあった。】 

 

374  356-6 後白河院ノ御トキニナリテ、一ノ人ハ法性寺殿、一

ノ人ノ庶子ノ末ハ花山院忠雅、又経宗、伊通相国、

閑院ニハマヂカク公能子三人、実定・実家・実守、

公教子三人、実房・実国・実綱、公通・実宗父子、

コレラマデ。 

 ◎後白河天皇・院の時代の「摂関・庶子・源氏・諸大夫」の人々について語る内容。 

・「後白河院」とあるが、忠通が関白だったのは後白河天皇の時代（天皇 1155-1158、院

1158-1179）。天皇と院の時代を合わせて記述。 

・「一ノ人」は摂政・関白の意であるが、訳では「一の人」のままとする。 

【後白河天皇の時代になって、一の人は法勝寺殿（忠通）、一の人の庶子の子孫は花山院忠雅、

また経宗、伊通相国がいた。閑院（公季）の子孫には近くは公能とその子三人、実定・実家・

実守、また公教の子三人、実房・実国・実綱、そして公通・実宗父子がいたが、彼らまで。】 

 

375   又源氏ニハ雅通公、諸大夫ニハ顕季ガ末ハ隆季・重

家、勧修寺ニハ朝方・経房、日野ニハ資長・兼光父

子、コレ〔ラハ〕、見聞シ人々ハ、コレラマデハチリ

バカリ昔ノニホヒハアリケルヤラムト、ソノ家〔ソ

〔ラハ〕全：

ヲバ 

〔ソノ〕国文

全：なし 

・「コレラハ」の「ハ」は提題の助詞。「……については」と訳した。大隅訳も同様。内容とし

ては、No. 374-375で列記された人々のこと。 

・「ニホヒ」については、森訳「気風」に従う。大隅訳「香り」、大系本頭注では「威光、気品」、

全では「気品、品格」とする。No. 373の「アト」と同じであろう。Cf．No. 391、No. 417。 
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ノ〕家ノヲホカタノ器量ハヲボヘキ。 【また源氏の家では雅通公がおり、諸大夫の家では顕季の子孫に隆季・重家、勧修寺家（内大

臣藤原高藤の子孫）に朝方・経房、日野家（右大臣藤原内麿の子孫）に資長・兼光父子がいた

が、彼らについては、（彼らを）見聞した人々は、彼らまでは塵ばかりでも昔の気風があったの

だろうかと、それらの家々のおおよその力量をおのずと思ったのである。】 

 

376  351-12 中ノ難ドモハサタノ外ナリ。  ◎後白河の時代の人物評価のうち、藤原光頼について。 

・「中ノ難」は、上に挙げた人々の間で交わされた非難（大隅訳「それらの中で交わされた非難」）

か、上に上げた人々とは別に家々の中での非難（大系本頭注「内部で行われている非難」）か。

全「中程の欠点。内部の非難の意か」。石田訳は「中ごろの欠点」。試訳では大系本頭注などに

従った。 

・「サタノ外」は、「是非を論じる範囲を超えていること。もってのほか、論外。言語道断。沙

汰のほか」（『日本国語大辞典』） 

【家々の内部での非難などは論外である。】 

 

377   光頼大納言カツラノ入道トテアリシコソ、末代ニヌ

ケイデヽ人ニホメラレシ〔カ〕。 

〔カ〕文：ガ ・大系本では No. 377と No. 378を読点で繋げているが、文章を句切った。 

【光頼大納言は桂の入道と呼ばれたがその人物こそ、末代にぬきんでて人から称賛されたので

ある。】 

 

378   二条院時ハ、「世ノ事一同ニサタセヨ」ト云仰アリケ

ルヲ、フツニ辭退シテ出家シテケルハ、誠ニヨカリ

ケルニヤ。 

〔一同〕国文

全：一向 

・「二条院」とあるが、二条天皇（1159-1165）（後白河院）の時代。 

・「一同」は「一向」とする。大系本頭注に「「一向」の誤記か」とある。 

・光頼は、永暦元（1160）年、権大納言。長寛二（1164）年正月二十一日に辞し、八月十四日

に出家。桂の里にこもる。 

・「ヨカリケルニヤ」を大隅訳、森訳は「いいことではなかっただろうか」（いいことであった）

とする。石田訳は「誠に立派なことであったと思う」とする。いずれも問題あり。試訳では「ニ

ヤ」を疑問・反語と取り、「よかったのだろうか（いいことではなかったのではないか）」とし

た。 

【二条天皇の時には、「為政にかかわることをひたすらに取り行え」との仰せを受けたのに、す

べて辞退して出家したことは、本当によかったのだろうか。】 

 

379   タヾシ「大納言ニナリタルコトコソヲボツカナケレ。

諸大夫ノ大納言ハ光頼ニゾハジマリタリ」ナンド人

ニイハルメ〔リ〕マデ也。 

〔リ〕国文

全：ル 

・大系本、全、大隅訳は「タヾシ、大納言ニナリタルコトコソヲボツカナケレ。「諸大夫ノ大納

言ハ光頼ニゾハジマリタリ」」とするが、「 」の始まりの位置を変更し、「タヾシ「大納言ニナ

リタルコトコソヲボツカナケレ。諸大夫ノ大納言ハ光頼ニゾハジマリタリ」」とした。森訳も同

じ変更を施している。 

・「マデ」については、大隅は訳していない。森訳、石田訳の「ほど」に従う。 

・No. 378で、出家したことを残念に思うくらい評価していることを受けて、「ただし、その処

遇には非難があった」と、「難」（No.376）について述べる。 

【だたし、「（光頼が）大納言になったことには不満がある。諸大夫の家から大納言になること

は光頼に始まった」などと人に言われるようなほどである。】 
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380   「カヽラン人ハナラデ候ナン」ナドヤ思フベカラン。  ・「カヽラン人ハナラデ候ナン」と、「 」を補充。 

・この一文については、大隅訳「光頼のような人は大納言にはならずにいたであろうなどと思

う人もあろう」、森訳「「このような人（諸大夫の光頼）は（大納言に）ならずにいてほしい」

などと（きっと）思うのだろう」とする。 

・「ナラデ候ナン」の「ナン」を、「連語。完了の助動詞「ぬ」の未然形＋推量の助動詞「む（ん）」）

とする。推量の強調、もしくは適当・当然の意で、……にちがいない、きっと……だろう、…

…のはずだ、の意（『日本国語大辞典』。 

【「このような人（諸大夫の光頼）は（大納言に）当然ならないはずだ」などと思っているのだ

ろう。】 

 

381   昔ハ諸大夫ナニカト器量アル士ヲバサタナカリキ。  【昔は諸大夫でなにかと力量がある人物を大納言に任ずることはなかった。】 

 

382   サヤウノコロハ勿論也。  ・昔であれば光頼はもちろん大納言にはなれなかった、の意。 

【そのような頃にはもちろんそうである。】 

 

383   「ヒサシクカヤウノ品秩サダマリテ、諸大夫ノ大納

言ミツヨリニハジマリタル」ナドイハルヽ事ハ、上

品ノ賢人ノイハルベキ事ニハナキゾカシ。 

 ・「品秩」は、大系本頭注によれば、底本では「品帙」で「天明本・河村本により改む」。そし

てその意味を「位と録」とする。大隅訳も同じ。全は「爵位と俸給」で同様の意味に取る。し

かしここで問題にされているのは大夫の家格と位森訳は「位階俸禄」（官職の位）との関係であ

り、そのような意味に取っていいかどうか。 

・品：①しな（しなわけ。種類。差別・等級。ものの性質、がら。）②位。官位の順序。（『角川

新字源』） 

・秩：②ついで。順序。次第。④くらい（位）、官職。⑤扶持、俸給。（同上） 

・品秩（ひんちつ）：位と扶持。官位の等級とその俸給。（同上） 

・帙：①文巻（ふまき）。ふみづつみ。和綴じの書物を包むおおい。（同上） 

・「品秩」。試訳では、「品」を摂関家・庶子・大夫などの家の等級（家格）とし、「秩」を大納

言などの「位、官職」としてみた。 

・「上品」。大系本・大隅訳「上等」。全「上級。上等」。試訳では「すぐれた」とした。 

・すべての先行訳は、かぎ括弧の始まりを「諸大夫」からとする。試訳では「ヒサシク」から

にした。その方が文脈にかなう。（それなのに）を補う。 

【「久しい間このような家格と官職が定まっていて、（それなのに）諸大夫の家から大納言が出

るのは光頼に始まったのだ」などと言われることは、（光頼のような）すぐれた賢人が言われる

べきことではないのだ。】 

 

384   末代ニハコノ難ハアマリ也。  ・「難ハアマリ也」を、大系本では「欠点は通常の程度を越えている」とする。大隅訳では「非

難もひどすぎよう」。森訳は「非難は度を超えている」。森訳に近いが試訳では「余計なもの」

とした。「難ハアマリ也」は、No. 376の「中ノ難ドモハサタノ外ナリ」と同様の主張である。 

【（昔はともかく）末代にはこのような非難は余計なものである。】 
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385   イカサマニモ、ヨクユルサレタリケル物ニコソ。  【どうみても、光頼は力量が高く評価された人物であった。】 

 

386  352-5 コノ人々ノ子共ノ世ニナリテハ、ツヤツヤト、ムマ

レツキヨリ父祖ノ気分ノ器量ノケヅリステヽナキ

ニ、ムマゴドモニナリテハ、当時アル人々ニテアレ

バ、トカク、ヨキ人トモワロキ人トモ云ニタラヌ事

ニテ侍也。 

 ◎後白河の時代を受けて、その子供たち、孫たちの総評。孫たちの時代は今の時代で、その導

入部分。 

【この（後白河の時代、忠通以下の）人々の子供の世になっては、生まれついたときから父祖

のような力量を削り捨てて少しもなくなってしまい、孫たちになっては、現在いる人々である

から、あれこれと、すぐれている人とも劣っている人とも言うに足らないのである。】 

 

387  352-7 サテ又一ノ人ハ四五人マデナラビテイデキヌ。  ◎今の時代（前文の「ムマゴ」「当時アル人々」）についての考察は「摂関家、庶子、諸大夫、

僧」と続くが、そのうち「摂関家、庶子」についての段落。 

・「四、五人」。誰をしているか？ 

【さて一の人は四、五人まで並び出てきた。】 

 

388   ソノ中ニ、法性寺殿ノ子共ノ摂政ニナラレタル中ニ、

中ノ殿ノ子近衛殿、又松殿・九条殿ノ子ドモニハ師

家・良経也。 

 ・「法性寺殿（忠通）」の子供で摂政になったのは、基実（摂政 1165～）、基房（摂政 1166～、

没 1230）、兼実（摂政 1186～、没 1207）。慈円の兄弟。 

・忠通の孫で摂政になったのは、基通（基実の子。摂政 1180～、84～、98～、没 1233）、師家

（基房の子。摂政 1183～、没 1238）、良経（兼実の子。摂政 1203～、没 1206）。 

【その中に、法性寺殿（忠通）の子供で摂政になられた中に、中殿（基実）の子である近衛殿

（基通）、また松殿（基房）と九条殿（兼実）のそれぞれの子供には師家と良経がいる。】 

 

389   〔テヽ〕トニ三人ノ中ニ、九条殿ハ社稷ノ心ニシミ

タリシカバニヤ、アニ二人ノ子孫ニハ、人トヲボユ

ル器量ハ一人モナシ。 

〔テヽ〕国

文：コ 

・「〔テヽ〕トニ三人」は、大隅訳、大系本、全、森訳ともに「テヽ」を父とする。「トニ」が不

明だが、大隅訳は「父の殿三人」、森訳は「父殿で三人」とする。他の箇所で「テヽ」を父とす

る用例（「テヽノ殿」）は多数有り。石田訳のみ「コトニ三人」とする。「コトニ」でもいいよう

に思われるが、大隅訳に従う。 

・「社稷ノ心ニシミタリシ」は、大系本頭注に従って「国家のことがその心にしみついていた」

とした。「国家のことがいつも心にあった（いつも国家のことを考えていた）」の比喩表現であ

ろう。兼実が国家のことをいつも考えていたという同様の表現は、大系本 296頁（巻第六）「祖

父（兼実）ノ社稷ノミチ心ニイレタルサマハ、一定物神モアハレニサラサ給ヒケント、人皆思

ヒタル」、巻第七では No. 189「九条殿ノ世ノ事ヲ思ハレタリシ」。森訳は、補注（5）で慈円の

兼実評価について他史料を用いて詳細に論じ、「慈円が兼実について評価したのは、その志であ

って気風器量ではなかった」とする。 

【父の殿三人の中では、九条殿（兼実）は国家のことが心にしみついていたからであろうか（そ

の子孫には優れた人がいるけれども）、兄の二人（基実・基房）の子孫には、すぐれた人と思わ

れるような力量をもったものは一人もいない。】 

 

390   松殿ノ子ニ家房トイヒシ中納言ゾヨクモヤトキコヘ

シヲ、卅ニモヲヨバデ早世シテキ。 

 ・「ヨクモヤ」を全は「よくも有ろうか」とする。森訳は「善いのではないか」とする。「モヤ」

は、係助詞「も」＋疑問の係助詞「や」で、「……かもしれない、……らしい」の意。大隅訳「よ
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い器量をもった人らしい」に従う。 

【松殿（基房）の子供に家房という中納言こそ、よい（器量をもっている）らしいと評判され

たが、三十歳に及ばないうちに早世してしまった。】 

 

391   九条殿ノ子ドモハ昔ノニホヒニツキツベシ。  ・「ニホヒ」は、大隅訳「気品」、森訳「気風」、石田釈「光」。cf. No. 375，391，417。 

・「ツキツベシ」は、大隅訳「そなえていたのであろう」、森訳「連なったのだろう」、石田訳「た

しかに継ぐことが出来るであろう」。「ツク」は従うの意。「ツベシ」は完了の助動詞＋推量の助

動詞。確実な推量。 

【九条殿（兼実）の子供は昔の気風に従ったに違いない。】 

 

392   三人マデトリドリニナノメナラズコノ世ノ人ニハホ

メラレキ。 

 【三人までそれぞれにひととおりではなくこの世のひとびとから称賛されたのである。】 

 

393   良通内大臣ハ廿二ニテウセニシ。  【良通内大臣は二十二歳で亡くなってしまった。】 

 

394   名誉在二人口一。  【（良通の）良い評判は人々が語り伝えている。】 

 

395   良経又〔（執）政臣〕ニナリテ、同〔（能）芸〕群ニ

ヌケタリキ。 

〔（執）政臣〕

国文全：執政

臣 

〔（能）芸〕

国文全：能芸 

・「（執）政臣」は、良経が建仁二（1202）年、摂政になったことを示す。 

・「同」は、森訳に従い、良通と同じの意とする。 

【良経はまた執政の臣になって、（良通と）同じく才能や技芸は群を抜いていた。】 

 

396   詩歌・能書昔ニハヂズ、政理・公事父祖ヲツゲリ。  【詩歌や書をよくすることは昔に恥じず、政務を行うことや朝廷の儀式は父祖を継いだ。】 

 

397   左大臣良輔ハ漢才古今ニ比類ナシトマデ人ヲモイタ

リキ。 

 ・「漢才」は儒学などの中国由来の学問に通じている才能。「漢籍に通じ漢詩文を作るのが巧み

なこと。また、その才能」（『日本国語大辞典』）。大隅訳、全の「漢学の才」に従う。。 

【左大臣の良輔は漢学の才が古今に比類なしとまで人々が思ったのだった。】 

 

398   卅五ニテ早世。  ・「卅五」とあるが、実際は三十四歳。 

【（しかし）三十五歳（三十四歳）で早世してしまった。】 

 

399   カヤウノ人ドモノ若ジニ〔ヽ〕、世ノ中カヽルベシト

ハシラレヌ。 

〔ヽ〕全：ヽ

テ 

・「カヽルベシ」については、森訳は「こうなのだろう」、大隅訳は「衰えてきたらしい」、大系

本頭注は「こうなるに相違ない。衰えることをさす」とする。当然の意があるとみて、大系本

頭注に従う。 

・森はこの箇所の補注で「慈円は知り難い道理を知るための客観指標として寿命の長短に着目

した（三二四、三三一、三五二〜三頁など）。これは人の寿命が短くなっていくとする命濁の 

思想に着想を得たものであろうが、統計分析のような手法であったとも言い得る」と述べてい

る。参考にすべきであろう。 

【このような人たちが若死したことに、世の中がこうなる（衰える）に相違ないと知られるの
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である。】 

 

400   アナカナシ、アナカナシ。  【ああ悲しい、ああ悲しい。】 

 

401   今、良経後ノ京極殿ノ子ニテ左大臣只一人ノコリタ

ルバカリニテ、コ〔ト〕アニアニノ子息ハ、人〔カ〕

タニテマヨフバカリニヤ。 

〔ト〕国文：

ソ 

〔カ〕国文

全：ガ 

・「コ〔ト〕アニアニノ子息」については、大系本頭注は「異母兄、基実、基房をさす」とし、

全、大隅訳、森訳、石田訳も同じである。No. 389と重なる（「アニ二人ノ子孫ニハ、人トヲボ

ユル器量ハ一人モナシ」）。 

・「人〔カ〕タニテマヨフバカリニヤ」については、森が注（４）で諸説をまとめており、それ

を借用すると次のようになる。全は「人カタニテ」を「「人形にて」か」とし、大系本頭注は「人

の形をしているだけで、だれを選ぶかとなると迷う」とし、大隅訳は「人のかたちをしている

だけであるから、誰を選ぶかとなると迷うばかりのようである」とし、石田訳は「人間の形を

しているだけで迷うばかりであろうか」とする。 

・その上で森は「人形の意に解すると文の流れがやや不自然になるため、ここでは一方の意に

解した」とし、「一通りで（誰を選ぶべきか）迷うだけだろうか」と訳している。 

・試訳では、「人カタ」を「人の姿かたち」（『角川古語大辞典』）とし、人選をする際の基準が

才能・器量などではなく、姿かたちだけでしかないことを嘆いていると解した。 

・左大臣（道家）。摂政 1221･4～、承久の乱（1221・5）の直前。乱の後、罷免。没 1252。 

【今、良経（つまり）後京極殿の子供では左大臣道家ただ一人残っているばかりで、二人の異

母兄の子供は、（人選の際には）人の姿かたちによって（誰にするかを）迷うしかないのだろう

か。】 

 

402   ソノホカ家々ニ一人モトルベキ人ナシ。  【そのほかの家々においても一人も取るべき人はいない。】 

 

403  353-4 諸大夫家ニモツヤツヤト人モナキ也。  ◎今の時代についての考察のうち、「諸大夫」についての段落。 

【諸大夫の家にも全く（すぐれた）人はいない。】 

 

404   職事・弁官ノ官ノ名バカリハ昔ナレド、任人ハナキ

ガゴトシ。 

 ・「職事」は、蔵人の頭および五位・六位の蔵人の総称（大系本頭注）。 

・「弁官」は、太政官内の一局で、八省の事務を管轄処理する（同上）。 

【職事・弁官という官の名ばかりは昔と同じだが、適任者はなきがごときである。】 

 

405   ヲノヅカラアリヌベキモ、出家入道トノミキコユ。  「アリヌ」のアリは、前文の「任人ハナキ」を受けているとし、森訳と同じく（適任者が）を

補う。 

【たまに（適任者が）あっただろうが、出家した人ばかりであると聞いている。】 

 

406   ホリモトメバ三〔四〕ナドハイデクル人モアリナン

モノヲ、スベテ人ヲモトメラレバコソハ、アリテス

テラレタランコソ、タノモシクモキコヱメ。 

〔四〕国文

全：四人 

・「スベテ人ヲモトメラレバコソハ、アリテステラレタランコソ、タノモシクモキコヱメ」の試

訳が確定しがたい。 

・大系本頭注（「人ヲ」以下）「すぐれた人を探し出されることがあってこそ、この世にあって

用いられないことも楽しく思われる」。大隅訳「一般にすぐれた人を探し求められてこそ、この
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世にあって用いられないでいる人があるということもたのもしく思われるのである」。石田訳

「すべてに人物を探す際には、あり余って棄てられてこそ、頼もしく思われるであろう」。 

・以上を受けて、森は「先行訳註はステルを君などが人を用いないの意に解するが、人が世を

捨てて出家するの意に解すべきであろう。言うこころは、優れた人を見付けることができる、

つまり有り余っている時に優れた人が世を捨てるようであってこそ心強い」とし、森訳では「な

べて人を捜すことができてこそ、（つまり人が十分に）いて（世を）捨てられてしまうようでこ

そ、心強くも聞こえるだろう」とする。 

・森訳は前文（適任者が出家してしまっている）を受けている解釈でもあり、また No.408の実

房との関連もあり、ステルを出家と解することは出来そうである。しかし少なくとも『愚管抄』

全体の中でステルを出家の意としては表現していないことは難点になる。 

・試訳では「アリテステラレタラン」の「アリ」は前文の「アリ」と同じく、適任者があるこ

と、とした。 

・ここの文の大意は、「捜せば四、五人くらい出てくるかもしれない。しかし、それは適任者を

探すことが出来ればこそ、つまり適任者が多く出家している状況にあってこそ、捜し出すこと

が頼もしいと言えるのであって、今はそのような状況にない」ということではないか。 

【捜し求めれば三、四人くらいは出て来る人がきっとあるだろうが、総じて（すぐれた）人を

捜すことができればこそ、（つまりは）適任者であって出家されてしまっている（ということ）

こそが、頼もしくも思われるのである。】 

 

407   サレバコハイカヾセンズルヤ、此人ノナサヲバ。  【ならばこれはどうしたらよいのだろうか、この（すぐれた）人のなさを。】 

 

408   コノ中ニ、実房ハ左府入道トテイキノコリタルガ、

タヾコノ世ノ人ノ心ニナリタルトカヤ。 

 ・「コノ中」は、No. 406の試訳「適任者であって出家されてしまっている」人々の中、の意。 

・実房（1147-1225）。公教の三男。文治六（1190）年、左大臣。建久七（1196）年、辞職・出

家。嘉禄元（1225）年、没。出家後も公事の師と仰がれて「大恩教主御房」と呼ばれ(『玉蘂』)、

「天下の有識」(『明月記』)といわれた（『朝日日本歴史人物事典』）。 

・「左府入道」は、左大臣の後出家した者、の意。 

【この中（適任者であって出家されてしまっている人々の中）に、実房は左府入道として生き

残っているが、ただ今の世の人の心になったとかいうことである】 

 

409  353-10 僧中ニハ、山ニハ青蓮院座主ノ後ハ、イサヽカモニ

ホウベキ人ナシ。 

 ◎今の時代についての考察のうち、「僧」についての段落。 

・「青蓮院座主」は行玄（1097-1155）。天台座主第 48世。 

【僧の中には、比叡山延暦寺には青蓮院座主（行玄）以後、少しも（昔の）気風があるような

人はいない。】 

 

410   ウセテ後六十年ニヲホクアマリヌ。  ・行玄没後六十年は建保三（1215）年。 

【彼が亡くなってから六十年以上が経った。】 

 

411   寺ニハ行慶・覚忠ノ後、又ツヤツヤトキコヘズ。  ・行慶（1101-65）の父は白河天皇で、大治三（1128）年に大僧正になる。保延元（1135）年
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に四天王寺別当。園城寺長吏三十世。近衛・後白河・二条の天皇の護持僧となる。後白河院の

信任が厚かったことなど、大系本巻第五（240頁）参照。藤原忠通の出家の時の御戒師。 

・覚忠（1118-77）は天台座主第五十世（三日で辞す）。園城寺長吏第三十二世。慈円の兄。 

【三井寺には行慶と覚忠の後、また全く（すぐれた人の名は）聞こえてこない。】 

 

412   東寺ニハ、御室ニハ五宮マデ也。  ・「東寺ニハ、御室ニハ五宮」。東寺と御室（仁和寺）との関係が不明。仁和寺は宇多天皇の頃、

真言宗の寺院となった（真言宗御室派）ことから、真言宗寺院として記載したか。 

・「五宮」は鳥羽天皇第五皇子覚性法親王（1129-69）で、仁和寺の門跡。 

【東寺（真言宗）においては、仁和寺（真言宗御室派）に覚性法親王がいたが、そこまでであ

る。】 

 

413   東寺長者ノ中ニハ、寛助・寛信ナド云人コソキコヘ

ケレ。 

 ・寛助（1057-125）は東寺長者三十六代。寛信（1084-157）は東寺長者四十代。 

【東寺長者の中には、寛助・寛信などという人の名が聞こえた。】 

 

414   サカリザマニハ理性・三密ナドハ名誉アリケリ。  【盛んな頃には理性・三密などは名高かった。】 

 

415   南京方ニハ、〔恵〕信法務ナガサレテ後ハ、タレコソ

ナド申ベキ寸法ニモヲヨバズ。 

〔恵〕国文

全：忠 

・「タレコソナド申ベキ寸法ニモヲヨバズ」は、大系本、国、文では二文に分けて「タレコソナ

ド申ベキ。寸法ニモヲヨバズ。」とする。全、石田では一文にしている。訳文は、全、大隅訳、

石田訳は一文として訳している。森訳は二文に分けて訳している。試訳では一文としたが「寸

法」の意味によっては二文に分ける可能性もある。 

・「寸法」。大系本頭注では「計ること」。他の例は No. 30，No. 85，No. 415，No.466。この巻

第七の４例以外には使用されていない語。試訳では『日本国語大辞典（No. 30の「問題点・試

訳」蘭に列記）の「④前もって心にいだいていた感じや考えが適合する状況、有様。」とした。 

・大隅訳「誰かなどと思いめぐらしてもいうにもたりない」。全の訳「誰かなどというにも及ば

ない」。石田訳「誰が立派だなどといえる有様ではない」。森訳「誰か（優れた人がいる）など

と言うことができるだろうか（いや、できない）。基準にも及ばない」。 

・恵信（-1171）。保元二（1157）年、興福寺別当三十九世。慈円の異母兄。 

【奈良の方面では、恵信法務が流されて後は、誰こそはなどと申すべき状況にも及ばない。】 

 

416   覚珍ゾアシウモキコヘ〔ヌ〕。 〔ヌ〕全：ズ ・覚珍（-1175）。承安三（1173）年、興福寺別当四十一世。 

【覚珍は悪くもいわれていない。】 

417   中中当時、法性寺殿ノ子ニテノコリタル信円前大僧

正、上ナル人ノニホヒニモナリヌベキニコソ。 

 ・「ニホヒ」に関しては、No. 375，No. 391，No. 417を参照。No.409に「ニホウ」がある。 

・信円（1153-224）。養和元（1181）年、興福寺別当四十四世。慈円の異母兄。 

【かえって現在の、法性寺殿（忠通）の子供で生き残っている信円前大僧正が、身分の高い人

の気風にもきっとなるだろう。】 

 

418   又慈円大僧正弟ニテ、山ニハノコリタルニヤ。  【また慈円大僧正は信円の弟で（あるから）、（隠遁せずに）比叡山に残っているのだろうか。】 
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419  354-1 サレバコハイカニスベキ世ニカ侍ラン。  ◎No.387以降で述べてきた、すぐれた人の少なさを嘆き、No.421以降の人の多さへの議論へと

つなげる段落。 

【ではこれはどのようにすればいい世だというのだろうか。】 

 

420   コノ人ノナサヲ思ヒツヾクルニコソ、アダニクサ〔ク

サ〕心モナ〔リ〕テ、マツベキ事モタノモシクモナ

ケレバ、イマハ臨終正念ニテ、トクトク頓死ヲシ侍

ナバヤ、トノミコソヲボユレ。 

〔クサ〕国文

全：グサ 

〔リ〕文：ク 

【この（すぐれた）人のなさを思い続けると、むなしく憂鬱な心にもなって、期待すべきこと

も頼みにもできないので、今は臨終正念で、速やかに急死してしまいたい、とばかり思われる

のである。】 

 

421   コノ世ノスヱニ、アザヤカニアナアサマシトミヘテ、

カヽレバナリニケリトヲボユルシルシニハ、摂籙ヘ

タル人ノ四五人四五人ナラビテツ〔ヾ〕ラトシテ侍

ゾヤ。 

〔ヾ〕国文

全：ヽ 

◎No.457まで人の多さを論じる。その始まりの段落。 

・「ナリニケリ」については、大隅訳「こんな世になったのだ」、石田訳「こう世が衰えてしま

ったのだ」とする。森訳は、「アサマシ」を受けているとして「（酷く）なったのだ」とする。

石田訳に従う。 

・「四五人四五人」に関しては、承久三（1221）年当時、基房、基通、師家、家実まで四人の歴

任者がいる。同年に摂政になった道家を加えて五人が存命である。 

・「ツヾラトシテ」に関しては、「ツヾラトシテ」と「ツツラトシテ」の両方の可能性がある。

「ツヾラトシテ」であれば「葛として」であり、大系本頭注「くさかずらのように｣となる。一

方『日本国語大辞典』「ツツラ」には「平然としているさま、知らないふりをしているさまを表

す語」とあり、『愚管抄』巻第三が挙げられている（「スコシノトガモナクテ、ツヽラトシテア

ルベシヤハ」（ⅢNo.109）。大隅訳、石田訳はこれに従っている。全の注は「知らぬ顔して安

穏で。またくさかずらのように」と両方の意味の可能性を示す。森訳のみ大系本頭注に従って

「葛のようでいる」と訳している。試訳は、本文を「ツツラトシテ」と見なし、「平然として」

と訳した。 

【この世の末に、明確にとても嘆かわしいとみえて、だからこうなった（世が衰え、落ちくだ

った）のだと思われる証拠としては、摂政・関白を経た人が四、五人までも並んで平然として

いることである。】 

 

422   コレハ前官ニテ一人アルダニモ猶アリガタキ職ドモ

ヲ、小童ベノウタヒテマウコトバニモ、九条殿ノ摂

政ノ時ハ、「入道殿下、小殿下、近衛殿下、当殿下」

ト云テマイケリ。 

 【これは前任の官で一人いるだけでもなお稀有な職なのに、子童が歌って舞う言葉にも、九条

殿（兼実）が摂政の時は、「入道殿下（基房）、小殿下（師家）、近衛殿下（基通）、当殿下（兼

実）」と歌って舞っていた。】 

 

423   ソレニ良経摂政ニ又ナラレニシカバ、五人ニナリニ

キ。 

 ・良経が摂政になったのは建永四（1206）年、同年に没。兼実は建永五（1207）年没。「五人」

というのは建永四（1206）年当時。 

【それに良経が摂政にまたなられたので、五人になった。】 

 

424   天台座主ニハ慈円・実全・真性・承円・公円ト五人

アンメリ。 

 【天台座主には慈円・実全・真性・承円・公円と五人あるようだ。】 

 

425   ナラニハ信円・雅縁・覚憲・信憲・良円アリキ。  ・信円（1153-1224）は興福寺別当 44世。雅縁（1138-1223）は興福寺別当 47世・49世・51

世・53世。覚憲（1131-1212）は興福寺別当 45世。信憲（1145-1225）は興福寺別当 50世。良
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円（1178-1220）は興福寺別当 48世・52世。  

【奈良（興福寺別当）には信円・雅縁・覚憲・信憲・良円がいた。】 

 

426   信憲モ覚憲ガイキタリシニナリタリシヤラン。  ・覚憲は信憲の師。建暦二（1212）年死去。信憲は翌年、興福寺別当になる。 

・前任者の死後新任が就く方式は 35世（1138-）隆覚まで例外無し。その後、例外が生じた。 

【信憲も（師の）覚憲が生きていたのに別当になったのだろうか。】 

 

427   十大納言、十中納言、散三位五十人ニモヤナリヌラ

ン。 

 ・「十大納言、十中納言、散三位五十人」については、大系本 340頁、頭注 12・13参照。 

・「散三位」は、「三位の位階だけあって、官職をもたず、あるいは非参議であるもの」（『日本

国語大辞典』）。 

【十人の大納言、十人の中納言、散三位は五十人にもきっとなってしまうだろう。】 

 

428   僧綱ニハ正員ノ律師百五六十人ニナリヌルニヤ。  【僧綱には正員の律師が百五六十人になってしまっただろうか。】 

 

429   故院御時、百法橋ト云テア〔ザ〕ミケン事ノヤサシ

サヨ。 

〔ザ〕全：サ ・「法橋」は僧位で、法眼の次（全の註解）。 

【故後白河法王の時、百法橋といって人々が驚きばかにしたということの恥ずかしさよ。】 

 

430   僧正、故院御時マデモ五人ニハスギザリキ。  【僧正は、故後白河法王の時までも五人に過ぎなかった。】 

 

431   当時、正僧正一度ニ五人イデキテ十三人マデアルニ

ヤ。 

 ・「正僧正」は権僧正の上の位で、僧綱の最上位。 

【今は、正僧正が一度に五人出てきて十三人までいるだろうか。】 

 

432   前僧正又十余人アルニコソ。  ・大系本は No. 433と一文にするが、二文とした。大隅、石田、森も 2文に分けて訳している。 

【前任の僧正はまた十余人いる。】 

 

433   衛府ハカゾヘア〔ラ〕ヌ程ナレバ、トカク申ニヲヨ

バズ。 

〔ラ〕全：ヘ 【衛府は数えられないほどだから、とやかくというに及ばない。】 

434   官人ヲモトムト云事ハ、イヒイダスベキ事ナラズ。  ◎正当な成功すらなくなってしまった世を嘆く。 

・官と人との関係については、 No. 228に「ヲサマレル世ニハ官人ヲモトム、ミダレタル世ニ

ハ人官ヲモトムト。」と、憲法十七条の第七条を典拠として述べている。 

【官が人を求めるということは、（今や）言い出すべきことではない。】 

 

435   人ノ官ヲモトムルモ今ハウセニケリ。  【人が官を求めることも今は消失してしまった。】 

 

436   「成功、成功」ト、猶モトムルニ「ナサン」ト云人

ナシ。 

 ・「成功」は、受領の功を成すの意。造寺・造宮などの臨時の出費のあるとき、私財を寄付する

こと。その用途を賄うことで官位を賜った。特に院政期に盛んで国司を希望するものが多かっ

た（『日本国語大辞典』）。 

・「成功、成功」と、「 」を補う。 
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・「ナサン」の「ナス」を、全のみ「任じる」の意に取るが、他の諸訳は「成功に応じる、成功

をなす」「応募する」の意とする。後者に従う。 

【（朝廷が）「成功だ、成功だ」と、なお求めても「成功をなそう（応募しよう）」と言う人がい

ないのだ。】 

 

437   サレバ半ニモヲヨバデナスヲ、イミジキニ、今ハシ

タルトカヤ。 

 ・「半」を、大系本頭注は「仕事の半分」とし「予定の半分に達しない仕事をするのを特別によ

いとする」。全は「求めた人の半分」とし「だから、求めた人の半分にも及ばないで任じるのを、

結構としたのに、今は全部任じたとかいうことだ」。他の諸訳は「半分の献財」とする。大隅訳

「それで今は予定の半分の献財しかしない者でもよしとして任官させるとかいうことである」。

石田訳「だから献財が半額にも達しないのに、結構なことだと今はしているとかいうことだ」。

森は「なので（献財が予定の）半分にも及ばないのに（売官）する（こと）を、凄い（こと）

として今は（評価）しているとかいう」と訳し、「相場の半値以下での売官成立ですら凄いこと

だとされている」と説明している。 

・「イミジキニ」については、諸訳は「イミジ」を肯定的な甚だしさとする。「ニ」は、全のみ

「意に反すること」として「…のに」と訳している（「イミジ」の意味は他と同じである）。他

の諸訳はすべて「よし・結構として」である。しかし、「成功による任官が増すと任料が下落し，

そのためさらに数を増すといった悪循環を批判されながら鎌倉時代に及んだ」（『日本大百科全

書』）という説明を踏まえると、慈円のみならずその事態を「よし・凄い」として考えていたと

は言えないのではないだろうか。つまり「イミジ」を否定的な甚だしさと取って「酷いことで

あるが（仕方なく）」と訳すことが出来るのではないか。 

・「シタル」については、全、大森訳「任じる、任官させる」、石田訳、森訳「（評価）している」

とする。試訳では「献財に応じて任じる」の意とした。 

【だから半分にも及ばない献財で成功をなす（応募する）ことに対して、酷いことではあるが、

今はしている（献財に応じて任じている）ということである。】 

 

438   ソレニトリテ、コノ官位ノ事ハカクハアレドモ、サ

テアラルヽ事ニテアリケリ。 

 ・「ソレニトリテ」については、全は「それにとって」とする。大系本頭注は「トリテ」を「関

係する」と注。森訳は「それに関連して」とする。石田訳は「それにしても」とする。大隅訳

の「それにつけても」に従う。 

・「サテアラルヽ」については、全は「さようであられる」、大隅訳、大系本頭注は「そういう

ようにあり得る」、森訳は「そのようにある」、石田訳は「そういう状態ですまされる」とする。 

・「サテ」は、試訳では「そのままで、そういう状態で」とした。 

・「アラルヽ」の助動詞「ル」は自然とそうなるという自発の意味であろう。あるいは神仏によ

ってそうさせられるという受身とも取れるか。 

【それにつけても、この官位のことはこのようであるけれども、そういう状態であるというこ

とである。】 

 

439   又世ノスヱノ手本トモヲボヘタリ。  【また世の末の手本であるとも思われる。】 
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440   大方心アル人ノナサコソ、申テモ申テモカナシケレ。  ◎摂関経験者の子たち、天皇の子たちが多く優遇されていることが問題であるという内容。 

【だいたい心ある人の無さこそ、いくら言っても悲しいことだ。】 

 

441   カヽレバ、一ノ人ノ子ノヲホサヨ。  【こういうわけで、一の人の子の多さよ。】 

 

442   コノ慈円僧正ノ座主ニ成シマデハ、山ニハ昔ヨリカ

ゾヘヨク、摂籙ノ家ノ人ノ座主ニナリタルハ、飯室

ノ僧正尋禅ト、仁源・行玄・慈円トタヾ四人トコ〔ソ〕

申〔シ〕カ。 

〔ソ〕国文

全：ソハ 

〔シ〕全：シ

シ 

【この慈円僧正が座主になった時までは、比叡山では昔から数えやすく、摂関家の人が座主に

なったのは、飯室の僧正尋禅と、仁源・行玄・慈円という四人だと言っていた。】 

 

443   当時ハ山バカリニダニ、一ノ人ノ子一度ニナラビイ

デキテ十人ニモアマリヌラン。 

 ・「ヌラン」は「ヌラム」で、「完了の助動詞「ぬ」の終止形に推量の助動詞「らむ」の付いた

もの。すっかり…てしまっているだろう。きっと…ているだろう。」（『日本国語大辞典』） 

【今は比叡山だけですら、一の人の子が一度に並び出できて、十人をもきっと超えているだろ

う。】 

 

444   寺・奈良・仁和寺・醍醐ト四五十人ニモヤアマリヌ

ラン。 

 ・「ヤ」は、係助詞で、疑問をあらわす。 

【三井寺、興福寺、仁和寺、醍醐寺を合わせると四五十人をもきっと超えているだろうか。】 

 

445   一度ニ摂籙臣四五人マデ前官ナガラナラビテアラン

ニハ、道理ニテコソアレ。 

 ・「前官ナガラナラビテアランニハ、道理ニテコソアレ」については、石田訳「前官のままで並

んでいるから、そのように多くなるのは道理（当然）である」とし、森訳も「前官のままで並

んでいるようでは、（五十人をも超えるのは）道理だろう」とし、いずれも「道理」を「当然・

必然」の意としている。大隅訳は「前官のままで並んでいる以上は、これも道理というもので

あろうか」とし、微妙であるが「定まっていること」の意で用いているようである。「道理」に

関しての試訳は大隅訳に従う。 

【一度に摂関が四五人まで前任でありながら並んでいることからすれば、（そのように数が多く

なるのも）道理というものであろう。】 

 

446   又宮タチハ入道親王トテ、御室ノ中ニモアリガタカ

リシヲ、山ニモ二人ナラビテヲハシマスメリ。 

 ・「御室」は仁和寺。cf. No. 412。 

・「山」は比叡山。「後鳥羽上皇皇子の道覚・尊快両親王がいた」（大系本頭注） 

【また皇族たちは入道親王といって、仁和寺の中でも稀有だったが、比叡山にも二人並んでお

いでになるようである。】 

 

447   新院・当今、又二宮・三宮ノ御子ナド云テ、数シラ

ズヲサナキ宮宮、法師法師ニト、師共ノモトヘアテ

ガハルメリ。 

 ・「アテガハル」は、師の僧のもとに弟子入りさせるの意。 

【新院（土御門天皇）、当今（順徳天皇）、また二宮（高倉天皇第二皇子守貞親王）、三宮（高倉

天皇第三皇子惟明親王）の御子などといって、数知らず幼き宮たちを、法師に法師にと師の僧

のもとへとあてがわれるようである。】 

 

448   「世滅松」ニ聖徳太子ノカキヲカセタマヘルモ、ア

ハレニコソ、ヒシトカナイテミユレ。 

 ・「世滅松」については、大隅訳、石田訳注、森訳、大系本補注、全は、いずれも未発見の書名

（聖徳太子の未来記）とする。 
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・「世滅松」の「松」。全は「「滅松」は「滅相」の誤か未詳」とする。大系本補注は「天明本は

世滅松に注して「本法歟」として、原本には世滅法とあったかと推測しているが、法よりは相

のほうが原字に近いかもしれない」とし、森訳注に、塩見薫の「世滅松ニ」を世滅法トに改め

るべき」という説を紹介している。「松」よりは「法」もしくは「相」の方がいいように思われ

るが、試訳では「世滅松」のままにした。 

【『世滅松』に聖徳太子が書きおきになったことも、感慨深くもぴったりと適ってみえるのであ

る。】 

 

449   コレヲ、「昔ハ、サレバ人ノ子ヲマウケザリケルカ」

ト、世ニウタガウ人ヲオカリヌベシ。 

 【このことについて、「昔は、それなら人（皇族・貴族）が子供をもうけなかったのか」と、世

間で疑う人がきっと多くいるだろう。】 

 

450   ヨクヨク心ヘラルベキ也。  【よくよく理解すべきである。】 

 

451   昔ハ国王ノ御子〔御子〕ヲヽカレド、皆姓ヲタマハ

セテタヾノ大臣公卿ニモナサルレバ、親王タチノ御

子モサタニヲヨバス。 

〔御子〕国：

ニ、全：なし 

【昔は国王の御子たちが多くいたけれども、皆姓を賜わりになってただの大臣・公卿にもなさ

れたために、親王たちの御子も（皇族として）処遇されるに及ばなかった。】 

 

452   一ノ人ノ子モ、家ヲツギテ摂籙シテントヲモハヌホ

カハ、ミナタヾノ凡人ニフルマハセテ、朝家ニツカ

ヘサセラレキ。 

 ・「シテン」は、話し手の強い意志。予期、予想、推量を強調（確かに…だろう）。可能である

と推量（…することができるだろう）。適当・当然（…してしまうべきだ。するのがよい）（『日

本国語大辞典』）。私訳では「するのがよい」とした。 

・「ヲモハヌホカ」。「ヌ」は打ち消しの助動詞。よって、大隅訳「思う子のほか」、大系本頭注

「思いがけないもの」は間違い。全の訳「思わないほかは」は直訳だが意味が通りにくい。森

訳の「思わない（その）他は」に従う。 

【一の人の子も、家を継いで摂関になるのがよいと思わないその他の子は、みなただ身分の低

い人として振る舞わせて、朝廷に仕えさせられた。】 

 

453   ツギツギノ人ノ子モ人ガマシカリヌベキ子ヲコソト

リイダセ、サナキハタヾハイシレテヤミヤミスレバ、

アル人ハ皆ヨクテ、モテアツカフモナシ。 

 ・「ツギツギノ人ノ子」については、大系本頭注「摂政関白の次にある人」、大隅訳、全「摂関

以下つぎつぎの人の子」、森訳「それ以下の人の子」、石田訳「それ以下の次々の人の子」とす

る。私訳は大系本頭注に従った。cf. No.454 

・「人ガマシカリ」（形シク）は「どうやら相当の人物らしい」（『旺文社古語辞典』）。 

・「ヤミヤミ」については、森訳は「済み済み（する）」、全は「止み止み（した）」とする。大

系本頭注、大隅訳、石田訳は「終わる」とし、私訳ではこれに従う。 

・「モテアツカフモナシ」については、「もてあつかふ」は「①大切に取り扱う。世話をする。

②扱いに困る。もて余す。」（『旺文社全訳古語辞典』）、大系本頭注「（現在あるものは皆）よく

取り扱わない）」、大隅訳「もてあまされるようなものはなかったのである」、全「もてあつかい

にされる者もない」、森訳「（しかも数が少ないから）持て余す（こと）もない」とする。試訳

では、上記「②扱いに困る。もて余す。」の意とし、森訳に従う。 

【摂政関白の次にある人も、相当の人物らしく思われる子をこそ（世の中に）取り出して、そ

うではない子はただ這い痴れて（世に出ないまま）終わりになるために、世にある人は皆よい
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人で、もて余すこともない。】 

 

454   今ノ世ニハ、宮モ一ノ人ノ子モ、又次次ノ人ノ子モ、

サナガラ宮ブルマイ、摂籙ノ家嫡ブルマイニテ、次

次モ「ヨキヲヤノヤウナラセン」ト、ワロキ子共ヲ

アテガイテ、コノヲヤヲヤノ取イダセバカクハアル

ナルベシ。 

 ・「次次」は、№. 453の「ツギツギ」と同じ。 

・「ヨキヲヤノヤウナラセン」と、「 」を補った。親が子供に対して抱いている内心の声。 

・「ワロキ」については、大隅訳は「よからぬ」としている。従うべきである。それ以外の諸訳

は「悪い」の意としているが間違い。試訳では「劣っている」とした。 

・「アテガイテ、コノヲヤヲヤノ取イダセバカクハアルナルベシ」の訳については、全は「あて

がって、この親々が取り出すから、かようにはあるのであろう」としている。大隅訳は「親た

ちがよからぬ息子どもをとり出して所々方々にあてがうので、このようなことになるのである」

とするが「とり出す」と「あてがう」の順序が異なる。石田訳は「身分の高い人の養子にして、

その親（養親）たちがその子を〔世の中に〕取り出すから、こんなことになるのだろう」とす

る。森は「「身分の高い」という箇所以外は、石田に従うべきである」として「（他家に養子と

して）宛がって、この（養い）親（養い）親が（出来の悪い子を）選び出すので、こう（淘汰

されず人が多く）なるのだろう」と訳している。試訳は森訳に従う。 

【今の世には、宮も一の人の子も、また摂政関白の次にある人も、すべて宮の振舞い、摂関家

の嫡子の振舞いで、摂政関白の次にある人も「よい親のようにならせよう」と、劣っている子

を（他家に養子として）宛がって、この養った親々が（子たちを世の中に）取り出したからこ

のようにある（もて余すように多くいる）に違いない。】 

 

455   又僧ノ中ニモ、ソノ所ノ長吏ヲヘツレバ、又ソノ門

徒門徒トテ、出世ノ師弟ハ世間ノ父子ナレバ、我モ

我モトソノタチワケノヲヽサヨ。 

 【また僧の中にも、その所の長吏（住持）を経れば、またその門人だ門人だといって、出家の

師弟は世間の父子であるから、我も我もとその分派の多いことよ。】 

 

456   サレバ「人ナシ」トハ、イカニ〔モ〕「シカルベキ人

ノヲホサコソ」、トゾイフベキ。 

〔モ〕国文：

なし 

・「イカニモ」については、大隅訳・全は「いかにも」、森訳は「どう考えても」とする。試訳

もほぼ同じ。「程度、状態の甚だしいことを確かにそうであると確認している意を表す。……ま

ことに。どうみても。まったく」（『日本国語大辞典』）の意。 

・「シカルベキ人ノヲホサ」については、大隅訳は「大変な人の多さ」、全は「相当の人の無さ」

（「多さ―或は「無さ」の誤か」と注する）、森訳は「「そうあるべき（つまりその任に就くこと

になっている）人の多さ」、石田訳は「イカニモ」も含めて「なんとまあ立派な人の多いことよ」

と皮肉に取っている。試訳は森訳に近いが、「任に就くことになっている」のではなく、すでに

「就いていて、相当な地位にある」と解した。 

【したがって「（すぐれた）人がいない」とは、どうみても「相当な地位にある人の多さこそ（そ

の原因である）」、と言うべきではないか。】 

 

457   アハレ、アハレ、「有若亡」、「有名無実」ナドイフコ

トバヲ人ノ口ニツケテ云ハ、タヾコノレウニコソ。 

 ・「人ノ口ニツケテ云」については、大隅訳は「人々が評判に使う」、石田訳は「人が議論する

につけていう」、全は「人の評判にいう」、大系本頭注は「人ノ口」を「衆人の評判」とする。

それらに対して、森訳は「人が口に任せて言う」とし、「口」を「評判」の意としない。「「人ノ

口」を衆口の意に解すると、「有若亡」「有名無実」が衆口について言う語ということになって

しまうため、従い得ない」とするが、「ツケテ」を「加えて、添えて」の意とすれば、そのよう
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な難点はなくなるのではないか。 

【ああ、ああ、「有若亡」（有れども亡きが若し）、「有名無実」（名有れども実無き）などという

言葉を人々が評判に添えて言うのは、ただこのためであるのだ。】 

 

458   カヽレバ、イヨイヨ緇素ミナ怨敵ニシテ、闘諍誠ニ

堅固ナリ。 

 ◎すぐれた人のなさ（人の多さ）の世を、言葉が通じなくなった世であると嘆き、自問自答（問

答体）へと導入する段落。 

・「イヨイヨ」は、「①ますます。②確かに。きっと。」（『岩波古語辞典』） 

・「闘諍…堅固」については、「『大集経（大方等大集経）』に末法の時代を「闘諍堅固」（戦い争

いが確実）と表現している」（全の注釈より）。森の該当箇所の注（１）に「「闘諍誠ニ堅固ナリ」、

釈迦滅後の第五の五百年すなわち滅後二千年乃至二千五百年は闘諍堅固であり、闘諍が横行す

る、という五堅固説による。」とある。 

【こういうわけだから、確かに僧俗ともにみな怨敵であって、（今は）「闘諍」が本当に「堅固」

（な時代）なのである。】 

 

459   貴賎同ク、無レ人シテ、言語スデニ道断侍リヌルニナ

ム。 

 ・「言語」が「道断」であることは、「無レ人」に関して述べられている。つまり「無レ人」は、

「すぐれた人」がいないという意味に加えて、文脈上、慈円の書いた説明「言語」を理解でき

る「人」がいない、という意味を含んでいるのではないか。 

【貴賤同じく、すぐれた人がいなくなり、言葉ではすでに述べ表せなくなってしまった。】 

 

460   シヽモテ、マカリテハ、物ノハテニハ、問答シタル

ガ心ハナグサムナリ。 

 ・「シヽモテ、マカリテハ」については、大隅訳は「こう思いつづけてくると」とし、全は注で

「為し為しして参りました上は」とし、訳で「かように思いつづけ思いつづけして来ては」と

する。「シヽ」の大系本頭注には「天明本傍注「為仕」」とある。石田訳は「こうなっては」、森

訳は「（私はもう）死んでゆく（身な）ので」とする。 

・「シヽ」は、試訳では「シヾ」の誤記としてみた。「しじ【縮・緊】《シジミ（縮）・…シジマ

（黙）・…などの語根》物の目がつんでいて、すき間のないさま。……また口などきちっと閉じ

て無言であるさまなどをあらわす。」（『岩波古語辞典』）。つまり、「シヾモテ」を「口を閉じて、

無言で」の意と取る。これは、前の文（No.459）「言語スデニ道断」との文脈上の趣意でもある。

「相手に対する言語が通じなくなった、無用になった」ゆえに「口をつぐんで、無言」になる

という文脈である。 

・「マカリテハ」は、相手に言語で説明することから退く、の意と取る。相手に対する言語が無

用になった後は、そこから退いて自問自答する、という文脈である。 

【口をつぐんで、（相手に言語で説明することから）退いたが、最後には、問答していると心が

慰められるのである。】 

 

461  356-12 問、「サレバ今ハチカラヲヨバズ。カウテ世ニナヲル

マジキカ」。 

 ◎以下、問答体。自問自答の文体によって現実的な対策を述べる。問と答はそれぞれ会話文の

「 」とみて、文が分かれても行を分けない。 

【問、「そうであるなら今は力が及ばない。こうして絶対に立ち直れないのだろうか」。】 
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462   答、「分ニハ、ヤスクナホリナム」。  ・「分ニハ」については、大隅訳は「ある程度ならば」、石田訳は「分（末世は末世ながらそれ

相応）には」、森訳は「（末代の）分際には（つまり昔と同じようにはいかないが、それでも末

代なりには）」とする。試訳では「（その時代相応に）部分的には」の意とした。No.466にある

「随分」の説明を参照のこと。 

【答、「（その時代相応に）部分的には、容易にきっと立ち直るだろう」。】 

 

463   問、「スデニ世クダリハテタリ。人又ナカン也。アト

モナクナリニタルニコソ。シカルニヤスクナヲリ

ナントハイカニ」。 

 ・「ナカン也」は、大系本頭注「なくあらん。ないらしい」、全「無かるなり。無くあるなり。

無いようだ」、大隅訳「ないようである」、森訳「いないだろう」とする。「也」は推定・伝聞の

助動詞。 

・「ニタル」は、「「にたり」（完了の助動詞「ぬ」の連用形に完了の助動詞「たり」の付いたも

の）。動作・作用が完了して、そのままの状態にあることを表わす。にてあり。…てしまってい

る。…ている。」（『日本国語大辞典』） 

【問、「すでに世は下り果てている。（すぐれた）人はまたいないだろう。（昔のすぐれた）痕跡

も無くなってしまっているのではないか。それなのに容易にきっと立ち直るだろうとはどうい

うことか」。】 

 

464   答、「「分ニハ」トハ、サテ申也。一定ヤスヤストナ

ヲルベキ也」。 

 【答、「「（その時代相応に）部分的には」と、それで言ったのである。必ず容易に立ち直るであ

ろう」。】 

 

465   問、「ソノナヲランズルヤウ如何」。  ・「ンズル」は、「むず」の連体形。「きっと……だろう」の意。No.37で詳細に説明した。 

・「ヤウ」。は、隅訳、全「理由」、森訳「仔細」、石田訳「方法」とする。試訳では「方法」と

した。 

【問、「そのきっと立ち直るだろうというその方法はどのようなものか」。】 

 

466   答、「人ハウセタレド、君ト摂籙臣ト御心一ニテ、コ

ノアル人ノ中ニワロケレドモ、サリトテハ、僧俗

ヲカイヱリカイヱリシテ、ヨカラン人ヲ、タヾ鳥

羽・白河ノコロノ〔官〕ノ数ニメシツカイテ、ソ

ノホカヲバフツトステラルベキナリ。不中用ノ物

ヲマコトシクステハテヽ目ヲダニミセラレズ

〔ハ〕、メデタメデタトシテナヲランズル也。「隨

分ニナヲル」ト云ハコレナリ。昔ノゴトクニハ、

人ノナケレバ、カナフマジ。ヱリタヾシタランズ

ル寸法ノ世コソハ、ワロナガラ、ヨクナヲリタル

コノ世ニテアランズレ」。 

〔官〕文：宮 

〔ハ〕国文

全：バ 

・「不中用」は、全「用に中らない者」、その他の諸訳注は「役に立たない」とする。後者に従

う。 

・「目ヲダニミセラレズ〔ハ〕」については、大隅訳「同情の心を目にさえもあらわさなければ」、

大系本頭注「きのどくという心情を眼にあらわさなければ」、全「目をさえかけられないならば」、

石田訳「見むきさえせられないならば」とする。森は「石田に従うべきである」として「見向

きすらされなければ」と訳する。古語辞典の「目」には、同情・気の毒のまなざしという意（「目

をかける」など）はない。ここでは｢視線、まなざし｣「（見る対象である）姿」「会うこと」な

どの意味ではないか。「目を見る」で「人に逢う」の意もある（『岩波古語辞典』）。試訳では、

石田・森訳に近いが、「会うことすらされなければ」とした。 

・「隨分」は、「（「と」「に」を伴って用いることもある）。（不十分ではあるが）そのものの立場

でできるかぎりのことをするさま。ぎりぎりの線まで。極力。せいぜい。精一杯。」（『日本国語

大辞典』）の意であろう。本文では「分ニ」と同じ意であるとしているので、「（その時代相応に）

部分的には）」とした。cf.No.462，464。森訳は「分際に従って」とする。 

・「寸法ノ世」は、大隅訳「できる世」、大系本頭注「手順を経た社会」、全「具合の世」、石田
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訳「有様の世」とする。森はいずれについても「解しがたい」、「少なくとも「寸法」は基準の

意に解さざるを得ないであろう」として、前後の文章を以下のように訳している。「（人を）選

び（世をきっと）正すだろう基準が、（今の）世は悪いものの（それでも）よく直ったこの世で

は（きっと）あるだろう」。つまり森は、「ヱリタヾシタランズル寸法ノ、世コソハワロナガラ、

ヨクナヲリタルコノ世ニテ、アランズレ」と、読点の位置を変え、主語を「寸法」としている

のである。試訳では、「寸法」を「ある物事について、心にいだいていた予想や計画。手順。手

はず。もくろみ。計画。」（『日本国語大辞典』での（３）の意、cf．No.30）の意と取り、大系

本頭注に従うことにした。 

・他の「寸法」の用例は、 No. 30、No. 85、No. 415。 

・「ワロナガラ」は、大系本頭注、全、石田訳「悪いながら（も）」、大隅訳「本当によい世では

ないが」、試訳では大隅訳に近いが「よくはないながらも」とした。 

【答、「（すぐれた）人は失せてしまったけれど、君と摂関とが御心を一つにして、今ある人の

中には都合が悪いけれども、そうかといっては、僧俗を選び選びして、よいだろう人を、ただ

鳥羽天皇・白河天皇の頃の官職の定員で召し使って、その他の人々をきっぱりと捨てられるベ

きである。役に立たない者を本当に捨て果てて、会うことすらされなければ、申し分なくすば

らしく立ち直るだろう。「（その時代相応に）部分的に立ち直る」というのはこのことである。

昔のようには、すぐれた人がいないために、きっとかなえられない。（人を）選び整えただろう

手順を経た世こそは、よくはないながらも、きっとよく立ち直ったこの世なのであろう」。】 

 

467   問、「コノ官ノヲヽサ、人ノヲヽサヲバ、イカニステ

ントテハステラレンズルゾ」。 

 【問、「この官の多さ、人の多さを、如何にして捨てようとして捨てることができるだろうか」。】 

 

468   答、「「スツ」ト云ハ、フツトメシツカハズ。「（サ）

ル者ヤ世ニアラン」トモシロシメサルマジキ也。

陽成院世ニヲハシマシテ、ヤウヤウノ悪事セサセ

給シカド、モノモイハデ聞イレザリシカバ、寛平・

延喜ノ世メデタクテアリキ。解官停任ニモヲヨブ

マジ。タヾステラレヌニテ、「マコトニステラレタ

ラン人ニハ、ナア〔イ〕シライソ」ト、ヱリトラ

レタラン人ニ、ヲホセフクメテ、サテ有ベキナリ」。 

〔イ〕国文

全：ヒ 

・「モノモイハデ聞イレザリシカバ」については、この語の主語を、大系本頭注、大隅訳、石田

訳は宇多・醍醐天皇とする。全は主語を記さない。森訳は「（当時の人は）何も言わず聞き入れ

なかったので」と、主語を「当時の人」とする。「聞キ入レザリシ」は敬語ではないので、宇多・

醍醐天皇は主語とはならない。とは言え「当時の人」では広すぎる。天皇のもとにあった「官

人たち」であろう。 

【答、「「捨てる」というのは、きっぱりと召し使わないことだ。「そんな者が世にあるだろう」

ともお知りになってはならない。陽成院が在世なさっていて、さまざまな悪事をなさいました

が、（官人たちが）何も言わず聞き入れなかったから、寛平・延喜の世が見事に治まったのだ。

官を解き任を停止するにも及ばない。ただ捨てておしまいになって、「本当に捨てられたような

人には、応対するな」と、選び取られたような人に、お命じになって理解させて、そのままに

しておくべきである」。】 

 

469   問、「ソノステラレ人アマリヲホクテ、ヨリアイテ謀

反ヤヲコシテ大事ニヤナランズラン」。 

 ・「大事ニヤナランズラン」については、大隅訳は「大事になるようなことはないであろうか」

とし、全は「大事になろうとするだろうか」と疑問文に訳しているが、森訳は「大問題になる」、

石田訳は「大事になるだろう」と、推測文にしている。試訳では「ヤ」を疑問の係助詞とみて

疑問文とした。 

【問、「その捨てられた人が余りに多くて、寄り合って謀反を起こしてきっと大事になるのでは
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ないか」。】 

 

470   答、「武士ヲカクテモタセヲハシマシタルハ、ソノレ

ウゾカシ。スコシモサル気色イカデカキコヱザラ

ン。キコヱン時二三人サラン者ヲ遠流セラレナバ、

ツヤツヤサル心ヲオコス人モアルマジキ也」。 

 ・森は「武士」についてのこの箇所の補注で、朝廷と武士との関係について「慈円はこの関係

改善を容易と見ており（三四一〜二頁）、改善後を強く意識していたと考えられる。本巻で散見

される武家との協力による近臣や冗官の廓清論（三四二、三四五、三五八頁）は、注意される

べきであろう」と述べている。傾聴すべき意見であろう。 

【答、「武士をこのようにして保持しておいでになるのは、そのためなのですよ。少しでもその

ような（謀反の）気配があればどうして聞こえてこないことがあるだろうか。聞こえてきたよ

うな時に二、三人そのような者を遠流にしてしまわれれば、決してそのような（謀反の）心を

おこす人もいなくなるに違いない」。】 

 

471   問、「此義ナリテ侍リ。イミジイミジ。タヾシ、タレ

カソノ人ヲバヱリトランズルゾ」。 

 ・「此義ナリテ侍リ」については、大系本頭注「ナリテ侍リ」に「あまねく知られる」、大隅訳

「このことはよくできあがった筋道である」、全「この筋道はできあがっている」、石田訳「こ

れは出来る話だ」（注に、「なる」は「することが出来る」）とする。森はいずれも「解し難い」

として、「この（世が容易に直るという詞の）意味は（筋が通っていて）成立する」と訳する。 

・「義」の意味は「①人の守るべき道。五常の一。②道理。教理。③意味。」（『岩波古語辞典』）。

他に「意義」「趣旨、趣意、すじ」「教説、教義」などの意味もある（『日本国語大辞典』）。No.465

の「ヤウ」（方法）、No.466の「寸法」（手順）に対応する言葉と見て、試訳では「趣旨」「すじ」

の意とし、「（立ち直させる）筋道」と訳した。 

・「ナル」は「できあがる」「完成する」（『例解古語辞典』など）。 

【問、「この（立ち直らせる）筋道はできあがっています。凄い凄い。ただし、誰がその（すぐ

れた）人を選び取るのだろうか」。】 

472   答、「コレコレ大事ナレ。タヾシコレヱリテマイラス

ル人四五人ハ一定アリヌベシ。ソノ四五人ヨリア

イテ、ヱリトリテマイラセタランヲ、君ダニモツ

ヨツヨトハタラカサデ、ヒシトモチヰサセ給ハヾ、

ヤスヤストコノ世ハナヲランズルナリ」。 

 【答、「このことこそが大事である。ただし選び取って差し出す（役割りの）人が四、五人は必

ずあるだろう。その四、五人が寄り合って、選び取って差し出した人を、君ですらも強引に動

かさないで、しっかりと用いられたならば、容易にこの世は立ち直るだろう」。】 

 

473   問、「「解官セジ」トハイカニ」。  【問、「「（捨てた人の）官を解かない」とはどういうことか」。】 

 

474   答、「ヱリイダサレム人ノ、八座・弁官・職事バカリ

ニナル人候ラントコロコソ要ナレバ、ソレハ解官

セラレナンズ。コトモヲロカヤ。ソノホカハセメ

テ無沙汰ナレト也。僧俗官ノ数ノサダメホドコソ

大事ナレド、鳥羽院最中ノ数、末代〔ヨリ〕ヨキ

ホド也」。 

〔ヨリ〕文

全：なし 

・「ホド」は、森訳は「程度」、他の諸訳は「ホド」を訳していない。試訳では「ホド」を「具

合、度合」（『岩波古語辞典』など）の意味にとった。 

・「ヨリ」は、他の諸訳は訳していない。試訳では、「起点を示す」格助詞とみて訳した。 

【答、「選び出されたような人は、八座・弁官・職事ほどになる人がいるだろうがその所こそ肝

要であるから、その職にあった人は官を解かれてしまうだろう。言うまでもないことだ。その

他はしいて処置（解職）するなということである。僧官と俗官の数の定め具合こそ大事である

が、鳥羽院の最中の数が、末の世になってからはよい数である」。】 

 

 


